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ご 注 意 

 

１．本書の内容の全部または一部を、無断で複写、転載することは禁止されています。  

２．本書の内容につきましては、予告なしに変更することがありますのでご了承下さい。 

３．本書の内容につきましては、万全を期しておりますが、万一お気付きの点、ご不明な 

点などがございましたら、ご購入の販売店または弊社あてに御連絡下さい。   

４．運用に際しましては、プログラム等表現されている内容の技術的な前提条件を充分ご 

  理解いただいた上で、ご活用下さい。運用した結果の影響につきましては、３項にか 

  かわらず責任を負いかねますのでご了承下さい。                 



 
 
 
 

あなたの登録番号は 
 
 

     木三郎VER3.0 No.      です。 
 
 
 
 
このたびは、当アプリケーション・パッケージをご購入いただき、誠にありが 

とうございます。                            

  おそれいりますが、添付のユーザー登録用紙をＦＡＸにて必ずご返信下さい。   

この登録用紙にもとづいてプログラムの改良、変更、新開発プログラム等につ 

いてご案内いたします。 

 

当アプリケーション・パッケージの保守・お問い合わせ等につきましては、｢サ 

ポート契約案内書｣（別紙）に記載いたしておりますのでご一読ください。 
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 －１－ 

                                  ご使用になる前に－１ 

１．ご使用になる前に 
 

 １．パッケージの内容  
 
  １．木三郎3.0解説書（本書）………………………………………… １冊 

  ２．アプリケーションＣＤ ………………………………………… １枚 

  ３．ＨＡＳＰキー（キーユニット） ……………………………… １個 

  ４．ユーザ登録用紙 ………………………………………………… １枚 

    ※必要事項をご記入の上、ＦＡＸにて、必ず弊社までご返信下さい。 

  ５．サポート契約書 

  ６．ＦＡＸ質問／回答書 …………………………………………… １枚 

    ※コピーしてお使い下さい。 

  ※パッケージに別紙で追加情報が同梱されている場合は、必ず参照して下さい。 
 
 

 ２．サポート体制について  
 
当アプリケーション・パッケージのご使用に関する、操作方法、計算内容、出力、エラー処
理等のお問い合わせは、E-mail、ＦＡＸにて、下記までご連絡ください。尚、お問い合わせ
時には、ユーザ番号（登録番号）・御社名・御担当者名をお知らせ下さい。 

  お問い合わせ時には、ユーザ番号（登録番号）・御社名・御担当者名をお知らせ下さい。 
 
  E-mail ……… ｓｕｐｐｏｒｔ＠ｎｅｔｄｄｓ．ｃｏ．ｊｐ 

    受付時間：２４時間 
 
  ＦＡＸ ……… ０３－５５４１－６６３８ 

    受付時間：２４時間 
 
※ご回答は：9:00～12:00、13:00～17:00 月～金曜日（祝祭日及び弊社休業日は除く）とさ
せていただきます 

 

  ※E-mailにてデータ等を添付される場合は、ファイルを圧縮し１つにして下さい。複数の 
   ファイルをそのまま添付された場合、受け付けできかねないことがあります。 
   また、１メールの最大容量は２ＭＢ迄です。 

  ※弊社ホームページ（http:// www.netdds.co.jp/）もご覧下さい。 
 
 
 



 －２－ 

                                  ご使用になる前に－３ 

 ３．ＨＡＳＰキーの取り付け  
 
１．ＵＳＢ用ＨＡＳＰキーの場合 

    ＨＡＳＰキー（KEY UNIT）をコンピュータのＵＳＢコネクタに接続します。 
    ＵＳＢハブを介した接続はできません。 
 
  ２．パラレルポート（２５ピンタイプ）用ＨＡＳＰキーの場合 
    ＨＡＳＰキー（KEY UNIT）をコンピュータのパラレルインタフェースコネクタに接続し

、プリンタケーブルを接続します。 
他社製品等でのＨＡＳＰ（KEY UNIT）を併用される場合は、弊社用のＨＡＳＰをコンピ
ュータに最も近い側に接続してください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
３．ネットワーク環境でのご使用につきましては、別途料金設定となっておりますのでご相
談下さい。 

 

プリンタ 
又は、切換機 

ＨＡＳＰ 
ＫＥＹＵＮＩＴ 
（２５ピン） 

コンピュータ 

プリンタケーブル 



 －３－ 

                                  ご使用になる前に－４ 

 ４．システム（ＫＥＹ ツール）のインストール  
 
  ＫＥＹ（ＨＡＳＰ）のツールをハードディスクにコピーします。 

※弊社の他のアプリケーションで既にＨＡＳＰをご使用になられている場合いる場合、本項
は必要ありません。次項「５．プログラムのインストール」へ進んで下さい。 

 
  ・手順 
 
  ①「デジタルデザインＡＰ」（インストール用）ＣＤをＣＤ－ＲＯＭドライブにセットしま
す。  
 ②  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ③  

 
 
 
④  

                       

            

［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックし、ＣＤ－
ＲＯＭをセットしたドライブをダブルクリックします。 

［Setup.exe］を
ダブルクリック
します。 

〔Ｈａｓｐｄｄ〕フォルダをバブルクイックし、〔Ｈａｓｐ．ＷＩＮ〕フォル
ダか、〔Ｈａｓｐ．ＸＰ〕フォルダを選択してダブルクイックします。 
〔Ｈａｓｐ4．ＶＩＳＴＡ〕フォルダを選択してダブルクイックします。 
 ●〔Ｈａｓｐ．ＷＩＮ〕は、Windows９８・Ｍｅ・２０００用 
●〔Ｈａｓｐ．ＸＰ〕はWindows・ＸＰのみです。 
●〔Ｈａｓｐ4．ＶＩＳＴＡ〕WindowsVISTAのみ対応 



 －４－ 

                                  ご使用になる前に－４ 
 
  ⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑧インストールが正常に終了すると下記のウィンドウが表示されます。続けて、「３．プロ
グラムのインストール」に進んで下さい。尚、一
旦、作業を中止する場合は、開いている全てのウ
ィンドウを右上の ボタンをクリックして閉じた
後、ＣＤ－ＲＯＭを取り出して下さい。 

 
 
 
 
 
 

「デジタルデザインＫＥＹツール」
セットアップが起動されます。 
 
［次へ ＞］ボタンをクリックしま
す｡ 

［次へ ＞］ボタンをクリックしま
す｡インストールが始まります。 

※インストール先ディレクトリを変
更する場合は⑦を参照。 
 
※ドライブ装置名は必要に応じて変
更して下さい。ディレクトリ名は問
題ない限り標準として下さい。 

インストール先ディレクトリを変更するには、［参
照］ボタンをクリックします。 
ドライブ装置名を変更するには、「パス」に表示さ
れている「Ｃ」にマウスカーソルを移動し、「Ｃ」
を囲み（ドラッグ）ます。そして、インストール先
のドライブ装置名１文字を入力します。 
［ＯＫ］ボタンをクリックすると、変更したパスが
インストール先ディレクトリとなり、⑥のウィンド
ウに戻ります｡ 
※［キャンセル］ボタンをクリックすると、パスを
変更せずに⑥のウィンドウに戻ります。 



 －５－ 

                                  ご使用になる前に－５ 

 ５．プログラムのインストール  
 
  アプリケーション「木三郎3.0」をハードディスクにコピーします。 
 
  ・手順 
 
  ①「デジタルデザインＡＰ」（インストール用）ＣＤをＣＤ－ＲＯＭドライブにセットしま
す。 

   ※ 前項「２．システム（ＫＥＹ ツール）のインストール」より継続の場合、ＣＤ－Ｒ
ＯＭはセットされています。  

   
②  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④  
 

［マイ コンピュータ］アイコンをダブルクリックし、ＣＤ－
ＲＯＭをセットしたドライブをダブルクリックします。 

［Setup.exe］を
ダブルクリック
します。 

木三郎 

木三郎 

木三郎 
［木三郎］フォルダをダブルクリックし、［ｉｎｓｔａｌｌ］フォルダをダブル
クリックします。 



 －６－ 

                                  ご使用になる前に－５ 
  ⑤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑦ 
 
 

「木三郎3.0」セットアッププ
ログラムが起動されます。 
 
［次へ ＞］ボタンをクリッ 
クします。 

｢名前｣、｢会社名｣を入力し、 
［次へ ＞］ボタンをクリッ 
クします。 

［次へ ＞］ボタンをクリッ 
クします。 

※インストール先ディレクト 
 リを変更する場合は⑧を参 
 照。 

※ドライブ装置名は必要に応 
 じて変更して下さい。ディ 
 レクトリ名は問題ない限り 
 標準として下さい。 



 －７－ 

                                  ご使用になる前に－５ 
  ⑧ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑨ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑩ 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑪インストールが正常に終了すると下記のウィンドウが表示されます。開いている全てのウ
ィンドウを右上の ボタンをクリックして閉じた後、ＣＤ－ＲＯＭを取り出して下さい。 

 
 
 
 
 
 

インストール先ディレクトリを変更するには、［参照
］ボタンをクリックします。 
ドライブ装置名を変更するには、「パス」に表示され
ている「Ｃ」にマウスカーソルを移動し、「Ｃ」を囲
み（ドラッグ）ます。そして、インストール先のドラ
イブ装置名１文字を入力します。 
［ＯＫ］ボタンをクリックすると、変更したパスがイ
ンストール先ディレクトリとなり、⑦のウィンドウに
戻ります｡ 
※［キャンセル］ボタンをクリックすると、パスを変
更 せずに⑦のウィンドウに戻ります。 

［次へ ＞］ボタンをクリッ 
クします。 

［次へ ＞］ボタンをクリッ 
クします。 

インストールが始まります。 



 －８－ 

                                  ご使用になる前に－６ 

 ６．ＨＡＳＰドライバの設定  
 
  ・手順 
 
  ① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ※ネットワークの環境で使用される場合については、ご相談下さい。 
 

［スタート］ボタンをクリックし、 
［プログラム］メニューにある 
「デジタルデザイン ＫＥＹツール」メ
ニューの［ＫＥＹ設定］をクリックし
ます。 

 
「ポート」が［Normal］に設定されていることを確
認し、［設定］ボタンをクリックします。 

 
メッセージのダイアログボックスが表示されますの
で、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
 
更に、確認のダイアログボックスが表示されますの
で、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
 
最後に、［終了］ボタンをクリックします。 
Ｗｉｎｄｏｗｓの再起動を行って下さい。 
 
 
※全設定終了後、プログラム起動時に「キーユニ 
 ットを接続して下さい。」のエラーが発生する 
 時、使用されているマシンのパラレルポートの 
 設定に応じて［Normal］以外を選択して下さい｡ 
 
 
 



 －９－ 

                                  ご使用になる前に－７ 

 ７．使用環境とＫＥＹの設定  
 
  ・手順 
 
  ① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ② 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 「デジタルデザインＡＰ」（インストール用）ＣＤをＣＤ－ＲＯＭドライブにセットし

ます。 
    ※ ＣＤドライブが「Ｄ：」と異なる場合はＣＤドライブ名称を変更して下さい。 
   
④ 「Ｋｅｙ種別」は［通常］をクリックします。 

   
⑤ ［登録］ボタンをクリックします。 

     ５桁のユーザーＩＤが表示されます。（お客様の登録番号です。） 
     ユーザーＩＤ表示後、５秒程待ってＣＤを取り出して下さい。 
    
⑥ ［スタート］ボタンをクリックします。 

   
⑦ 「木三郎3.0」のウィンドウが表示されますので、ウィンドウ右上の ボタンをクリッ 

     クして「木三郎2」を終了させます。 

「木三郎3.0」を起動すると、ユーザ 
登録が未登録の場合、「ユーザ登録」
ダイアログボックスを表示します。 

［スタート］ボタンをクリックし、 
［プログラム］メニューにある 
「デジタルデザインＡＰ」メニューの
［木三郎3.0］をクリックします。 



 －１０－ 

                                  ご使用になる前に－８ 

 ８．プログラムのバージョンアップ  
 
  アプリケーション「木三郎3.0」がバージョンアップされた場合、バージョンアップ部分をハ 
  ードディスクにコピーします。 
 
※ バージョンアップファイルはＣＤでの提供の他、インターネットでのダウンロードサー
ビスにより提供させていただく場合があります。 

 
※ いずれの場合もバージョンアップファイルは、［ｖ××××××］フォルダに格納され
ています。 

 
※ ××××××には、バージョンアップした日付（西暦下２桁、月２桁、日２桁）を表示
しています。 

 
  ・手順 
 
※ 以下の説明はＣＤによる場合です。ダウンロードファイルの場合は、必要に応じてファ
イルの解凍作業等を行なった上で、手順③以降を実行してください。 

 
  ①「デジタルデザインＡＰ」ＣＤ（バージョンアップ用）をＣＤ－ＲＯＭドライブにセット
します。 

 
②  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックし、ＣＤ－
ＲＯＭをセットしたドライブをダブルクリックします。 

木三郎 

木三郎 

［木三郎］フォルダをダブルクリックし、［ｖ××××××］フォルダを
ダブルクリックします。 

木三郎 

木三郎 



 －１１－ 

                                  ご使用になる前に－８ 
④ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  これより先の手順は、「３．プログラムのインストール」の手順⑤以降と同様となります。 
 
 
 
※ プログラムのインストール等の作業を行なった後で「木三郎２」を使用される場合は 
Ｗｉｎｄｏｗｓを一旦終了し、再起動を行なってください。 

 
 
 
 

「木三郎3.0」バージョンアッ
ププログラムのセットアップ
が起動されます 
 
［次へ ＞］ボタンをクリッ
クします。 

木三郎 
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  ⑧ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑨ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑩開いているウィンドウ右上の ボタンをクリックしてウィンドウを閉じて下さい。 
   ＣＤ－ＲＯＭを取り出して下さい。 
 

インストール先ディレクトリを変更するには、［参照］ 
ボタンをクリックします。 

ドライブ装置名を変更するには、「パス」に表示されて 
いる「Ｃ」にマウスカーソルを移動し、「Ｃ」を囲み 
（ドラッグ）ます。そして、インストール先のドライブ 
装置名１文字を入力します。 
［ＯＫ］ボタンをクリックすると、変更したパスがイン 
ストール先ディレクトリとなり、⑦のウィンドウに戻り 
ます｡ 

※［キャンセル］ボタンをクリックすると、パスを変更 
 せずに⑦のウィンドウに戻ります。 

［次へ ＞］ボタンをクリッ 
クします。 

インストールが始ります。 

木三郎 
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２．木三郎3.0について 
 

 １．木三郎3.0の起動と終了  

  ・「木三郎」を起動する方法 

    
   ※［スタート］ボタンから起動するよりも、ショートカットキーに登録しておき起動す 
    ると便利です。 
 

  ・木三郎3.0を終了する方法 

    

  ウィンドウ右上の ボタンをクリックします。又は、［終了］ボタンをクリックします。 
 

終了時 

［スタート］ボタンをクリックし、 
［プログラム］メニューにある 
「デジタルデザインＡＰ」メニューの
［木三郎3.0］をクリックします。 
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 ２．木三郎3.0の構成  
 
  「木三郎3.0」を起動すると、下記のウィンドウを表示します。 
  起動時には、前回の終了時にアクセスしていたファイル（データ）をオープンします。 
 

 

  ○タイトルバー 

   「木三郎3.0」のバージョン処理中のファイル（データ）名とディレクトリを表示します。 
   データウィンドウ最大化時は、アクティブウィンドウ名を表示します。 
   右側に「木三郎3.0」プログラムウィンドウの[最小化]、[元のサイズに戻す]（又は、[最
   大化]）[閉じる]ボタンを表示します。 

  ○メニュー（メニューボタン） 

   [ファイル]、[ウィンドウ]、[ヘルプ]の３つのメニューボタンがあります。 
   データウィンドウ最大化時は、右側にデータウィンドウの[最小化]、[元のサイズに戻 
   す]、[閉じる]ボタンを表示します。 

メッセージバー（メッセージ表示） 

メニュー（メニューボタン） 

サ 

ブ 

パ 

ネ 

ル 

入 

力 

パ 

ネ 

ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

デ ー タ 処 理 エ リ ア 

タイトルバー 
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  ○データ処理エリア 

   ファイル（データ）の入力、配置、計算、表示等の処理を行うエリアです。 
   「木三郎3.0」起動時は、データウィンドウは最大化で表示されています。 

   ※処理項目を切り替えるには、入力パネルやサブパネルに表示している各ボタンをクリ 
    ックするか、データ処理エリア内の各データウィンドウのタブをクリックするなどし 
    て処理しようとするデータウィンドウやシートを表示させます。 

  ○メッセージバー（メッセージ表示） 

   データ項目等についてのメッセージを表示します。 

  ○入力パネル 

   ファイル操作（開く、保存）、データ処理、終了ボタンを表示します。 

  ○サブパネル 

   データ処理ボタンを表示します。 
 

  ※データについて 

   ・「木三郎3.0」起動時には、前回の終了時にアクセスしてたファイル（データ）をオープ 
    ンします。 

   ・データウィンドウは、６種類から構成されています。 

     入力用ウィンドウ（２種類）―――「テキスト入力」 「配置入力」 
     表示用ウィンドウ（２種類）―――「モニタ」    「結果表示」 
     処理用ウィンドウ（２種類）―――「計算」     「印刷」 

   ・「木三郎3」終了、ファイル（データ）の終了、新規データを入力しようとする時など 
    の場合に、オープンされているデータに変更が加えられている時、下記の確認ダイア 
    ログを表示します。 

 

    ファイル（データ）の自動保存は行われませんので、変更後の内容を次回等に使用さ 
    れる場合は、[はい]ボタンをクリックし、データ保存の操作を行って下さい。 

    [いいえ]ボタンをクリックした場合、変更後のデータ内容は破棄されます。 
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  １．[ファイル(Ｆ)]メニュー 

     

    １）新規作成(Ｎ) 

      新規データを作成します。 

    ２）開く(Ｏ) 

      既存のファイル（データ）をオープンします。 

    ３）上書き保存(Ｓ) 

      現在オープンしているファイル（データ）を元のファイル名に上書きして保存し 
      ます。 

    ４）名前を付けて保存(Ａ) 

      現在オープンしているファイル（データ）を別のファイル名を付けて保存します。 

    ５）終了(Ｘ) 

      「木三郎3.0」アプリケーションを終了します。 

    ６）ファイル（データ）名 

      最近使ったファイル（データ）の一覧を表示します。 
      ファイル（データ）名をクリックすると、ファイル（データ）をオープンします。 
 
    ※１）、２）、５）、６）の操作を実行した場合、オープンされているファイル（デ 
     ータ）に変更が加えられている時、ファイル保存選択のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ファイル(Ｆ)]メニューを 
クリックすると、 
左記のメニューを表示します。 
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  ２．[ウィンドウ(Ｗ)]メニュー 

     

    １）重ねて表示(Ｃ) 

      データ処理エリア左上を基準にしてデータウィンドウを重ねて表示します。 

    ２）並べて表示(Ｔ) 

      データ処理エリア全体を使いデータウィンドウを並べて表示します。 

    ３）アイコンの整列（Ａ） 

      アイコン（最小化しているデータウィンドウ）をデータ処理エリアの左下に揃え 
      ます。 

    ４）すべてをアイコン化（Ｍ） 

      全てのデータウィンドウをアイコン化（最小化）します。 

    ５）データウィンドウ名（１～６） 

      アクティブにするデータウィンドウ名をクリックします。 
      アクティブウィンドウに 印が付きます。 
 
 
 
 
 
 

[ウィンドウ(Ｗ)]メニューをクリックすると、 
左記のメニューを表示します。 
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 ３．データ入力について  

  １．データの入力項目（「テキスト入力」ウィンドウ） 

入力項目 必要度 説   明 

一般事項 物件名や計算条件等の一般事項を入力 

一般事項２ 高さ面積等建物形状等に関するデータを入力 

通り 通りに関するデータを入力 

荷重 

◎ 

荷重に関するデータを入力 

木材等 木材の許容応力度及び２次設計関係のデータを入力 

設計方針 設計方針を入力 

使用材料 使用材料を入力 

断面算定 大梁の断面算定に使用する値を入力、接合部計算方法を入力 

接合部 

○ 

Ｎ値計算の指定と接合部金物記号の入力 

２次部材 ２次部材データの入力・計算・結果表示 

基礎 
基礎データの入力・計算・結果表示 
(基礎梁入力後デ－タ転送により、基礎用反力反映可) 

地中梁 地中梁データの入力・計算・結果表示 

土台 

△ 

土台データの入力・計算・結果表示 

    ※◎は必須入力項目です。 
※○は必要に応じて入力／訂正して下さい。 
※△は本プログラムでは任意計算項目です。 
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  ２．データの入力項目（「配置入力」ウィンドウ） 

入力項目 必要度 説   明 

柱 柱を配置 

耐力壁 
耐力壁を配置（筋かい壁倍率含む） 
梁上の壁耐力壁の剛性低減係数デ－タ入力考慮 

大梁 大梁を配置 

床 

◎ 

床を配置 

壁 壁を配置 

小梁 小梁を配置 

丸太 丸太を配置 

片持梁 片持梁を配置 

床倍率 床倍率を配置（水平構面の負担水平力に対する検定）必修 

図心設定 簡易計算用偏心率の図心領域を配置 

柱追加 柱追加荷重を配置 

柱検定 柱断面検定データを配置 

梁検定 梁断面検定データを配置（追加荷重配置） 

通し柱 

○ 
 

 

特殊 － 削除機能 

柱グループ 柱をそろえる場合に配置 

梁グループ 梁をそろえる場合に配置 

筋かい 接合部計算を「Ｎ値計算」による場合は必須 

柱接合部 接合部金物をそろえる場合に配置 

屋根 屋根形状を直接入力（複合屋根入力対応） 

節点移動 平面形状の柱座標移動の入力により平面傾斜に対応 

基礎梁 

○ 

基礎梁の設計デ－タの配置（基礎・アンカ－ボルトのデ－タ
に使用） 

節点直線補間 － 節点移動後に、直線補正により取り付く節点を直線化 

    ※◎は必須入力項目です。 
※○は必要に応じて入力／訂正して下さい。 
※△は本プログラムでは任意計算項目です。 
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  ３．計算方法に応じた必修データについて 

ケ
ー
ス
① 

２階・平屋建てで建築基準法による構造計算（壁量の確認）をする場合 
（但し、高さ＞13ｍ、軒の高さ＞９ｍ、延べ面積≦500㎡） 
 
壁量計算、壁充足率又は図心による偏心率の計算、接合部Ｎ値計算又は取り
付く壁の倍率に応じた接合部（形状による計算） 

２階・平屋建てで任意指定による構造計算（壁量の確認と許容応力度の計 
算）をする場合 

ケ
ー
ス
② 

３階建てで建築基準法による構造計算（壁量の確認と許容応力度の計算） 
をする場合 
 
平屋、２階建て、３階建て共通 
風圧力、地震力、壁量計算、壁充足率又は重心による偏心率、床倍率、水平
構面の負担水平力に対する検定、柱梁許容応力度計算、柱頭柱脚接合部の引
抜き力の計算、２次部材、べた基礎、布基礎・基礎梁の設計 

※接合部Ｎ値計算及び形状による計算は、２階建てまでとします。 

    ケース①の場合（簡易計算） 

      １）「テキスト入力」ウィンドウ 

        「一般事項」の建物規模（階数）、「一般事項２」の床面積、階高 

         見付け面積、 
      ２）「配置入力」ウィンドウ 

「耐力壁」の壁倍率、「耐力壁」｢壁｣で閉じた建物、｢柱｣、「簡易用」の床面
積計算用建物範囲。Ｎ値計算をする場合は、さらに｢筋かい｣。 
※｢筋かい｣を配置した状態で形状による計算を実行すると補正がかかります。 

    ケース②の場合（詳細計算） 

      １）「テキスト入力」ウィンドウ 

        「一般事項」、「一般事項２」 

      ２）「配置入力」ウィンドウ 

        「柱」、「耐力壁」、「大梁」、「床」、｢壁｣、「耐力壁」｢壁｣で閉じた建物 
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３．テキスト入力 
 １．一般事項  

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

物件名 物件名称（出力用） 

建設場所    建設場所（出力用） 
全角40文字 

建設主 建築主名（出力用） 

設計者 設計者名（出力用） 

― 

全角30文字 

用途 建物主要用途（出力用） 住宅 全角10文字 

建物規模 建物規模を選択（[平屋],[２階],[３階]） ３階 

建物構造 
 

建物構造を選択 
（[木造],[１階RC],[１階Ｓ]） 

― 

木造 
（３種類） 

１階重量 
 
 

混構造の場合の１階部分の建物重量 
 ０：自動計算 
※｢建物構造｣で[木造]が ONの場合は無効 

kN ０ ０≦99999 

地盤 長期地盤耐力 kN/㎡ ０ ０≦99999 
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基礎 基礎地業種別を選択([布基礎],[べた基礎]) ― 布基礎 （２種類） 

根入れ 基礎の根入れ深さ ｍ ０ ０≦99.99 

転倒基礎根入れ 建物転倒用の基礎根入れ深さ ｍ ０ ０≦99.99 

転倒基礎重量 建物転倒用の基礎重量 kN ０ ０≦9999.9 

軟弱地盤地域 軟弱地盤地域か否か ― OFF （ON,OFF） 

せん断力係数 標準せん断力係数 ― 0.2 ０≦9.99 

積雪を考慮 
 

積雪荷重を短期荷重として考慮するか否か 
※[多雪地域]が ONの場合は無効 

― OFF （ON,OFF） 

最大積雪量 最大積雪量 ㎝ 30 ０≦9999 

短期積雪の 
低減値 

短期(積雪時)の積雪荷重の低減値 
 

％ 100 ０≦100 

多雪地域 多雪地域か否か ― OFF （ON,OFF） 

雪単位荷重 雪単位荷重 N/㎡/㎝ 20,29 ０≦999 

長期積雪の 
低減値 

長期の積雪荷重の低減値 
※[多雪地域]が ONの場合に有効 

％ 70 ０≦100 

屋根勾配によ 
る低減値 

屋根勾配による低減値 
※[多雪地域]が ONの場合に有効 

― 1.0 0.01≦１ 

地震時積雪の 
低減値 

短期(地震)時の積雪荷重の低減値 
※[多雪地域]が ONの場合に有効 

％ 35 ０≦100 

短期(風)組合せ 
長期の低減値 

短期(風)組合せ長期の低減値 
※[多雪地域]が ONの場合に有効 

％ 70 ０≦100 

短期(地震)組合 
せ長期の低減値 

短期(地震)組合せ長期の低減値 
※[多雪地域]が ONの場合に有効 

％ 35 ０≦100 

速度圧の低減値 速度圧の低減値 ％ 100 ０≦100 

壁倍率１倍の 
許容水平耐力 

壁倍率１倍の許容水平耐力 
 

N/m 1960 ０＜9999 

地震地域係数 地震地域係数を選択 ― １ ０＜9.9 

ねじれ補正 計算をする・しない[水平構面の計算に使用] ― ― （ON,OFF） 

下限1.0に補正 ねじれ補正係数を1.0以下の場合1.0に補正 ― ― （ON,OFF） 

耐震等級 等級１，等級２，等級３  1 １～３ 

耐風等級 等級１，等級２  1 １～2 

耐積雪等級 等級１，等級２ 多雪地域のみ  1 １～2 

   

 

テキスト入力－１ 
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１．物件名、建設場所 

    出力用です。全角40文字（半角80文字）以内で入力します。 

  ２．建築主、設計者 

    出力用です。全角30文字（半角60文字）以内で入力します。 

３．用途 

    出力用です。全角10文字（半角20文字）以内で入力します。 

    ※｢住宅｣,｢専用住宅｣,｢店舗付き住宅｣,｢店舗併用住宅｣の場合は をクリックし、表示 
     されるプルダウンメニューより選択できます。                  

  ４．建物規模 

    建物規模は３階建て迄です。[平屋],[２階],[３階]のいずれかより選択します。 
    ＰＨ階ありチェックすると、新たに[ＰＨ階]の入力が出来ます。 

  ５．建物構造 

    建物構造は木造及び１階部分がＲＣ造又はＳ造の混構造となります。 
    [木造],[１階ＲＣ],[１階Ｓ]のいずれかより選択します。 

  ６．１階重量（｢建物構造｣で[１階ＲＣ]又は[１階Ｓ]が ONの場合に有効） 

    混構造の場合、１階部分の建物重量を入力します。 
〔０〕 を入力時は、入力データにより１階部分の建物重量を自動計算（２階・３階の重
量の合計×２）をします。 

  ７．地盤 

    長期地盤耐力（kN/㎡）を入力します。 

    ※布基礎とする場合は、長期地盤耐力≧30kN/㎡程度必要となります。 

  ８．根入れ 

    平均地盤面(G.L.)より基礎底までの根入れ深さ（ｍ）を入力します。 

    ※根入れ深さは支持地盤までの深さとなりますが、寒冷地では凍土 
     深度以上をとる必要があります。 

  ９．転倒基礎根入れ 

建物転倒用の基礎根入れ深さ（ｍ）を入力します。転倒基礎根入れは、転倒モーメント
計算高さに加算されます。 

 １０．転倒基礎重量 

    建物転倒用の基礎重量（kN）を入力します。 

｢３．７．１転倒の検討｣時に｢２．３水平に対する耐力壁の算定 建物重量の算定｣の結
果（基礎用重量の結果ΣＷｉ（）内のＦ階の数値）に加える基礎重量。 

 
 
 
 

根
入
れ
深
さ 

G.L. 
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テキスト入力－１ 

 １１．軟弱地盤地域 

    軟弱地盤地域の場合は ONにします。 

    ※軟弱地盤地域の場合、地震力に対する必要壁量αＦを1.5倍します。 

 １２．せん断力係数 

    標準せん断力係数は0.2以上、軟弱地盤地域については0.3以上を入力します。 

    ※｢0.20｣,｢0.25｣,｢0.30｣,｢0.35｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメニ 
     ューより選択できます。 

 １３．積雪を考慮 

    積雪荷重を短期荷重として考慮する場合は ONにします。 

短期許容応力度（短期雪）が低減されます。許容応力度『P-３８』を参照。     
                               

 １４．最大積雪量 

    最大積雪量（㎝）は特定行政庁で指定する値を入力します。(例：札幌市中央区 140㎝) 

 １５．短期積雪の低減値 

    積雪を短期荷重として計算する場合の低減値（％）を入力します。(通常は100％) 

 １６．多雪地域 

    多雪地域の場合は ONにします。積雪を長期荷重として計算します。 

 荷  重  組  合  せ 

長  期 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ×長期積雪時の低減率 

地震時 
Ｇ＋Ｐ＋Ｋ(Ｇ＋ＰＫ＋Ｓ×地震時積雪の低減率) 
          ＋Ｓ×短期(地震)組合せ長期の低減率 

風 時 Ｇ＋Ｐ＋Ｗ＋Ｓ×短期(風)組合せ長期の低減率 

短 

期 

積雪時 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ×短期積雪の低減率 

     Ｇ：固定荷重  Ｋ：地震荷重  ＰＫ：地震用積載荷重  Ｐ：積載荷重 
     Ｗ：風荷重   Ｓ：積雪荷重 

許容応力度が低減されます。許容応力度『P-３９』を参照。 

 １７．雪単位荷重 

    雪の単位荷重（N/㎡/㎝）を入力します。 

    ※省略値は｢20｣。但し、[多雪地域]が ONの場合は｢29｣となります。 

 １８．長期積雪の低減値（[多雪地域]が ONの場合に有効） 

    長期積雪時の低減値（％）を入力します。 
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 １９．屋根勾配による低減値（[多雪地域]が ONの場合に有効） 

    屋根勾配による低減値を入力します。 

    ※多雪地域で屋根勾配が30度以上で屋根に雪止めがない場合に低減することができま 
     す。 

 
    ※｢1.0｣,｢0.75｣,｢0.5｣,｢0.25｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメニュ 
     ーより選択できます。 

 ２０．地震時積雪の低減値（[多雪地域]が ONの場合に有効） 

    地震時積雪の低減値（％）を入力します。 

 ２１．短期（風）組合せ長期の低減値（[多雪地域]が ONの場合に有効） 

    短期（風）組合せ長期の低減値（％）を入力します。 

 ２２．短期（地震）組合せ長期の低減値（[多雪地域]が ONの場合に有効） 

    短期（地震）組合せ長期の低減値（％）を入力します。               

 ２３．風圧力に対する所要壁量 

    風圧力に対する所要壁量を入力します。 

    ※特定行政庁が特に強い風が吹くとして定めた区域では、50～75の間で特定行政庁が 
     定めた数値、その他の区域では50を入力します。 

    ※｢50｣,｢55｣,｢60｣,｢65｣,｢70｣,｢75｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメ 
     ニューより選択できます。 

２４．速度圧の低減値 

    速度圧の低減値（％）を入力します。 

    ※｢40｣,｢50｣,｢60｣,｢70｣,｢80｣,｢90｣,｢100｣の場合は をクリックし、表示されるプルダ 
     ウンメニューより選択できます。 

 ２５．壁倍率１倍の許容水平耐力 

    壁倍率が１の耐力壁が長さ１ｍ当り、水平力に対して耐える力（Ｎ）を入力します。 

    ※「３階建て木造住宅の構造設計と防火設計の手引き」では、建物の変形が1/120ラジ 
     アン程度の値で終局耐力に対して安全率1.5以上になるように定めた数値が2000Ｎと 
     なります。また、壁倍率1.0に対して、1960Ｎを追加しました。 

    ※｢2000｣,「1960」,｢1300｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメニュー 
より選択できます。 

 ２６．地震地域係数 

    地震地域係数を入力します。 

    ※｢0.7｣,｢0.8｣,｢0.9｣,｢1.0｣,｢1.2｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメ 
     ニューより選択できます。 
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 ２７. ねじれ補正（水平構面の負担水平力に対する検定でねじれ補正係数を使用します。） 

ねじれ補正の計算をする場合は ONにします。 
         水平構面の計算を行う時は、必ずねじれ補正の計算を ON にして下さい。 
 
 ２８. 補正値の下限値を1.0にする 

ねじれ補正計算後に、補正係数が1.0以下の場合に負担せん断力を1.0に戻して補正計算
前の負担せん断力の値で計算を行う。 
 

 ２９. 品確法等級設定  （許容応力度計算にのみ対応） 
耐震等級設定 
 耐震等級１等級  標準せん断力係数Co×1.00倍（建築基準法規定内） 
 耐震等級２等級  標準せん断力係数Co×1.25倍 
 耐震等級３等級  標準せん断力係数Co×1.50倍 
 
耐風等級設定 
 耐風等級１等級  速度圧q×1.00倍（建築基準法規定内） 
 耐風等級２等級  速度圧q×1.20倍 
 
耐積雪等級設定  （多雪地域の ONにすると有効） 
 耐積雪等級１等級 積雪荷重×1.00倍（建築基準法規定内） 
 耐積雪等級２等級 積雪荷重×1.20倍 
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 ２．一般事項２  

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

建物高さ 

最高高さ G.L.～屋根最上部までの高さ 8.55 

軒高 G.L.～軒までの高さ 8.55 

３階階高 屋根梁天端～２階梁天端までの高さ 2.7 

２階階高 ２階梁天端～１階梁天端までの高さ 2.7 

１階階高 １階梁天端～２階梁天端までの高さ 2.7 

０≦99.99 

１階床高さ G.L.～１階梁天端までの高さ 0.45 0～±99.99 

階高差 階高と計算用耐力壁有効高さの差 0.3 ０≦99.99 

ＰＨ階高さ ＰＨ階の高さ 

ｍ 

0 ０≦99.99 

床面積 

３階床面積 ３階床面積 

２階床面積 ２階床面積 

㎡ ０ ０≦ 
9999.999 
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１階床面積 １階床面積    

PH階床面積 PH階床面積    

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

延べ床面積 延べ床面積    

建物長さ転倒用Ｌ 

Ｘ方向 Ｘ方向建物転倒用長さ 

Ｙ方向 Ｙ方向建物転倒用長さ 
０ ０≦99.99 

地表面租度区分 
 

地表面租度区分Ⅰ～Ⅳより選択 
※[風を改正法で計算]が ONの場合に有効 

ｍ 

Ⅳ Ⅰ～Ⅳ 

Ｖ０ ※[風を改正法で計算]が ONの場合に有効 ｍ/ｓ ０ ０≦99999 

風圧力に対する 
所要壁量 

風圧力に対する所要壁量 
 

― 50 ０＜9999 

屋根形状 屋根形状を選択([陸屋根],[切妻],[寄せ棟]) ― 陸屋根 （３種類） 

軒出 軒の出の長さ      （Ｘ・Ｙ方向別） ｍ ０ ０≦9.99 

屋根勾配 屋根勾配（比率入力）  （Ｘ・Ｙ方向別） ― ０ ０≦9.99 

重い屋根として 
設計 

重い屋根として設計するか否か 
 

― OFF （ON,OFF） 

風受圧見付け面積と速度圧 

46,87条を同一 
見付面積で行う 

46,87条を同一見付け面積で行うか否か 
 

― OFF （ON,OFF） 

 [87条用] 
([46条用]) 
ボタン 
 

87条用又は46条用の風受圧見付け面積入力の 
切替ボタン 
※｢46,87条を同一見付け面積で行う｣が OFF 
 の場合に有効 

― 87条用 （２種類） 

面積 
 
 

風受圧見付け面積     (Ｘ・Ｙ方向別) 
（屋根、３階上部、３階下部、２階上部、 
       ２階下部、１階上部別入力） 

㎡ 

速度圧 
 
 
 

速度圧          (Ｘ・Ｙ方向別) 
 ０：速度圧自動計算 
（屋根～３階上部、３階下部～２階上部、 
  ２階下部～１階上部、１階下部別入力） 

N/?  

０ ０≦999.99 

屋根葺き材 

短期許容引き上
げ荷重 

短期許容引き上げ荷重（X・Y方向別入力） N/㎡ ０ ０＜9999 

仕様 仕様材料名他 ― ―― ――― 

屋根 
(受風面積計算) 

屋根形状を直接入力したデ－タを使用するか 
ONの場合に有効 

―― OFF （ON,OFF） 
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  １．最高高さ 

    G.L.～屋根最上部までの 
    高さ（ｍ）を入力します。 

  ２．軒高 

    G.L.～軒までの高さ（ｍ） 
    を入力します。 

  ３．３階階高 

    屋根梁天端～２階梁天端ま 
    での高さ（ｍ）を入力します。 

    ※「テキスト入力 一般事項」 
     の「建物規模」で[平屋], 
     [２階]を選択時は〔０〕を 
     入力します。 

  ４．２階階高 

    ２階梁天端～１階梁天端までの高さ（ｍ）を入力します。 

    ※「テキスト入力 一般事項」の「建物規模」で[平屋]を選択時は〔０〕を入力しま 
     す。 

  ５．１階階高 

    １階梁天端～２階梁天端までの高さ（ｍ）を入力します。 

  ６．１階床高さ 

    G.L.～１階梁天端までの高さ（ｍ）を入力します。 

  ７．階高差 

    階高と計算用耐力壁有効高さの差（ｍ）を入力します。 

  ８．床面積（３・２・１階） 

    階毎に床面積（㎡）を入力します。必要壁量と壁充足率で使用します 

    ※３・２階床面積は、「テキスト入力 一般事項」の「建物規模」で[２階],[３階]を 
     選択時に有効です。 

  ９．延べ床面積 

    建物の延べ床面積（㎡）を入力します。 

 １０．建物長さ転倒用Ｌ（Ｘ・Ｙ方向） 

    建物転倒用長さＬ（ｍ）をＸ・Ｙ方向別に入力します。 

 １１．風を改正法で計算 

    風荷重を改正法で計算する場合は ONにします。（ OFFの場合は現行法） 

軒
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 １２．地表面租度区分（[風を改正法で計算]が ONの場合に有効） 

    地表面租度区分をⅠ～Ⅳより選択します。 

地表面租度区分 Ｚｂ ＺＧ α 
Ⅰ 5 250 0.1  
Ⅱ 5 350 0.15 
Ⅲ 5 450 0.2  
Ⅳ 10 550 0.27 

 １３．Ｖ０（[風を改正法で計算]が ONの場合に有効） 

    Ｖ０（ｍ/ｓ）を入力します。 

 １４．屋根形状 

    屋根形状を[陸屋根],[切妻],[寄せ棟]のいずれかより選択します。 

 １５．軒出 

    軒の出の長さ（ｍ）を入力します。（Ｘ・Ｙ方向別） 

 １６．屋根勾配 

    屋根勾配を比率で入力します。（Ｘ・Ｙ方向別） 

 １７．重い屋根として設計 

    重い屋根として設計する場合は ONにします。 

               地震力に対する必要壁率 

建築物の種類 係数を乗ずる階 
２階建 ３階建 

 平屋建 
１階 ２階 １階 ２階 ３階 

瓦ぶきなどの重い 
屋根、土蔵造など 
の重い壁の建物  

15 33 21 50 39 24 

金属板、石綿スレ 
ートなどの軽い屋 
根の建物     

11 29 15 46 34 18 

積雪1ｍの地域 25 43 33 60 51 35 参 

考 積雪2ｍの地域 39 57 51 74 68 55 

      注１）積雪１～２ｍの地域では、直線補間によって求める。在来構法については 
         規定がない。屋根勾配により、積雪量を低減して考えてよい。（雪止めが 
         なく、勾配60°超の場合は０としてよい。） 

      注２）軟弱地盤の場合には上表の値を1.5倍して適用する。 
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 １８．46,87条を同一見付け面積で行う 

    風受圧見付け面積の入力を46,87条共に同一見付け面積で行う場合は ONにします。 
 
     （８７条） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     （４６条） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １９．[87条用]ボタン（[46条用]ボタン） 

    87条用の風受圧見付け面積の入力を行う場合は、[87条用]を表示させます。 
    46条用の風受圧見付け面積の入力を行う場合は、[46条用]を表示させます。 

    ※[87条用]と[46条用]はクリックする毎に入替ります。 

    ※上記「２０．46,87条を同一見付け面積で行う」が OFFの場合に表示します。 

 ２０．風受圧見付け面積（屋根、３階上部、３階下部、２階上部、２階下部、１階上部） 

    Ｘ・Ｙ方向別に風受圧見付け面積（㎡）の入力を行います。 
    １階下部の入力はありません。 

 ２１．速度圧（屋根～３階上部、３階下部～２階上部、２階下部～１階上部、１階下部） 

    Ｘ・Ｙ方向別に速度圧（? ）の入力を行います。 
    〔０〕を入力時は、速度圧を自動計算します。 
       
    ◎耐積雪等級 ２等級時 

速度圧を直接入力する場合は、速度圧×1.0倍を入力して下さい。 
２等級時は、自動計算で速度圧×1.2倍で計算処理します。 
 

 ２２．屋根葺き材 
    Ｘ・Ｙ方向別に短期許容引き上げ荷重（N/㎡）の入力を行います。 
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 ３．通り  
 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

Ｘ方向 名称 Ｘ方向通り名称 ― X1～ 半角６文字 

 〃  間隔  〃 スパン長 ㎜ 910 ０≦9999 

Ｙ方向 名称 Ｙ方向通り名称 ― Y1～ 半角６文字 

 〃  間隔  〃 スパン長 ㎜ 910 ０≦9999 

  １．名称（Ｘ・Ｙ方向） 

    半角６文字（全角３文字）以内で通り名称を入力します。最大通り数は50です。 
    初期表示は、Ｘ方向がX1～X50、Ｙ方向がY1～Y50です。 

  ２．間隔（Ｘ・Ｙ方向） 

    スパン長（㎜）を入力します。最大スパン数は49です。 
    初期表示は、Ｘ・Ｙ方向共に20スパン分のスパン長910㎜がセットされています。 

  ３．有効スパン数（通り）について 

    No.1から「間隔」を認識します。「間隔」に〔０〕が入力されると以降のデータを無 
    効とします。 

    ※上記の画面の場合は、「Ｘ方向 間隔」の「No.9」に〔０〕が入力されていますの 
     で、Ｘ方向は９通り（８スパン）が有効データとなります。 
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  ４．任意の通り名称を一括して設定する方法 

    例１）Ｘ方向の全（50）通り分の通り名称をP1～P50とするには 

       ①初期化時の設定項目の｢開始行｣に〔１〕を入力します。（１通り目から） 
       ②    〃    の｢終了行｣に〔50〕を入力します。（50通り目迄） 
       ③    〃    の｢名称文字列｣に〔P〕を入力します。（通り名称のP） 
       ④    〃    の｢開始文字｣は〔1〕を入力します。（通り名称の1） 
       ⑤    〃    の｢初期化方向｣は[Ｘ]をクリックします。（Ｘ方向） 
       ⑥    〃    の｢文字パターン｣は[順文字]をクリックします。 
       ⑦[通り名称の初期化]ボタンをクリックします。 

    例２）Ｙ方向の５通り目から15通り目迄の通り名称をA～Kとするには 

       ①初期化時の設定項目の｢開始行｣に〔５〕を入力します。（５通り目から） 
       ②    〃    の｢終了行｣に〔15〕を入力します。（15通り目迄） 
       ③    〃    の｢名称文字列｣は空欄にします。(共通の通り名称は無し) 
       ④    〃    の｢開始文字｣は〔A〕を入力します。（通り名称のA） 
       ⑤    〃    の｢初期化方向｣は[Ｙ]をクリックします。（Ｙ方向） 
       ⑥    〃    の｢文字パターン｣は[順文字]をクリックします。 
       ⑦[通り名称の初期化]ボタンをクリックします。 

    ※｢名称文字列｣には共通となる通り名称を入力します。｢開始文字｣には変化させる通 
     り名称を入力します。｢名称文字列｣＋｢開始文字｣が一括設定後の通り名称となりま 
     す。 

    ※「文字パターン」について 

      [通 常]……｢名称文字列｣＋｢0～｣（｢開始文字｣の入力値は無効です。） 
      [順文字]……｢名称文字列｣＋｢開始文字～(A,B,C…)(a,b,c…)(1,2,3…)(ｱ,ｲ,ｳ…)｣ 
      [いろは]……｢名称文字列｣＋｢開始文字～(ｲ,ﾛ,ﾊ…)(い,ろ,は…)｣ 

  ５．任意の通り間隔を一括して設定する方法 

    例１）両方向共に全（49）スパン分のスパン長を1000㎜とするには 

       ①初期化時の設定項目の｢通り間隔｣に〔1000〕を入力します。(スパン長1000㎜) 
       ②    〃    の｢開始行｣に〔１〕を入力します。（１スパン目から） 
       ③    〃    の｢終了行｣は空欄にします。 
       ④    〃    の｢初期化方向｣は[両方]をクリックします。（両方向） 
       ⑤[通り間隔の初期化]ボタンをクリックします。 

    例２）Ｙ方向の５スパン目から15スパン目迄のスパン長を1200㎜とするには 

       ①初期化時の設定項目の｢通り間隔｣に〔1200〕を入力します。(スパン長1200㎜) 
       ②    〃    の｢開始行｣に〔５〕を入力します。（５スパン目から） 
       ③    〃    の｢終了行｣に〔15〕を入力します。（15スパン目迄） 
       ④    〃    の｢初期化方向｣は[Ｙ]をクリックします。（Ｙ方向） 
       ⑤[通り間隔の初期化]ボタンをクリックします。 

    ※｢通り間隔｣が｢450｣,｢455｣,｢500｣,｢900｣,｢910｣,｢1000｣の場合は をクリックし、表 
     示されるプルダウンメニューより選択できます。 
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 ４．荷重  

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

名称 固定荷重名称 ― 全角10文字 

計Ｎ/㎡ 固定荷重合計 Ｎ/㎡ ０≦99999 

荷重１～６ 荷重名称 ― 全角10文字 

Ｎ/㎡ 荷重１～６の重量 Ｎ/㎡ 

― 

０≦9999 

  １．積載荷重（床用） 

    １）屋根は、[積載なし]、[居室の1/2]、[居室]より選択します。 

    ２）床（ＰＨ階、３階、２階、１階）は、[居室]、[事務室]、[店舗]より選択します。 

      ※１階床は、計算には使用していません。 

    ３）その他１～その他９（９種） 

      [居室]、[事務室]、[店舗]、[積載なし]、[居室の1/2]より選択します。 
      屋外の床用とする場合は、[屋外]をクリックし、 ＯＮにします。 

※ [屋外]を ＯＮとした場合で積雪を考慮としている時、雪荷重が加算されます。 
 
 
 
 

 
荷 重 マ ス タ リ ス ト 
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テキスト入力－４ 
室名 床用L.L. 柱･大梁･基礎用L.L. 地震用L.L. 
居室 1800(Ｎ/㎡) 1300(Ｎ/㎡)  600(Ｎ/㎡) 
居室の1/2  900(Ｎ/㎡)  650(Ｎ/㎡)  300(Ｎ/㎡) 
事務室 2900(Ｎ/㎡) 1800(Ｎ/㎡)  800(Ｎ/㎡) 
店舗 2900(Ｎ/㎡) 2400(Ｎ/㎡) 1300(Ｎ/㎡) 

  ２．固定荷重 
    １）床用（屋根、天井、PH階床、３階床、２階床、１階床、その他１～その他９） 

      ※屋根勾配による荷重の増大は自動計算しますので、勾配による固定荷重の割増 
       を行わないで下さい。 

      ※屋根荷重＝積載荷重（屋根）＋固定荷重（屋根）＋固定荷重（天井） 

       固定荷重（屋根）は水平見付け面積当たりの荷重に換算された荷重となります。 

    ２）壁用（内壁PH階、内壁３階、内壁２階、内壁１階、外壁PH階、外壁３階、 

外壁２階、外壁１階） 

      ※建物の外周に配置される壁（耐力壁も含む）が外壁となります。 

３）その他１からその他９まで（９個まで登録可能） 
  階毎に、下屋・バルコニ－・床荷重など積載荷重・固定荷重が異なる荷重が生じた
場合に使用します。 

    ４）入力について 

      ・「名称」は全角10文字（半角20文字）以内で固定荷重名称を入力します。 

      ・「計Ｎ/㎡」は固定荷重の合計重量（Ｎ/㎡）を入力します。「荷重名１～６」 
       の各重量を自動計算しませんので、必ず合計した重量を入力して下さい。 

      ・「荷重名１～６」と「Ｎ/㎡」は、荷重名称と重量（Ｎ/㎡）を入力します。最 
       大で６種類の入力ができます。 
       「荷重名１」と「荷重名２」それぞれに重量を入力せずに、合計した重量を１ 
       つ入力する場合は、「Ｎ/㎡（荷重名１）」には空欄として下さい。〔０〕を入 
       力しないで下さい。そして、「Ｎ/㎡（荷重名２）」には合計した重量を入力し 
       ます。 
  ３．荷重マスタリスト 
    「荷重マスタリスト」は全データ（物件）共通のマスタです。 
    標準ファイルは「C:¥Ddsys¥MOKU3PROG¥kjsel.txt」です。 

     

「荷重マスタリスト」 
 

出荷時の設定値 
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    １）［リストから］ボタン 

      「荷重マスタリスト」の１データを「固定荷重」データで使用します。 

      操作①「荷重マスタリスト」の使用するデータ表示位置（行）をクリックします。 
        ②「固定荷重」データの使用先（「名称」表示位置）をクリックします。 
        ③［リストから］ボタンをクリックします。 
        ④確認メッセージが表示されますので［はい］ボタンをクリックします。 

    ２）［リストへ］ボタン 

      「固定荷重」データを「荷重マスタリスト」へ登録します。 

      ※リスト保存を行わないと、「荷重マスタリスト」内容は更新されません。 

      操作①登録する「固定荷重」データの「名称」表示位置をクリックします。 
        ②「荷重マスタリスト」の登録位置の下側（行）をクリックします。 
        ③［リストへ］ボタンをクリックします。 
        ④確認メッセージが表示されますので［はい］ボタンをクリックします。 

    ３）［リスト保存］ボタン 

      「荷重マスタリスト」の変更内容を保存します。 

      操作①［リスト保存］ボタンをクリックします。 
        ②確認メッセージが表示されますので［はい］ボタンをクリックします。 

    ４）［リスト行削除］ボタン 

      「荷重マスタリスト」の内容を削除します。 

      ※リスト保存を行わないと、「荷重マスタリスト」内容は更新されません。 

      操作①「荷重マスタリスト」の削除するデータ表示位置（行）をクリックします。 
        ②［リスト行削除］ボタンをクリックします。 
        ③確認メッセージが表示されますので［はい］ボタンをクリックします。 
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 ５．木材等  
 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

許容応力度 

名称 名称 ― ― 全角６文字 

圧縮 
 

長期圧縮許容応力度（上段） 
短期圧縮許容応力度（下段） 

引張り 
 

長期引張許容応力度（上段） 
短期引張許容応力度（下段） 

曲げ 
 

長期曲げ許容応力度（上段） 
短期曲げ許容応力度（下段） 

せん断 
 

長期せん断許容応力度（上段） 
短期せん断許容応力度（下段） 

めり込み 
 

長期めり込み許容応力度（上段） 
短期めり込み許容応力度（下段） 

Ｎ/?  

ヤング係数 
 

ヤング係数 
 

1000･ 
Ｎ/?  

０ ０≦999.9 

２次設計を行う 
 

混構造の場合、２次設計を行うか否か 
※｢建物構造｣で[木造]が ONの場合は無効 

― OFF (ON,OFF) 

１階構造階高 
 
 

混構造の場合の１階の構造階高 
 ０：｢建物形状｣の｢１階階高｣に同じ 
※[２次設計を行う]が OFFの場合は無効 

ｍ ０ ０≦99.99 
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 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

地震時の変位 
 
 

混構造の場合の１階の地震時変位(δx・δy) 
（Ｘ・Ｙ方向別） 

※[２次設計を行う]が OFFの場合は無効 
㎝ ０ ０≦999.9 

２・３階許容変 
形角 

混構造の場合の２・３階の許容変形角 
※[２次設計を行う]が OFFの場合は無効 

― 150 ０≦9999 

１階許容変形角 
 

混構造の場合の１階の許容変形角 
※[２次設計を行う]が OFFの場合は無効 

― 200 ０≦9999 

ルート２ 
（Ｘ・Ｙ方向） 

混構造の場合の設計ルートを２とするか否か 
※[２次設計を行う]が OFFの場合は無効 

― OFF (ON,OFF) 

  １．許容応力度 

    木材の許容応力度は１２種類まで登録できます。 
    新規データ作成時には、下記の内容が自動セットされます。 

番号 名称  圧縮 引張 曲げ せん断 めり込み ﾔﾝｸﾞ係数 
長期  8.1  6.5 10.3 0.9 3.1 

１ １種 
短期 14.8 11.8 18.8 1.6 5.6 

10 

長期  7.6  5.9  9.8 0.8 2.5 
２ ２種 

短期 13.8 10.8 17.8 1.4 4.5 
 9 

長期  7    5.4  9.2 0.8 2   
３ ３種 

短期 12.8  9.8 16.8 1.4 3.6 
 8 

長期  6.5  5    8.1 0.7 2   
４ ４種 

短期 11.8  9   14.8 1.2 3.6 
 7 

長期      
５  

短期      
 

長期      
６  

短期      
 

                  （単位：Ｎ/? ）（ヤング係数 単位：1000･Ｎ/? ） 

?  積雪考慮時の許容応力度低減 

積雪考慮時（雪短期）に各許容応力度が低減されます。低減されるのは、長期＋
短期雪の応力時になります。 
 
柱 短期雪が伝達する柱の圧縮・引張・めり込み許容応力度が低減 
    長期    1.0×Lfk 1.0×Lft 1.0×sfm 

雪短期   0.8×sfk 0.8×sft 0.8×sfm 

組合せ 長期、雪短期、水平力 

梁 短期雪が伝達する梁の曲げ・せん断許容応力度が低減 

0.8×sfb 0.8×sfs 

組合せ 長期＋短期雪 
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?  多雪考慮時の許容応力度低減 

多雪考慮時（各組合せ）に各許容応力度が低減されます。 
 

柱 雪荷重が伝達する柱の圧縮・引張・めり込み許容応力度が低減 
    長期    1.0×Lfk 1.0×Lft 1.0×sfm 

雪長期 1.3×Lfk 1.3×Lft 1.3×sfm 

雪短期 0.8×sfk 0.8×sft 0.8×sfm 

組合せ 長期、雪長期、雪短期、水平力 

梁 雪荷重が伝達する梁の曲げ・せん断許容応力度が低減 

長期 1.3×Lfb 1.3×Lfs 

短期 0.8×sfb 0.8×sfs 

組合せ 長期、長期＋地震、長期＋風、長期＋雪 

  ２．２次設計を行う(｢一般事項｣の｢建物構造｣で[１階RC]又は[１階Ｓ]が ONの場合に有効) 

    混構造住宅として、２次設計を行う場合は ONにします。 

  ３．１階構造階高（[２次設計を行う]が ONの場合に有効） 

    １階の構造階高（ｍ）を入力します。 
    〔０〕を入力時は、「建物形状」の「１階階高」に同じとします。 

  ４．地震時の変位（δx、δy）（[２次設計を行う]が ONの場合に有効） 

    １階の地震時の変位（δx：Ｘ方向、δy：Ｙ方向）（㎝）を入力します。 
     

  ５．２・３階許容変形角（[２次設計を行う]が ONの場合に有効） 

    ２・３階の許容層間変形角を入力します。 

    ※｢150｣,｢200｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメニューより選択でき 
     ます。 

  ６．１階許容変形角（[２次設計を行う]が ONの場合に有効） 

    １階の許容層間変形角を入力します。 

    ※｢120｣,｢150｣,｢200｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメニューより選 
     択できます。 

  ７．Ｘ方向ルート２、Ｙ方向ルート２（[２次設計を行う]が ONの場合に有効） 

    設計ルートは自動判定しますが、設計者判断により設計ルートをルート２とする場合 
    は、Ｘ・Ｙ方向別に ONにします。 
 
  ８．木三郎の木材強度は、日本農林規格目視等級区分の内無等級木材の強度が樹種別に 

セットされます。 
     １種    べいまつ    

２種    ひば、ひのき、べいひ 
３種    つか、べいつが 
４種    もみ、えぞまつ、すぎ、スプル－ス 
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 ６．設計方針  
 

 

 

       項             目        単 位 省略値 制 限 値 

床は剛な床組みとして設計する ― ― ― 

長期ヤング係数の低減値 

横架材のせん断力の安全率 
％ 100 ０≦100 

準拠した基準・参考図書 ― ― （10種類） 

１． 床は剛な床組みとして設計する 

床組みには、柔な床組みと剛な床組みがあります。このアプリケーションは、剛な床組
みとして計算します。 
 
剛な床 ：水平構面の剛性が十分期待できる床 
柔な床 ：水平構面の剛性が十分期待できない床 

２．長期ヤング係数の低減値 

たわみの検討｢断面算定時｣に使用する長期ヤング係数の低減値（％）を直接入力します
。 

    ※｢50｣,｢60｣,｢70｣,｢80｣,｢90｣,｢100｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウン 
     メニューより選択できます。 

長期にわたり全荷重近くの荷重が作用する場合は、クリープたわみを考慮して長期ヤン
グ係数を低減（５０％）して支障上の判断をしなければなりません。 
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  ２．横架材のせん断力の安全率 

    横架材のせん断力の安全率（％）を入力します。 

    ※｢50｣,｢60｣,｢70｣,｢80｣,｢90｣,｢100｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウン 
     メニューより選択できます。また直接数値を入力できます。 

梁のせん断力に対し仕口の切欠きなど考慮して安全率を入力します。実用的には、８０
％ぐらいとされています。またやむを得ず切込みを設ける場合は、｢梁検定｣の切欠き・
切欠き高さを入力します。 

   

  ３．準拠した基準・参考図書 

    一般事項の出力用です。10項目について準拠した基準・参考図書を ONにします。 
 
４．変形増大率の検討 

 
建築物の部分 条件式 

木造 はり D／L≦１／１２ 

 
D：中央部はりせい 
L：スパン 

 
変形増大係数 
構造の形式 変形増大係数 

木造 ２ 

 
はりの条件式にかかわらずたわみをチェックします。 
長期応力によるたわみに、構造の形式に応じて長期荷重により変形が増大する事の調整係
数（変形増大係数）を乗じ、更にスパンで除した値が１／２５０以上の時にメッセージを
出力します。 
変形増大率のチェックがされた場合は、長期ヤング係数低減値は、入力値にかかわらず100
パーセントで計算します。チェックしない場合は、長期ヤング低減値を乗じてたわみが梁
については１／２５０以上の時、２次部材については１／３００以上の時にメッセージを
出力します。 

 
計算個所 
梁の断面検定、２次部材（根太） 

 
２次部材（根太以外）は、たわみ制限は、１／２００をチェックします。 
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 ７．使用材料  
 

 

  １．使用材料 

    一般事項出力用です。 
    使用材料について入力します。テキスト形式による入力です。 
    文字数、行数の制限はありません。 
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 ８．断面算定条件  
 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

接合部の計算方
法 

軸力より計算 ：Ｎ値計算に準拠した方法 
Ｎ値計算   ：２階以下の建物 
形状による計算：２階以下の建物 

― 軸力 ― 

算定検定の指定 接合部の計算タイプを指定 ― 検定 ― 

使用する梁幅 使用する大梁の幅 ㎝ 10.5 ０≦99.9 

使用材種 使用する大梁の材種 ― １ １～12 

柱の応力選択 許容耐力で計算標準チェック時応力結果使用    

めり込み 最下階の少量のめり込みを許容する。 ― しない ― 

断面検定出力 代表断面デ-タのみ出力（出力削除出来る） ― しない ― 

梁グル－ピング 梁サイズ順並び替え・梁番号の振り直し ― しない ― 

１． 接合部の計算方法 

柱と梁（土台）の接合部金物の計算方法を指定します。 
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テキスト入力－８ 
軸力より計算 ：木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年版）による壁の許容

せん断力より、金物の選別を行います。 
入力は、柱、梁、床、壁、耐力壁+筋かい（壁倍率）の配置が必要
になります。 

Ｎ値計算 ：改正基準法によるＮ値計算を行います。Ｎ値計算には、取りつく
壁の倍率による場合と耐力壁（筋かい）のＮ値による計算の2種
類があり次項の｢接合部｣で指定します。 
入力は、Ｎ値計算が柱、梁、床、壁、耐力壁・筋かいの配置、取
りつく壁の倍率では耐力壁が必要になります。 

 
２． 算定検定の指定 
接合部の算定 ：接合部金物の選定を自動でします。 
接合部の検定 ：配置された接合部金物の判定をします。配置された金物がなけれ

ば選定をします。接合部金物の配置は、柱金物等で指定します。 

３．使用する梁幅 

    使用する大梁の幅（㎝）を入力します。 

    ※｢10.5｣,｢12｣,｢13｣,｢13.5｣,｢15｣,｢17｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウ 
     ンメニューより選択できます。                         

     ４．使用材種 

    使用する大梁の材種番号（｢テキスト入力｣の｢許容応力度｣の番号）を選択します。 
 
     ５.柱断面算定・検定時の選択 
    チェック無しの場合は、許容耐力より断面計算を行う。 
    チェック有りの場合は、水平力の検討の応力結果を使用します。 

     ６．サイズの算出用刻み（㎝）（選択可能） 

    算出される大梁のせいを表示しています。入力はできません。 
    算出される梁せいは最小で10.5㎝、最大で60.0㎝です。 

10.5 12.0 13.0 13.5 15.0 17.0 
18.0 21.0 24.0 27.0 30.0 33.0 

刻み値 
 
36.0 39.0 42.0 45.0 51.0 60.0 

    選択した梁せいは選定に使用しない項目を追加した。 
    使用したくない梁せいサイズをマウスで選ぶと、選定計算で選んだ梁せいサイズを 

飛ばし、次の梁サイズを選択する。 
 
     ７.最下階の少量のめり込みを許容する。 
     
    最下階の土台めり込み耐力割り増しを50％割り増しを最下階の少量のめり込みを 

許容するに変更 
  
『チェックＯＦＦの場合』 平成13年告示第1024号（大臣が定める計算方法） 
 ●一般地域の場合 
 Ｇ＋Ｐ（長期）             【ｆｍ＝１.１×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ（中短期）          【ｆｍ＝１.６×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋Ｗ 又は Ｇ＋Ｐ＋Ｋ（短期）  【ｆｍ＝２.０×Ｆ／３】 
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テキスト入力－８ 
 ●多雪地域の場合 
 Ｇ＋Ｐ（長期）             【ｆｍ＝１.１×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋０.７Ｓ（中長期）        【ｆｍ＝１.４３×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ（中短期）          【ｆｍ＝１.６×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋０.３５Ｓ＋Ｗ 又は Ｇ＋Ｐ＋０.３５Ｓ＋Ｋ（短期）   

【ｆｍ＝２.０×Ｆ／３】 
 

『チェックＯＮの場合』 
参考図書〔木質構造設計基準・同解説〕2006年版 設計資料P401参照 
（長期・中長期の場合基準許容応力度（Ｆ/３）の１.５倍以下） 

   （中短期の場合基準許容応力度（Ｆ/３）の２.０倍以下） 
●一般地域の場合 
 Ｇ＋Ｐ（長期）             【ｆｍ＝１.５×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ（中短期）          【ｆｍ＝２.０×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋Ｗ 又は Ｇ＋Ｐ＋Ｋ（短期）  【ｆｍ＝２.０×Ｆ／３】 
 ●多雪地域の場合 
 Ｇ＋Ｐ（長期）             【ｆｍ＝１.５×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋０.７Ｓ（中長期）        【ｆｍ＝１.５×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ（中短期）          【ｆｍ＝２.０×Ｆ／３】 
 Ｇ＋Ｐ＋０.３５Ｓ＋Ｗ 又は Ｇ＋Ｐ＋０.３５Ｓ＋Ｋ（短期）   

【ｆｍ＝２.０×Ｆ／３】 
 

     ８.梁断面検定結果の出力指定 
『チェックＯＮの場合』 

     各グル－プ内の代表デ-タのみ個別の梁検定結果の出力を行う 
     出力の省略が出来るので計算書のペ－ジが削減できる 
 

９.梁グル－ピング時の梁サイズ順の並び替えと梁番号の振り直しを行わない 
『チェックＯＮの場合』 
梁のグル－ピングを直接入力した場合にＯＮにしてください。 
直接入力が優先する。 
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 ９．接合部  
 
１．選定方法 

 

 

 
｢９．算定条件｣の接合部の算定方法で｢壁倍率より計算｣を選択した場合に考慮されます。 
（Ｎ値計算と形状による計算は、２階以下の建物に限ります。） 

 
○Ｎ値計算 

改正基準法によりＮ値計算を行います。筋かいの壁倍率よりＮ値を計算しＮ値に応じた
必要接合部耐力を求めます。 
 
表 接合部の仕様（告示表３に対応） 

Ｎ値の値 接合 
記号 

必要耐力
（ｋＮ） 

金物等（これらと同等以上の接合方法を含む） 

0.0以下 (い) 0.0 短ほぞ差し、かすがい打 

0.7以下 (ろ) 3.4 長ほぞ差し込み栓打、Ｌ字形かど金物くぎＣＮ90×8本 

1.0以下 (は) 5.1 T字型かど金物くぎＣＮ65×5本、山形プレートくぎＣ
Ｎ90×8本 

1.4以下 (に) 7.5 羽子板ボルトφ12mm、短冊金物 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

柱金物選定・検定に用いる計算方法 

Ｎ値計算 
形状による計算 

― Ｎ値 ― 
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1.6以下 (ほ) 8.5 羽子板ボルトφ12mmに長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘 

1.8以下 (へ) 10.0 10ｋN用引き寄せ金物 

2.8以下 (と) 15.0 15ｋN用引き寄せ金物 

3.7以下 (ち) 20.0 20ｋN用引き寄せ金物 

4.7以下 (り) 30.0 25ｋN用引き寄せ金物 

5.6以下 (ぬ) 30.0 15ｋN用引き寄せ金物×2 

5.6以下 ― N×5.3  

 
例として下図の2階建て2階部分の接合部を計算します。 
図の数値は、壁倍率を表します。筋かい付きは記号で表記されています。壁倍率は
、筋かいの壁倍率を含んでいます。倍率の調整は改正基準法逐条解説（P154） （
別記）軸組の柱に取り付く筋かいの応力分担を考慮した補正値より補正します。 
 
表３．３－２ 筋かいが片側から取り付く柱の場合の補正値 

     取り付く位置 
筋かいの種類 

柱頭部 柱脚部 備 考 

15以上×90以上の木材 
9φ以上の鉄筋 

0.0 0.0 

30以上×90以上の木材 0.5 ―0.5 
45以上×90以上の木材 0.5 ―0.5 
90以上×90以上の木材 2.0 ―2.0 

 
 
たすき筋かいの場
合には、0とする 

 
表３．３－３ 筋かいが両側から取り付く柱の場合の補正値 
 
ａ）筋かいが両側が片筋かいの場合 

   一方の筋か
い 
他方の筋かい 

15以上×90以
上の木材又は9
φ以上の鉄筋 

30以上×
90以上の
木材 

45以上×
90以上の
木材 

90以上×90
以上の木材 

備 考 

15以上×90以上の
木材又は9φ以上
の鉄筋 

0 0.5 0.5 2.0 

30以上×90以上の
木材 

0.5 1.0 1.0 2.5 

45以上×90以上の
木材 

0.5 1.0 2.0 2.5 

90以上×90以上の
木材 

2.0 2.5 2.5 4.0 

両筋かいとも
に柱脚部に取
り付く場合に
は、加算する
数値を0.0とす
る。 

 
ｃ）一方がたすき筋かい、もう片方が片筋かいの場合 

   一方の筋かい 
他方の筋かい 

30以上×90以上の木
材 

45以上×90以上の木
材 

90以上×90以上の木
材 

30以上×90以上の木材 0.5 0.5 2.0 
45以上×90以上の木材 0.5 0.5 2.0 
90以上×90以上の木材 0.5 0.5 2.0 
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イ ：イの柱は筋かい無しで2.0の耐力壁と1.0の耐力壁にはさまれています。表１
３ 2階建ての2階の柱より耐力壁2.0から見る柱は、その他の柱（ろ）の仕様
になります。また耐力壁1.0からは、その他の柱（い）の仕様になります。イ
の柱の接合部は最も大きい数値の（ろ）の接合部になります。 

ロ ：ロの柱は片筋かい付きの耐力壁2.0で表１３ 2階建ての2階の出隅の柱より
（ろ）となりますが45×105片筋かい柱頭より取り付きますので0.5の補
正をたし 2.0＋0.5＝2.5 ゆえに表１３より（ほ）の接合部となります
。 

ハ ：ハの柱は片筋かい付きの耐力壁2.0で表１３ 2階建ての2階のその他の柱よ
り（ろ）となりますが45×105片筋かい柱脚部より取り付きますのでー0.
5の補正をたし 2.0―0.5＝1.5 ゆえに表１３より（ろ）の接合部とな
ります。 

 
  45×105片筋かい 
 
  45×105たすき筋かい 
 
 
 
 
 
 
 

2.0 1.0 

2.0 4.0 1.0 

イ 

ロ ハ 
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2階建ての部分における1階の柱の場合 
イ ：イの柱は筋かい無しで2.0の耐力壁と1.0の耐力壁にはさまれています。表１
３ 2階建ての1階の柱より耐力壁2.0から見る柱は、１階柱＝平部２階柱＝平
部より柱（ろ）の仕様になります。また耐力壁1.0からは、１階柱＝平部２階
柱＝平部より柱（い）の仕様になります。イの柱の接合部は最も大きい数値の
（ろ）の接合部になります。 

ロ ：ロの柱は片筋かい付きの耐力壁2.0で表１３ 2階建ての1階の１階柱＝出隅
２階柱＝出隅より柱（と）となりますが45×105片筋かい柱頭より取り付き
ますので0.5の補正をたし 2.0＋0.5＝2.5 ゆえに表１３より（ち）の接
合部となります。 

ハ ：ハの柱は片筋かい付きの耐力壁2.0で表１３ 2階建ての1階の１階柱＝平部
２階柱＝平部より柱（ろ）となりますが45×105片筋かい柱脚部より取り
付きますのでー0.5の補正をたし 2.0―0.5＝1.5 ゆえに表１３より（
い）の接合部となります。 

 
  45×105片筋かい 
 
  45×105たすき筋かい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

l イの柱の計算 
N＝｜2.0－1.0｜×0.5＋｜2.0－1.0｜×0.5－1.6＝―0.6 
表より告示表３（い）必要耐力0.0 短ほぞ差し、かすがい打 
上階の柱も（い）同一なのでOK 

l ロの柱の計算 
Ｘ方向 
筋かい壁補正 片筋かい柱頭部 補正値0.5 
∴N＝（2.0+0.5）×0.8＋（2.0+0.5）×0.8－1.0＝3.0 
Ｙ方向 
N＝1.0×0.8＋1.0×0.8－1.0＝0.6  
よつて Ｎ＝MAX（3.0、0.6）＝3.0 
表より告示表３（ち）必要耐力20.0kN 20kN用引き寄せ金物 
上階の柱は、（へ）で上階柱以上なのでOK 
 

l ハの柱の計算 
筋かい壁補正 片筋かい柱脚部 補正値―0.5 
∴Ｎ＝（2.0―0.5）×0.5＋（2.0－0.5）×0.5－1.6＝―0.1 
表より告示表３（い）必要耐力0.0 短ほぞ差し、かすがい打 
上階柱（ろ）で上階柱より下回るので同等の（ろ）とする 
∴表より告示表３（ろ）必要耐力3.4 長ほぞ差し込み栓打、L時形かど金物くぎCN
65×5本 

 

2.0 1.0 

2.0 
4.0 1.0 

イ 

ハ 

ロ 
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○形状による計算 

改正基準法及び構造の安定に関する規準解説書により取りつく壁の倍率に応じた接合部
金物の仕様を求めます。 
 
平屋建ての場合若しくは2階建ての部分における2階の柱の場合 
壁倍率による接合部は、｢構造の安定に関する規準解説書 （財）日本住宅・木材技術セ
ンター｣の表１３より算定します。 
 
表１３ 取りつく壁の倍率に応じた柱の接合部の仕様 

 平屋建ての柱 
2階建ての2階の柱 
2階建ての１階の下屋部
分の柱 

 
 
２階建ての１階の下屋部分以外の柱 

取りつく
耐力壁の
倍率 

出隅の柱 その他の柱 1階柱＝出隅 
2階柱＝出隅 

1階柱＝平部 
2階柱＝出隅 

1階柱＝平部 
2階柱＝平部 

～0.5 (い) (い) (い) (い) (い) 
～1.0 (ろ) (い) (ろ) (い) (い) 
～1.5 (ろ) (ろ) (に) (ろ) (い) 
～2.0 (ろ) (ろ) (と) (は) (ろ) 
～2.5 (ほ) (ろ) (ち) (へ) (は) 
～3.0 (と) (は) (り) (と) (に) 
～3.5 (と) (に) (り) (ち) (と) 
～4.0 (と) (に) (ぬ) (ち) (ち) 
～4.5 (ち) (へ) ― (り) (ち) 
～5.0 (ち) (と) ― (ぬ) (ち) 
 

また形状による計算で筋かいの配置をした場合、Ｎ値計算の補正係数（Ｐ４７表３．３
－２ 筋かいが片側から取り付く柱の場合の補正係数と表３．３－３筋かいが両側から
取り付く柱の場合の補正係数）を考慮して計算します。 
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  ２．柱頭柱脚 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

使う 
計算（配置）に使用する筋かいにチェックし
ます。 

ON、OFF 

番号 固定番号 ― 

記号 計算書及び図に表記される記号 半角3文字 

仕様 壁倍率に合った筋かいの形式を入力します。 

 
― 
 
標準値 

 

倍率 接合部倍率を入力（基準法） － 標準値  

耐力 接合部必要耐力を入力（基準法） ＫＮ 標準値  

 
  ○平成12建告1460号の表３の仕様が標準でセットされます。 
タブのいろは… ：告示表３の記号に一致します。また接合部関係の出力に表示されま

す。 
記号 ：接合部伏図に表記する記号を入力します。記号の入力がない場合空

白で表示されます。 
仕様       ：柱頭柱脚の接合部の仕様材料を入力します。 
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テキスト入力－９ 
倍率       ：接合部倍率を告示表より入力します。 
耐力       ：柱頭柱脚の短期許容引張耐力を入力します。 
 
使う ：各タブに５個ずつ登録ができ使用する仕様にチェックを入れます。

複数をチェックした場合固定番号が若い方が使用されます。 
 
                                    
表 接合部の仕様（告示表３に対応） 
Nの値 告示表３ 必要耐力

（kN） 
金物等（これらと同等以上の接合方法含む） 

0.0以下 (い) 0.0 短ほぞ差し、かすがい打 
0.65以下 (ろ) 3.4 長ほぞ差し込み栓打、L時形かど金物くぎCN65×5本 
1.0以下 (は) 5.1 T字形かど金物くぎCN65×5本、山形プレート金物くぎC

N90×8本 
1.4以下 (に) 7.5 羽子板ボルトφ12mm、短冊金物 
1.6以下 (ほ) 8.5 羽子板ボルトφ12mmに長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘 
1.8以下 (へ) 10.0 10kN用引き寄せ金物 
2.8以下 (と) 15.0 15kN用引き寄せ金物 
3.7以下 (ち) 20.0 20kN用引き寄せ金物 
4.7以下 (り) 25.0 25kN用引き寄せ金物 
5.6以下 (ぬ) 30.0 15kN用引き寄せ金物×2枚 
5.6超 (ぬ) 40.0 20kN用引き寄せ金物×2枚 
 
 (ぬ)の欄に３０ＫＮ以上の金物（接合部の入力が可能です）。 
 ただし、接合部倍率・必要耐力は少ない順番より入力してください。 
 
 
（例） 20ｋN用引き寄せ金物を2枚使用 
   （ぬ）の欄に 記号 7  仕様 20kN用引き寄せ金物×2枚 
          倍率 7.4 耐力 40KN 
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  ３．筋かい 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

使う 
計算（配置）に使用する筋かいにチェックし
ます。 

ON、OFF 

番号 固定番号 ― 

倍率 固定壁倍率 ― 

記号 計算書及び図に表記される記号 半角3文字 

仕様 壁倍率に合った筋かいの形式を入力します。 

 
― 
 
標準値 

 

    ○筋かいの仕様を入力します。たすき筋かいは、配置時に指定します。 
 

筋かいの向きを考慮した計算を行う。下記倍率を正加力・負加力に考慮する。 
筋交い
の種類 

平12建告1460号に定める筋交い端部の接合仕様 圧縮 
筋かい 
壁倍率 

引張 
筋かい 
壁倍率 

鉄筋φ9 ①柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め 
②鋼板添え板を用い、鋼板を柱及び横架材に8×CN90平打ち 

 
0.0 

 
2.0 

木材 
15×90 

びんた伸ばしのうえ、柱、横架材双方に5×N65平打ち  
1.0 

 
1.0 

木材 
30×90 

筋交ﾌﾟﾚ-ﾄBP、又は同等以上(ｔ＝2.3鋼板添え板を、筋交いに
ボルトM12+3×ZN65、柱に3×ZN65、横架材に4×ZN65平打ち） 

 
2.0 

 
1.0 

木材 
45×90 

筋交ﾌﾟﾚ-ﾄBP-2、又は同等以上(ｔ＝2.3鋼板添え板を,筋交い
にボルトM12+7×ZS50,柱と横架材それぞれに5×ZS50平打ち） 

 
2.5 

 
1.5 

木材 
90×90 

柱又は横架材にボルトM12を1面せん断接合  
5.0 

 
1.0 
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 １０．２次部材  
 （２次部材の入力・計算・結果表示・印刷） 

 

  ○タブ｢１｣～｢10｣を使い、最大で10種類の計算が可能です。 

  ○｢部材｣で計算する２次部材の種類を選択します。 

  ○｢材種｣で使用する木材の材種番号(｢テキスト入力｣の｢許容応力度｣の番号)を選択します。 

  ○[計算]ボタンをクリックすると、表示している２次部材の計算をします。 

  ○[ALL計算]ボタンをクリックすると、２次部材全ての計算をします。 

    

  ○｢ＮＯ.？を印刷｣（？は表示しているシート番号：１～10）をクリックすると、表示して 
   いるシートの計算結果を出力します。 

  ○｢全部印刷｣をクリックすると、２次部材全ての計算結果を印刷します。 

  ○｢２次部材チェック印刷｣をクリックすると、表示しているシートの入力チェック結果を 
出力します。 

  ○２次部材の出力は、｢印刷｣の出力で印刷できます。

計算結果表示エリア 

計算後、計算結果が表示されます｡ 

計算結果表示エリア内でマウス 
(右ボタン)クリックすると、 
印刷メニューを表示します。 

[入力]ボタンをクリックすると、 
２次部材入力画面に戻ります。 

タ ブ 
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  １．たる木（一般） 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

スパン Ｌ 母屋の間隔 

負担幅 たる木が負担する荷重の幅 

㎝ 

０≦9999.9 

勾配 勾配（Ｘ/10） ― 

０ 

０≦99.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

固定荷重 ｗg 固定荷重 ｗg 

積載荷重 ｗl 積載荷重 ｗl 

長期組合せ積雪 
荷重 lｗs 

長期組合せ積雪荷重 lｗs 
 

短期組合せ積雪 
荷重 sｗs 

短期組合せ積雪荷重 sｗs 
 

Ｎ/㎡ ０≦9999.9 

風速度算定高さ 風速度算定高さ ｈ ｍ ０≦99.99 

風力係数Ｃ 風力係数Ｃ（－値：吹上 ＋値：吹下） ― 

０ 

０～±9.9 

雪係数を考慮 
許容応力度（曲げ、せん断）が低減されます 
一般事項の積雪のチェックにより判断 
許容応力度 参照『P-３８』 

― 
考慮し
ない 

ON(考慮) 
OFF 



 －５６－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ２．たる木（軒先） 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

軒出  ｌ 軒出  ｌ 

負担幅 たる木が負担する荷重の幅 

㎝ 

０≦9999.9 

勾配 勾配（Ｘ/10） ― 

０ 

０≦99.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

固定荷重 ｗg 固定荷重 ｗg 

積載荷重 ｗl 積載荷重 ｗl 

長期組合せ積雪 
荷重 lｗs 

長期組合せ積雪荷重 lｗs 
 

短期組合せ積雪 
荷重 sｗs 

短期組合せ積雪荷重 sｗs 
 

Ｎ/㎡ ０≦9999.9 

風速度算定高さ 風速度算定高さ ｈ ｍ ０≦99.99 

風力係数Ｃ 風力係数Ｃ（－値：吹上 ＋値：吹下） ― 

０ 

０～±9.9 

雪係数を考慮 
許容応力度（曲げ、せん断）が低減されます 
一般事項の積雪のチェックにより判断 
許容応力度 参照『P-３８』 

― 
考慮し
ない 

ON(考慮) 
OFF 



 －５７－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ３．母屋（一般） 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

スパン Ｌ 束間 

負担幅 母屋が負担する荷重の幅 

㎝ ０ 

０≦9999.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

固定荷重 ｗg 固定荷重 ｗg 

積載荷重 ｗl 積載荷重 ｗl 

長期組合せ積雪 
荷重 lｗs 

長期組合せ積雪荷重 lｗs 
 

短期組合せ積雪 
荷重 sｗs 

短期組合せ積雪荷重 sｗs 
 

Ｎ/㎡ ０≦9999.9 

風速度算定高さ 風速度算定高さ ｈ ｍ ０≦99.99 

風力係数Ｃ 風力係数Ｃ（－値：吹上 ＋値：吹下） ― 

０ 

０～±9.9 

雪係数を考慮 
許容応力度（曲げ、せん断）が低減されます 
一般事項の積雪のチェックにより判断 
許容応力度 参照『P-３８』 

― 
考慮し
ない 

ON(考慮) 
OFF 

 



 －５８－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ４．母屋（軒先） 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

軒出  ｌ 軒出  ｌ 

負担幅 母屋が負担する荷重の幅 

㎝ ０ 

０≦9999.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

固定荷重 ｗg 固定荷重 ｗg 

積載荷重 ｗl 積載荷重 ｗl 

長期組合せ積雪 
荷重 lｗs 

長期組合せ積雪荷重 lｗs 
 

短期組合せ積雪 
荷重 sｗs 

短期組合せ積雪荷重 sｗs 
 

Ｎ/㎡ ０≦9999.9 

風速度算定高さ 風速度算定高さ ｈ ｍ ０≦99.99 

風力係数Ｃ 風力係数Ｃ（－値：吹上 ＋値：吹下） ― 

０ 

０～±9.9 

雪係数を考慮 
許容応力度（曲げ、せん断）が低減されます 
一般事項の積雪のチェックにより判断 
許容応力度 参照『P-３８』 

― 
考慮し
ない 

ON(考慮) 
OFF 

 



 －５９－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ５．棟木 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

スパン Ｌ 束間 

負担幅 棟木が負担する荷重の幅 

㎝ ０ 

０≦9999.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

固定荷重 ｗg 固定荷重 ｗg 

積載荷重 ｗl 積載荷重 ｗl 

長期組合せ積雪 
荷重 lｗs 

長期組合せ積雪荷重 lｗs 
 

短期組合せ積雪 
荷重 sｗs 

短期組合せ積雪荷重 sｗs 
 

Ｎ/㎡ ０ ０≦9999.9 

雪係数を考慮 
許容応力度（曲げ、せん断）が低減されます 
一般事項の積雪のチェックにより判断 
許容応力度 参照『P-３８』 

― 
考慮し
ない 

ON(考慮) 
OFF 

 
 
 



 －６０－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ６．根太 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

スパン Ｌ 梁間 

負担幅 根太が負担する荷重の幅 

㎝ ０ 

０≦9999.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

固定荷重 ｗg 固定荷重 ｗg 

積載荷重 ｗl 積載荷重 ｗl 
Ｎ/㎡ ０ ０≦9999.9 

 
 
 
○ヤング係数の低減値αについて 
 
＊６.設計方針 ? 変形増大率で検討 チェックを入れた場合は低減値αは100％で計算する。 
 
本解説書４１ペ－ジ参照 



 －６１－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ７．間柱 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

スパン Ｌ スパン Ｌ 

負担幅 間柱が負担する荷重（風圧）の幅 

㎝ ０ 

０≦9999.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

風速度算定高さ 風速度算定高さ ｈ ｍ ０≦99.99 

風力係数Ｃ 風力係数Ｃ（－値：吹上 ＋値：吹下） ― 
０ 
０～±9.9 

 
 
 



 －６２－ 

                                   テキスト入力－１０ 

  ８．耐風梁 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

材幅  ｂ 材幅  ｂ 

材せい Ｄ 材せい Ｄ 
０≦99.9 

スパン Ｌ スパン Ｌ 

負担幅 耐風梁が負担する荷重の幅 

㎝ ０ 

０≦9999.9 

ヤング係数の 
低減値α 

ヤング係数の低減値α 
 

％ 100 ０≦100 

風速度算定高さ 風速度算定高さ ｈ ｍ ０≦99.99 

風力係数Ｃ 風力係数Ｃ（－値：吹上 ＋値：吹下） ― 
０ 
０～±9.9 

 
 
 



 －６３－ 

                                   テキスト入力－１１ 

 １１．基礎  
 （基礎の入力・計算・結果表示・印刷）  

 

 
○｢種別｣で計算する基礎の種類（布基礎、べた基礎）を選択します。 

○基礎梁配置を行った後に基礎情報の自動設定を押すと基礎デ-タが転送される。  
同解説書 配置入力-22 基礎梁の説明を参考にして下さい。 

  ○｢鉄筋｣で使用する鉄筋の材質（SD235,SD295,SD345）を選択します。 

  ○｢コンクリート｣で使用するコンクリートの材質（FC18,FC21）を選択します。 

  ○タブ｢１｣～｢10｣を使い、最大で10種類の基礎個別計算が可能です。 

○ [計算]ボタンをクリックすると、基礎の計算をします。 

  

  ○｢印刷｣をクリックすると、計算結果を出力します。 

  ○｢基礎チェック印刷｣をクリックすると、入力チェック結果を出力します。 
 

計算結果表示エリア 

計算後、計算結果が表示されます。 

計算結果表示エリア内でマウス 
(右ボタン)クリックすると、 
印刷メニューを表示します。 

[入力]ボタンをクリックすると、 
基礎入力画面に戻ります。 

タ ブ 



 －６４－ 

                                   テキスト入力－１１ 

  １．布基礎 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

ｂ 布基礎の形状 ｂ 

ｄ 布基礎の形状 ｄ 

Ｄ 布基礎の形状 Ｄ 

㎝ ０≦999.9 

地耐力 地耐力 kN/㎡ ０≦999.99 

建物総重量 建物総重量 

立ち上り部重量 立ち上り部重量 
ｋＮ 

０≦ 
9999.99 

根入れ Ｄf 基礎幅の検討 根入れ Ｄf ㎝ ０≦999.9 

基礎全長 ΣＬ 基礎幅の検討 基礎全長 ΣＬ ｍ ０≦999.99 

かぶり厚 ｄt 基礎幅の検討 かぶり厚 ｄt ㎝ ０≦99.9 

安全率 α 基礎幅の検討 安全率 α ０≦9.9 

通り名称 基礎個別データ 通り名称 
― 

全角８文字 

合計軸力Ｗ 基礎個別データ 合計軸力Ｗ ｋＮ ０≦999.99 

基礎長さＬ 基礎個別データ 基礎長さＬ ｍ 

０ 

０≦99.99 

 



 －６５－ 

                                   テキスト入力－１１ 

  ２．べた基礎 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

地耐力 地耐力 kN/㎡ ０≦999.99 

建物総重量 建物総重量 

立ち上り部重量 立ち上り部重量 
ｋＮ 

０≦ 
9999.99 

基礎版面積 Ａ 地耐力の検討 基礎版面積 Ａ ㎡ 

基礎重量 ＷF 地耐力の検討 基礎重量 ＷF ｋＮ 
０≦999.99 

底版厚 ｔ 地耐力の検討 底版厚 ｔ 

かぶり厚 ｄt 地耐力の検討 かぶり厚 ｄt 
㎝ ０≦99.9 

安全率 α 地耐力の検討 安全率 α ― ０≦9.9 

短辺 ｌx 基礎個別データ 短辺 ｌx 

長辺 ｌy 基礎個別データ 長辺 ｌy 
ｍ 

０ 

０≦99.99 

 
 



 －６６－ 

                                   テキスト入力－１２ 

 １２．地中梁  
 （地中梁の入力・計算・結果表示・印刷） 
 

 

 
  ○タブ｢１｣～｢10｣を使い、最大で10種類の計算が可能です。 

  ○｢種類｣で計算する地中梁の種類（単純梁、連続梁）を選択します。 

  ○｢鉄筋｣で使用する鉄筋の材質（SD235,SD295,SD345）を選択します。 

  ○[計算]ボタンをクリックすると、表示している地中梁の計算をします。 

  ○[ALL計算]ボタンをクリックすると、全ての地中梁の計算をします。 

    

  ○｢ＮＯ.？を印刷｣（？は表示しているシート番号：１～10）をクリックすると、表示して 
   いるシートの計算結果を出力します。 

  ○｢全部印刷｣をクリックすると、全ての地中梁の計算結果を印刷します。 

  ○｢地中梁チェック印刷｣をクリックすると、表示しているシートの入力チェック結果を出 
   力します。 

計算結果表示エリア 

計算後、計算結果が表示されます。 

計算結果表示エリア内でマウス 
(右ボタン)クリックすると、 
印刷メニューを表示します。 

[入力]ボタンをクリックすると、 
地中梁入力画面に戻ります。 

タ ブ 



 －６７－ 

                                   テキスト入力－１２ 

  １．単純梁 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

接地圧 ｗ 接地圧 ｗ kN/ｍ ０≦999.99 

梁せい Ｄ 梁せい Ｄ ０≦999.9 

かぶり厚 ｄt かぶり厚 ｄt 
㎝ 

０≦99.9 

スパン Ｌ1 スパン Ｌ1 ｍ 

０ 

０≦99.99 

 
 
 
 
 
 



 －６８－ 

                                   テキスト入力－１２ 

  ２．連続梁 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

接地圧 ｗ 接地圧 ｗ kN/ｍ ０≦999.99 

梁せい Ｄ 梁せい Ｄ ０≦999.9 

かぶり厚 ｄt かぶり厚 ｄt 
㎝ 

０≦99.9 

スパン Ｌ1 スパン Ｌ1 

スパン Ｌ2 スパン Ｌ2 
ｍ ０≦99.99 

引抜き力 Ｖt 引抜き力 Ｖt ｋＮ 

０ 

０≦999.99 

 
 
 
 
 
 
 



 －６９－ 

                                   テキスト入力－１３ 

 １３．土台  
 （土台の入力・計算・結果表示・印刷） 

 

 
  ○タブ｢１｣～｢10｣を使い、最大で10種類の計算が可能です。 

  ○｢部所｣で計算する土台の種類（一般部、隅角部）を選択します。 

  ○｢材種｣で使用する木材の材種番号（｢テキスト入力｣の｢許容応力度｣の番号）を選択しま 
   す。 

  ○[計算]ボタンをクリックすると、表示している土台の計算をします。 

  ○[ALL計算]ボタンをクリックすると、全ての土台の計算をします。 

    

  ○｢ＮＯ.？を印刷｣（？は表示しているシート番号：１～10）をクリックすると、表示して 
   いるシートの計算結果を出力します。 

  ○｢全部印刷｣をクリックすると、全ての土台の計算結果を印刷します。 

  ○｢土台チェック印刷｣をクリックすると、表示しているシートの入力チェック結果を出力 
   します。

タ ブ 

計算結果表示エリア 

計算後、計算結果が表示されます。 

計算結果表示エリア内でマウス 
(右ボタン)クリックすると、 
印刷メニューを表示します。 

[入力]ボタンをクリックすると、 
土台入力画面に戻ります。 



 －７０－ 

                                   テキスト入力－１３ 

  １．一般部 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

土台有効幅 ｂ 土台有効幅 ｂ 

土台有効せいＤ 土台有効せいＤ 
㎝ ０≦999.9 

引抜き力 ＶT 引抜き力 ＶT ｋＮ ０≦999.99 

アンカーボルト 
間距離 ｌ1 

アンカーボルト間距離 ｌ1 
 

アンカーボルト 
間距離 ｌ2 

アンカーボルト間距離 ｌ2 
 

㎝ 

０ 

０≦999.9 

 



 －７１－ 

                                   テキスト入力－１３ 

  ２．隅角部 

 

 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

土台有効幅 ｂ 土台有効幅 ｂ 

土台有効せいＤ 土台有効せいＤ 
㎝ ０≦999.9 

引抜き力 ＶT 引抜き力 ＶT ｋＮ ０≦999.99 

アンカーボルト 
間距離 ｌ1 

アンカーボルト間距離 ｌ1 
 

㎝ 

０ 

０≦999.9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 －７２－ 

テキスト入力－１４ 

 １４．チェックリスト  
 

 

 
仕様規定と構造計算の検討必要項目チェックリスト入力画面 
チェックリストが、４画面に分かれて入力を行います。 
それぞれの画面に従い、必要項目の入力を行います。 
印刷の選択は、各1項目単位で出力を行います。 
 



  

-７３- 

                                        配置入力 

４．配置入力 
 

 

                 ※配置の表示領域の色は実際と異なります。色は黒です。 

  １．[再描画]ボタン 

    伏図を再描画します。 

  ２．表示倍率 

    伏図の表示倍率（１／Ｘ）を変更します。 
    表示倍率を直接入力するか、表示倍率右の ボタンをクリックします。 

  ３．[階マルチ]ボタン（[階単独]ボタン） 

    複数階のデータを同時に配置や削除する場合は、[階マルチ]ボタンをクリックします。 
    ｢階選択｣で対象階を ONにして下さい。ボタン表示は[階単独]になります。 

    ※起動時は[階マルチ]表示になっています。｢階選択｣では１つの階のみ選択可能です。 

  ４．[通り追加]ボタン 

    通りを追加するには、[通り追加]ボタンをクリックします。 

    ①｢挿入場所の選択｣では、追加する通り方向（[Ｘ通り],[Ｙ通り]） 
     をクリック選択します。 

    ②｢追加通り名称｣では、追加する通りの名称を半角６文字（全角 
     ３文字）以内で入力します。 

    ③「通り名称表示」では、追加する通り位置をクリックします。 

     例）｢Ｘ３｣と｢Ｘ４｣通り間に新たな通りを追加する場合は、 
       ｢Ｘ４｣をクリックします。 

    ④[実行]ボタンをクリックすると、通りが追加されます。 

    ⑤[終了]ボタンをクリックすると、通り追加操作を終了します 



  

-７４- 

                                        配置入力 

  ５．[通り削除]ボタン 

    通りを削除するには、[通り削除]ボタンをクリックします。 

    ①｢削除する通り｣では、削除する通り方向（[Ｘ通り],[Ｙ通り]） 
     をクリック選択します。 

    ②「通り名称表示」では、削除する通り位置をクリックします。 

     ※削除する通りを使用するデータも削除されます。 

    ③[実行]ボタンをクリックすると、確認メッセージを表示します。 

    ④[はい]ボタンをクリックすると、通りが削除されます。 

    ⑤[終了]ボタンをクリックすると、通り削除操作を終了します 
 

  ６．[同時簡算する]ボタン 

    リアルタイムに偏心率の計算結果を表示します。 

    伏図に重心と剛心位置を表示します。ウィンドウ左側 
    に、重心、剛心、偏心率、壁量を表示します。 

    ①｢配置入力｣の｢簡易用｣で簡易計算用の領域を配置し 
     ます。 

    ②[同時簡算する]ボタンをクリックし ONにします。 

    ③｢配置入力｣の｢耐力壁｣で耐力壁を配置する毎にリア 
     ルタイムで偏心率を自動計算します。 

  ７．｢階選択｣ 

    伏図を表示する階を選択します。 
    複数階選択を行っている場合は、選択階の中の上階を表示します。 

    [３階(屋根)]……柱・壁は３階  床・梁は屋根 

    [２階(３床)]……柱・壁は２階  床・梁は３階 

    [１階(２床)]……柱・壁は１階  床・梁は２階 

    ※１階床の入力はありません。 

  ８．｢モニタ｣ 

    表示する項目をクリックし ONにします。 

    [柱材種]……伏図の柱位置に柱の材種番号（１～６）を表示します。 

    [柱寸法]……伏図の柱位置に柱寸法（㎝）を表示します。 

    [壁倍率]……伏図の耐力壁位置に耐力壁倍率（0.5～5.0）を表示します。 

    [床種別]……伏図の床位置に床種類番号（１～３）を表示します。 
 
  ９.アンドウ－ 
    配置画面の左パネルに「戻る」｢進む｣ボタン表示により配置入力時に配置後に「戻る」

を押すと一つ前に戻す機能 
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                                      配置入力－１ 

 １．柱  
 （柱の配置） 
 

 

 
  ①｢寸法｣で柱寸法（㎝）を入力します。 

   ※｢10.0｣,｢10.5｣,｢12.0｣,｢13.0｣,｢13.5｣,｢15.0｣,｢17.0｣の場合は をクリックし、表示 
    されるプルダウンメニューより選択できます。 

  ②｢材種｣で柱の材種番号１～12（｢テキスト入力｣の｢許容応力度｣の番号）を選択します。 

  ③柱の配置方法（配置位置：交点） 

操 作 方 法 柱 の 配 置 状 況 

クリック 柱を配置します。 

ドラッグ ドラッグ範囲内全てに柱を配置します。 

(右ボタン)クリック 柱を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての柱を削除します。 

〔Shift〕キー＋ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての柱を変更します。 

 
  ④配置された材種の確認 
   モニターで柱材種をチェックします。 
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                                      配置入力－２ 

 ２．耐力壁  
 （耐力壁の配置） 

 

  ①｢倍率｣で壁倍率（0.5～5.0：0.5刻み）を選択か、任意を選択し直接壁倍率を入力し 

配置します。壁の種類による倍率は倍率参考値で確認できます。 

   ＊壁倍率の入力は、面材と筋かい（圧縮・引張を考慮しない倍率）の壁倍率の合計した値 
  ②耐力壁の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 耐 力 壁 の 配 置 状 況 

クリック １スパンの耐力壁を配置します。 

   ドラッグ（※） 連続スパンの耐力壁を配置します。 

(右ボタン)クリック 耐力壁を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての耐力壁を削除します。 

〔Shift〕キー＋ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての耐力壁を変更します。 

    ※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置）はできません。 
 
  ③配置された壁倍率の確認 
   モニターで壁倍率をチェックします。 
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配置入力－２ 
 

耐力壁の剛性低減係数の直接入力と梁上の剛性低減を自動で行わない入力は位置 

 

 
【自動低減しない】のについての説明 
入力値による低減のみを行う耐力壁は、必ず【自動低減しない】をチェックして配置入力 
を行ってください。低減を行わない場合の低減値は１です。 
剛性低減直接入力 
耐力壁の剛性低減しない壁の壁倍率入力時に直接低減値を入力して、壁の配置を行います。 
両方の値が設定されている場合は、両方の値を乗じた値が低減値となります。 
 
◎注意 
【自動低減しない】をチェックせずに剛性低減値を入力した場合は、その壁が梁上の自動 
低減に該当する場合は、２重に低減されます。 
 

  
【剛性低減表示】のチェック 
チェックを行うと、梁上の耐力壁の剛性低減係数を自動算出した値を表示する。 
 
 凡例表示 
    1：0     自動計算による低減値を採用 
（0.81） 壁倍率×0.81＝低減壁倍率 

 
直接入力による低減値の表示 ? 自動低減しない の場合 

    0.7：1    壁倍率×0.7＝低減壁倍率  を採用し計算 
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                                      配置入力－３ 

 ３．大梁  
 （大梁の配置） 
 

 

 
  ①大梁の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 大 梁 の 配 置 状 況 

クリック １スパンの大梁を配置します。 

   ドラッグ（※） 連続スパンの大梁を配置します。 

(右ボタン)クリック 大梁を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての大梁を削除します。 

    ※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置）はできません。 
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                                      配置入力－４ 

 ４．床  （床の配置） 
 

 

 
  ①｢床種類｣で床（[床、屋根],[その他１]～[その他９]）を選択します。 

  ②｢根太向｣で根太方向（[横],[縦],[無し]を選択します。合板床の場合は[無し]選択 

  ③床の配置方法（配置位置：４交点によって囲まれる面） 

操 作 方 法 床 の 配 置 状 況 

クリック 床を配置します。 

ドラッグ ドラッグ範囲内全てに床を配置します。 

(右ボタン)クリック 床を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての床を削除します。 

   
④配置された床種別の確認 

   モニターの床種別をチェックします。 
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                                      配置入力－５ 

 ５．壁  （壁の配置） 
 

 

 
  ①壁の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 壁 の 配 置 状 況 

クリック １スパンの壁を配置します。 

   ドラッグ（※） 連続スパンの壁を配置します。 

(右ボタン)クリック 壁を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての壁を削除します。 

    ※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置）はできません。 
 
  ②壁の配置について 
建物の外壁は、壁又は耐力壁で閉じていなければなりません。出入り口・窓は、壁を配置
します。また内部の間仕切り壁・ドア・引き違い戸等も壁を配置します。 
壁は荷重として計算されます。 
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                                      配置入力－６ 

 ６．小梁  （小梁の配置） 
 

 

 
  ①小梁の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 小 梁 の 配 置 状 況 

クリック １スパンの小梁を配置します。 

   ドラッグ（※） 連続スパンの小梁を配置します。 

(右ボタン)クリック 小梁を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての小梁を削除します。 

    ※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置）はできません。 
 
  ②小梁の配置について 
大梁に取り付く小梁を配置します。計算上の大梁と小梁の違いは、ありません。 
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                                      配置入力－７ 

 ７．丸太  （丸太の配置） 
 

 

 
  ①丸太の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 丸 太 の 配 置 状 況 

クリック １スパンの丸太を配置します。 

   ドラッグ（※） 連続スパンの丸太を配置します。 

(右ボタン)クリック 丸太を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての丸太を削除します。 

    ※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置）はできません。 
 
  ②丸太の配置について 
和組みの梁（丸太）を配置します。 
丸太は、円形断面として断面計算されます。角形断面
の場合は、大梁で配置します。 
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                                      配置入力－８ 

 ８．片持梁  （片持梁の配置） 
 

 

  ①片持梁の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 片 持 梁 の 配 置 状 況 

クリック(※出方向が右、
上の場合のみ有効) 

１スパンの片持梁を配置します。 

ドラッグ（※全ての出方
向について有効） 

ドラッグ操作の始点を基端、終点を先端とする１ス 
パン又は連続スパンの片持梁を配置します。 

(右ボタン)クリック 片持梁を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての片持梁を削除します。 

    ※出方向が左、下の場合はドラッグ操作により配置してください。 
※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置）はできません。 
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                                      配置入力－９ 

 ９．床倍率  （剛床床の配置）水平構面の負担水平力に対する検定で必修 
 

 

   

① 床倍率を選択します。（水平構面の仕様と床倍率を参考に入力してください。） 

                 財)日本住宅・木材技術センタ－発行 
                 木造軸組工法住宅の許容応力度設計 ６６ペ－ジ 
 

②床の配置方法（配置位置：４交点によって囲まれる面） 

操 作 方 法 床 の 配 置 状 況 

クリック 床を配置します。 

ドラッグ ドラッグ範囲内全てに床を配置します。 

(右ボタン)クリック 床を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての床を削除します。 

 
    床配置で、異なる床倍率があれば、別々にマウスで囲って入力してください。 
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床倍率表（参考） 
番号  水平構面の仕様 床倍率 

１ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠340以
下落し込み、Ｎ50＠150以下 

2.00 

２ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠340半
欠き、Ｎ50＠150以下 

1.60 

３ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠340以
下転ばし、Ｎ50＠150以下 

1.00 

４ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠500以
下落し込み、Ｎ50＠150以下 

1.40 

５ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠500以
下半欠き、Ｎ50＠150以下 

1.12 

６ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠500以
下転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.70 

７ 構造用合板24mm以上、根太なし直張り4周釘打ち、Ｎ75＠150以下 3.00 

８ 
構造用合板24mm以上、根太なし直張り川の字釘打ち、Ｎ75＠150
以下 

1.20 

９ 幅180杉板12mm以上、根太＠340以下落し込み、Ｎ50＠150以下 0.39 
１０ 幅180杉板12mm以上、根太＠340以下半欠き、Ｎ50＠150以下 0.36 
１１ 幅180杉板12mm以上、根太＠340以下転ばし、Ｎ50＠150以下 0.30 
１２ 幅180杉板12mm以上、根太＠500以下落し込み、Ｎ50＠150以下 0.26 
１３ 幅180杉板12mm以上、根太＠500以下半欠き、Ｎ50＠150以下 0.24 
１４ 

面 
材 
張 
り 
床 
面 

幅180杉板12mm以上、根太＠500以下転ばし、Ｎ50＠150以下 0.20 

１５ 
3寸勾配以下、構造用合板9mm以上又は構造用パネル1・2・3級、
垂木＠500以上転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.70 

１６ 
5寸勾配以下、構造用合板9mm以上又は構造用パネル1・2・3級、
垂木＠500以上転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.70 

１７ 
矩勾配以下、構造用合板9mm以上又は構造用パネル1・2・3級、垂
木＠500以下転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.50 

１８ 
3寸勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、Ｎ50＠
150以下 

0.20 

１９ 
5寸勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、Ｎ50＠
150以下 

0.20 

２０ 

面 
材 
張 
り 
屋 
根 
面 

矩勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、Ｎ50＠1
50以下 

0.10 

２１ 火打ち金物HB、平均負担面積2.5㎡以下、梁背240以上 0.80 
２２ 火打ち金物HB、平均負担面積2.5㎡以下、梁背150以上 0.60 
２３ 火打ち金物HB、平均負担面積2.5㎡以下、梁背105以上 0.50 
２４ 火打ち金物HB、平均負担面積3.3㎡以下、梁背240以上 0.48 
２５ 火打ち金物HB、平均負担面積3.3㎡以下、梁背150以上 0.36 
２６ 火打ち金物HB、平均負担面積3.3㎡以下、梁背105以上 0.30 
２７ 火打ち金物HB、平均負担面積5.0㎡以下、梁背240以上 0.24 
２８ 火打ち金物HB、平均負担面積5.0㎡以下、梁背150以上 0.18 
２９ 火打ち金物HB、平均負担面積5.0㎡以下、梁背105以上 0.15 
３０ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積2.5㎡以下、梁背240以上 0.80 
３１ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積2.5㎡以下、梁背150以上 0.60 
３２ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積2.5㎡以下、梁背105以上 0.50 
３３ 

火 
打 
ち 
水 
平 
構 
面 

木製火打90×90(隅長750)平均負担面積3.3㎡以下、梁背240以上 0.48 
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番号 水平構面の仕様 床倍率 
３４ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積3.3㎡以下、梁背150以上 0.36 
３５ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積3.3㎡以下、梁背105以上 0.30 
３６ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積5.0㎡以下、梁背240以上 0.24 
３７ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積5.0㎡以下、梁背150以上 0.18 
３８ 

 

木製火打90×90(隅長750)平均負担面積5.0㎡以下、梁背105以上 0.15 
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                                    配置入力－１０ 

 １０．図心設定  （図心よる偏心率計算用領域（床）の配置） 
 

 

 
  ①図心による偏心率計算用領域（床）の配置方法（配置位置：４交点によって囲まれる面） 

操 作 方 法 床 の 配 置 状 況 

クリック １スパンの床を配置します。 

ドラッグ 
ドラッグ操作の始点と終点を対角とする大床を配置 
します。 

(右ボタン)クリック １スパンの床を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての床を削除します。 

 
    ※領域（床）を重複する配置はしないで下さい。 
     重複して領域（床）の計算を行います。 

    ※領域（床）の配置は、各階ごとに最大10個迄です。 
 
  ②図心設定 
図心設定は、床が×領域で覆われるように
配置します。 
同時簡算のチェックでリアルタイムに偏心
率を表示します。 
◎は図心 
○は剛心 
図心による偏心率の計算では、床の重みは
考慮されません。 
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                                     配置入力－１１ 

 １１．柱追加  （柱追加荷重と柱βの配置） 
 

 

 
  ①｢追加荷重｣で柱の追加荷重（Ｎ）を入力します。 

  ②｢β値 Ｘ、Ｙ｣で柱の浮き上がりの低下率を入力します。 

   ※〔０〕はβを自動計算とします。 

  ③柱追加データの配置方法（配置位置：交点（柱配置位置）） 

操 作 方 法 柱 追 加 デ ー タ の 配 置 状 況 

クリック 柱に柱追加データを配置します。 

ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての柱に柱追加データを配置しま 
す｡ 

(右ボタン)クリック 柱追加データをデータ入力項目へ取り込みします。 

 

  ④追加荷重の配置について 
    モニターの表示する項目をクリックし ONにします。 

    [追加荷重]……伏図の柱位置に柱追加荷重（Ｎ）を表示します。 

    [β Ｘ]………伏図の柱位置に柱の浮き上がりの低下率（Ｘ方向）を表示します。 

    [β Ｙ]………伏図の柱位置に柱の浮き上がりの低下率（Ｙ方向）を表示します。 
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柱追加荷重は、長期軸力と地震時荷重に考慮されます。 
 
柱の浮き上がりの低減値β 
柱接合部の計算方法を「軸力より計算」を選択した場合に考慮され、耐力壁の配置によ
り係数が決まります。 
 
ＶＴ＝ＶＬ－Ｖｓ×β 
 
耐力壁の側柱 β＝０．８ 
耐力壁の内部にある柱 β＝０．５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

β＝0.8 

β＝0.8 

β＝0.8 β＝0.8 

β＝0.5 
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                                     配置入力－１２ 

 １２．柱検定  （柱断面検定データの配置） 
 

 

 
  ①｢ほぞ寸法｣で柱のほぞ寸法Ｘ、Ｙ（㎝）を入力します。 

  ②｢座屈長さ｣で柱の座屈長さ（ｍ）を入力します。 

  ③｢土台材種｣で柱土台の材種番号（｢テキスト入力｣の｢許容応力度｣の番号）を選択します。 

  ④｢検定指定｣で柱検定データを配置([追加])するのか削除([削除])するのかを選択します。 

  ⑤柱検定データの配置方法（配置位置：交点（柱配置位置）） 

操 作 方 法 柱 検 定 デ ー タ の 配 置 状 況 

クリック 柱に柱検定データを配置又は削除します。 

ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての柱に柱検定データを配置又は 
削除します。 

(右ボタン)クリック 柱検定データをデータ入力項目へ取り込みします。 

  ⑤柱検定の配置について 

    モニタの表示する項目をクリックし ONにします。 

    [ほぞ寸法]……伏図の柱位置にほぞ寸法（㎝）を表示します。 

    [座屈長さ]……伏図の柱位置に座屈長さ（ｍ）を表示します。 

    [土台材種]……伏図の柱位置に土台材種（１～６）を表示します。 
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柱検定のデータ「ほぞ寸法・座屈長さ・土台材種」は、柱の断面検定時に考慮されます。 
 
座屈長さは、吹抜け等の柱の長さが標準柱長さをこえる柱に配置します。 
 
標準柱長さ＝階高―階高さ 
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                                     配置入力－１３ 

 １３．梁検定  （梁断面検定データの配置） 
 

 

 
  ①梁検定データの配置方法（配置位置：通り上の２点間（部材配置位置）） 

操 作 方 法 梁 検 定 デ ー タ の 配 置 状 況 

クリック 「梁の計算指定」ダイアログボックスを表示します｡ 

(右ボタン)クリック 梁検定データを削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内全ての梁検定データを削除します｡ 

    ※梁検定データの対象部材……耐力壁、壁、大梁、小梁、丸太、片持梁 

  ②「梁の計算指定」ダイアログボックスの[追加]ボタンをクリックすると、梁検定データ 
   が配置されます。 

   ※[削除]ボタンをクリックすると、梁検定データを削除します。 

   ※[中止]ボタンをクリックすると、「梁の計算指定」ダイアログボックスを終了します。 

  ③梁検定データの配置について（梁検定データが配置されている部材を対象とします。） 

    [寸法]………伏図の部材位置に梁寸法（幅、せい）（㎝）を表示します。 

    [材種]………伏図の部材位置に梁の材種番号（１～６）を表示します。 

    [切り欠き]…伏図の部材位置に切り欠きの有無（０～２）を表示します。 

          ※０：切り欠きなし １：圧縮側にあり ２：引張側にあり 

    [等分布]……伏図の部材位置に追加等分布荷重（Ｎ/ｍ）を表示します。 

    [集中]………伏図の部材位置に片持梁の先端の追加集中荷重（Ｎ）を表示します。 
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                                     配置入力－１３ 

２．「梁の計算指定」ダイアログボックス 

 

  

 
 

  

 
 
 

  

    ※部材表示位置は、「階 通り名称 通り間（通り名称～通り名称）」で表示します。 

壁 小梁 

部材位置を表示 耐力壁 大梁 

丸太 片持梁 
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                                     配置入力－１３ 
 

 項  目       説         明      単 位 省略値 制 限 値 

寸法(幅×せい) 梁の寸法（幅×せい） 

寸法 丸太の場合は、直径 
㎝ 10.5 ０≦999.9 

材種 木材の材種番号 １ １～６ 

切り欠き 切り欠きの有無 
― 

０～２ 

追加等分布荷重 追加等分布荷重 Ｎ/ｍ 

追加集中荷重 片持梁の先端に掛かる追加集中荷重 Ｎ 

０ 
０≦999.99 

たわみ計算用 断面2次モ－メントの低減 － 1.0 1.0以下 

追加荷重（軸力
追加用） 

追加荷重を軸力伝達する － しない  

    １）寸法 

      丸太以外の梁材については、梁の寸法（幅×せい）を入力します。 
      丸太については、丸太材の直径（㎝）を入力します。 

    ※幅、直径入力時で｢10.5｣,｢12｣,｢13｣,｢13.5｣,｢15｣,｢17｣の場合は をクリックし、表 
     示されるプルダウンメニューより選択できます。 

    ※せい入力時で｢10.5｣,｢12｣,｢13｣,｢13.5｣,｢15｣,｢17｣,｢18｣,｢21｣,｢24｣,｢27｣,｢30｣,｢33｣, 
     ｢36｣,｢39｣,｢42｣,｢45｣,｢51｣,｢60｣の場合は をクリックし、表示されるプルダウンメ 
     ニューより選択できます。 

    ２）材種 

      木材の材種番号（｢テキスト入力｣の｢許容応力度｣の番号）を選択します。 

    ３）切り欠き（丸太、片持梁以外に入力） 

      切り欠きの有無を選択します。 

      ０：なし    １：圧縮側   ２：引張側 
 
梁材の中央部附近の下側に耐力上支障がある切り欠きをしてはなりません。やむを
得ず切り欠きを設ける時は、引張側の切り欠き成を材成の１／３以下とします。 
有効断面積Ｚｅは、以下で計算します。 
 
圧縮側に切り欠きがある場合正味の断面による断面係数 
引張側に切り欠きがある場合正味の断面による断面係数の０．６倍 

    ４）追加等分布荷重 

追加等分布荷重（Ｎ/ｍ）を入力します。追加等分布荷重は、断面算定時に考慮され
ます。長期軸力・地震時荷重に考慮されません。『追加荷重を軸力伝達する』を 
チェックすれば軸力伝達されます 

    ５）追加集中荷重（片持梁で入力） 
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片持梁の先端部の追加集中荷重（Ｎ）を入力します。追加集中荷重は、断面算定時
に考慮されます。長期軸力・地震時荷重に考慮されません。『追加荷重を軸力伝達
する』をチェックすれば軸力伝達されます 
 

    ６）[追加]ボタン 

      「梁の計算指定」内容を梁検定データとして配置します。 

    ７）[削除]ボタン 

      梁検定データを削除します。（既に配置済の梁検定データも削除します。） 

    ８）[中止]ボタン 

      「梁の計算指定」ダイアログボックスを終了します。（既に配置済の梁検定デー 
      タは削除されません。） 
 
 

梁の断面検定後のグル－ピング操作方法について 
 
① 計算終了後に、結果表示を選択します。 

② 梁・桁・胴差を選択します。 

③ 断面算定・断面検定・グル－ピングの項目において、各グル－プ毎に別れて出力してきます 

すべてのサイズと断面検定結果が出力されます。 

④ 次に、梁の断面サイズを変更してグル－ピングを行う場合について説明します 

梁検定を選択し、グル－プ毎の代表サイズを分けたいグル－プ毎に梁の断面サイズ（梁幅×

梁せい）を代表グル－プに1箇所づつ登録します。 

例）梁断面サイズ変更を梁検定の入力配置の箇所で行う場合 

階を選択し、マウスで伏図の画面の梁の部分に移動します。 

梁の上にマウスを移動し、左ボタンを押すと画面にその場所の梁デ－タが表示されます。 

梁デ－タの梁サイズを入力し追加を押してください。新しい断面サイズが画面配置に表示し

ます。以上のことを分けたいグル－プ毎に行ってください。 

⑤ 次に梁グル－プを選択し、各グル－プの代表断面サイズを入力したグル－プ毎にグル－プ番

号を付け配置を行います。16・梁グル－プの操作手順です。 

 

以上の操作後に、再度計算を行うことにより、グル－ピング後の梁の全断面検定の出力がで

きます。 

⑥ 梁の断面検定比表の出力 
画面出力・印刷に追加しました。 
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                                     配置入力－１４ 

 １４．通し柱  （通し柱指定の配置） 
 

 

 
  ①通し柱指定の配置方法（配置位置：交点（柱配置位置）） 

操 作 方 法 柱 検 定 デ ー タ の 配 置 状 況 

クリック 通し柱指定を配置します。 

(右ボタン)クリック 通し柱指定を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内全ての通し柱指定を削除します｡ 

    ※１～２階を通し柱とする時は、１階で通し柱指定します。 
     ２～３階を通し柱とする時は、２階で通し柱指定します。 
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                                     配置入力－１５ 

 １５．特殊  （全データの削除） 
 

 

 
  ①全データの削除方法（削除位置：交点） 

操 作 方 法 全 デ ー タ の 削 除 状 況 

(右ボタン)クリック 交点を起点とする全データを削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内全ての全データを削除します｡ 

  ②削除確認のメッセージが表示されます。 

       

   ※削除を実行する場合は、[はい]ボタンをクリックします。 

   ※削除を中止する場合は、[いいえ]ボタンをクリックします。 
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                                     配置入力－１６ 

 １６．柱グループ  （柱グループ指定の配置） 
 

 

 
  ①｢グループ番号｣で柱グループ番号を入力します。 

  ②柱グループ指定の配置方法（配置位置：交点（柱配置位置）） 

操 作 方 法 柱 グ ル ー プ 指 定 の 配 置 状 況 

クリック 柱に柱グループ指定を配置します。 

ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての柱に柱グループ指定を配置し 
ます。 

(右ボタン)クリック 柱グループ指定を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての柱の柱グループ指定を削除し 
ます。 

  １．｢モニタ２｣ 

    表示する項目をクリックし ONにします。 

    [入力ＧＮｏ]……伏図の柱位置に柱グループ番号を表示します。 
            ｢０｣はグループ指定なし（削除）を意味します。 

    [算定ＧＮｏ]……伏図の柱位置に柱符号番号(１はC1,２はC2,…)を表示します。 
            未計算時は｢０｣を表示します。 

  ２．柱グループについて 

   ※グループ指定なしの部材は、柱断面算定結果により自動グルーピングされ、柱符号番号 
    が付けられます。グループ指定ありの部材は、グループ番号が柱符号番号となります。 
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                                     配置入力－１７ 

 １７．梁グループ  （梁グループ指定の配置） 
 

 

 
  ①｢グループ番号｣で梁グループ番号を入力します。 

  ②梁グループ指定の配置方法（配置位置：通り上の２点間（部材配置位置）） 

操 作 方 法 梁 グ ル ー プ 指 定 の 配 置 状 況 

クリック 部材に梁グループ指定を配置します。 

ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての部材に梁グループ指定を配置 
します。 

(右ボタン)クリック 梁グループ指定を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての部材の梁グループ指定を削除 
します。 

    ※梁グループ指定の対象部材……耐力壁、壁、大梁、小梁、丸太、片持梁 

  １．｢モニタ２｣ 

    表示する項目をクリックし ONにします。 

    [入力ＧＮｏ]……伏図の部材位置に梁グループ番号を表示します。 
            ｢０｣はグループ指定なし（削除）を意味します。 

    [算定ＧＮｏ]……伏図の部材位置に梁符号番号(１はG1,２はG2,…)を表示します。 
            未計算時は｢０｣を表示します。 

  ２．梁グループについて 

   ※グループ指定なしの部材は、梁断面算定結果により自動グルーピングされ、梁符号番号 
    が付けられます。グループ指定ありの部材は、グループ番号が梁符号番号となります。 
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                                     配置入力－１８ 

 １８．筋かい   
 

 

 
  ①｢筋かい｣で配置する筋かいを選択します。 

   筋かい選択内の（）は、壁倍率を示します。 
  ②｢形状｣より筋かい形状を選択します。 
   たすき筋かいの場合は、壁倍率が２倍になります。 
  ③筋かいの配置方法（配置位置：耐力壁） 

操 作 方 法 筋 か い の 配 置 状 況 

クリック 耐力壁に筋かいを配置します。 

ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての耐力壁に筋かいを配置 
します。 

(右ボタン)クリック 筋かいを削除します。 

(右ボタン)ドラッグ 
ドラッグ範囲内全ての耐力壁の筋かいを削除 
します。 

 
  ④筋かい配置について 
筋かい配置は、Ｎ値計算と壁倍率の計算の両方で使用します。壁倍率に見合う筋かいを配
置します。 
また形状より計算（取り付く壁倍率による計算）の場合は、筋かいのかかり状況（柱頭、
柱脚）により補正係数が掛かります。 
壁倍率の入力は２.耐力壁の入力値を採用します。壁倍率＝面材の壁倍率＋筋かいの倍率 
筋かいの入力は、向きと材種の配置を行います。 
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  配置入力－１８ 
例）壁倍率の入力について 
※Ｎ値計算及び形状による計算の場合（筋かいの圧縮・引張）考慮しない 
壁倍率  3.0 
筋かい 2.0（45×90）（左上がり）＋1.0（セッコウボード）＝3.0 
計算結果では、壁倍率3.0で計算を行う。 
 
※許容応力度計算の場合（圧縮・引張考慮しない倍率） 
壁倍率  3.0 

    面材 セッコウボ－ド＋筋かい木材45×90片側の場合（圧縮・引張考慮しない倍率） 
      壁倍率 1.0 ＋  2.0＝  3.0を入力 
 

計算結果では、圧縮時は3.5 引張時では2.5として計算を行う。 
                                    

 

 
 
 
 
 
 

 
木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版) 
筋かいの向きを考慮した壁倍率の計算を行う。 
筋交い
の種類 

平12建告1460号に定める筋交い端部の接合仕様 圧縮 
筋かい 
壁倍率 

引張 
筋かい 
壁倍率 

鉄筋φ9 ①柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め 
②鋼板添え板を用い、鋼板を柱及び横架材に8×CN90平打ち 

 
0.0 

 
2.0 

木材 
15×90 

びんた伸ばしのうえ、柱、横架材双方に5×N65平打ち  
1.0 

 
1.0 

木材 
30×90 

筋交ﾌﾟﾚ-ﾄBP、又は同等以上(ｔ＝2.3鋼板添え板を、筋交いに
ボルトM12+3×ZN65、柱に3×ZN65、横架材に4×ZN65平打ち） 

 
2.0 

 
1.0 

木材 
45×90 

筋交ﾌﾟﾚ-ﾄBP-2、又は同等以上(ｔ＝2.3鋼板添え板を,筋交い
にボルトM12+7×ZS50,柱と横架材それぞれに5×ZS50平打ち） 

 
2.5 

 
1.5 

木材 
90×90 

柱又は横架材にボルトM12を1面せん断接合  
5.0 

 
1.0 

 

壁倍率 

形状 
３：たすき 

筋かい 
２：15×90 

１：左上がり ２：右上がり ３：たすき 
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                                     配置入力－１９ 

 １９．柱接合部  （接合部金物の配置） 
 

 

 
  ①｢柱接合部｣より配置する接合部番号を選択します。 
接合部金物を自動算定する場合は、配置する必要はありません。 

  ②柱接合部の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 柱 グ ル ー プ 指 定 の 配 置 状 況 

クリック 柱に柱接合部を配置します。 

ドラッグ ドラッグ範囲内全ての柱に柱接合部を配置します。 

(右ボタン)クリック 柱接合部を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内全ての柱の柱接合部を削除します。 

     
  ③柱接合部の配置について 
柱接合部の表示する項目をクリックし ONにします。 
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                                     配置入力－２０ 

 ２０．屋根  （屋根の配置） 
 

  １．入力画面の起動と終了 
  ・起動 ・・・ 木三郎のメイン画面のボタン⇒[屋根]で起動します。 
         起動時には、木三郎のデータを保存する必要があります。 
  ・終了 ・・・ 屋根配置入力ウインドウを右上の×で終了します。 
  ※データは、終了時に自動的に保存されます。 
 今回の入力分を保存せずに終了する場合は、４．各操作メニューの説明の④[機能]の(2)[機能] 
      ⇒[未保存終了]を使用します。 
 

  ２．基本的な使い方 
 複雑な寄せ棟・切り妻屋根等の木三郎の床配置で入力が困難な形状の屋根データ（伏図・荷重
拾いで使用する多角形データ）の作成に使用します（先の床配置で処理する場合は入力不要） 
 このため、木三郎の「通り」の他に、任意ピッチの「グリッド」をメインに利用する入力にな 
 っています。ここでは、その基本的な使い方を説明します。 
 
注）屋根（床）リスト選択時に「屋根」を選択する場合、荷重は、天井を含み屋根の傾斜（一般
事項で入力のもの）を考慮した上からの見付け面積に対するものになります。また、この入力で
入力した屋根部分の軒の出の自動割増し面積計算はおこないません。 
注）屋根入力を行った場合、床配置で作成した最上階以外の床･屋根は、全て床として扱われます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

③ 

② 

⑤ 

 ⑥ 

⑦ 

① 

④ 
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    ①階選択 
 
選択に表示されている階（梁床階）のうちデータの編集・入力・表示を行う階を一つだけ選択し 
ます。（入力階の複数同時選択はできません。） 
 
    ②メニュー 
 
 メニューは[入力] [編集] [座標] [機能]の４つと、下記の詳細メニューの構成です。 
 
  [入力]・・・ [屋根面] [棟線・頂点] [屋根梁] [小屋束] [屋根支持線] [荷重割当て] 
 
  [編集]・・・ [屋根面削除] [床リスト再配置] [荷重割削除] [荷重再割当] [荷重床リスト] 
 
  [座標]・・・ [高さ設定] [座標移動] [距離計測] [中間点登録] [交点登録] 
 
  [機能]・・・ [データチェック] [荷重割自動作成] [未保存終了] [ファイル削除] 
 
    ③スナップ 
 
入力点を画面上の何を基準に決定するかの選択です。「グリッド」「通り」「部材」(屋根入力で
作成するデータのみ)[登録点]の4種類(複数の選択可)から入力点に一番近い点が選択されます。 
 
    ④グリッド設定 
 
通り交点以外の座標にデータを作成する場合に使用するグリッドの設定を行います。 
グリッド点は画面に赤い点で表示されます。 
Ｘ・Ｙ各方向のピッチ・刻み開始座標・刻み方向の角度・刻み点数等の設定をします。 
※入力画面でマウスの中ボタン(スクロールダイアル等)クリックで入力点を刻み開始座標に取り
込めます。 
 
    ⑤表示倍率の設定 
 
   「表示倍率」・・・初期値(0.03)。数値が大きいほど大きく表示、直接入力可能。 
    [全]ボタン・・・起動時の表示(全体表示に近い表示)状態を設定し再描画します。 
    [再]ボタン・・・現在の設定で画面を再描画します。 
    [左側上下]ボタン・・・左下基準位置(起動時 0, 0 )を基準に拡大・縮小を行います。 
    [右側上下]ボタン・・・現在の画面表示の中心を基準に拡大・縮小を行います。 
 
※上下ボタン下のエリアに数値1～99【標準75(%)】を入力すると１回の縮小率を調整できます。 
※画面の任意位置を拡大表示する場合には入力画面で(シフトキー)を押しながらマウス左ボタン 
 でドラッグして拡大したい部分を囲みます。 
 
   「基準位置（m）」・・・位置のＸ・Ｙに数値（m）を入力することで表示基準位置 

（左下）を設定できます(起動時 0.0, 0.0 ) 
     [左右ボタン]・・・表示位置を左右に移動します。 
     [上下ボタン]・・・表示位置を上下に移動します。 
    ※ボタン下のエリアに数値[標準5(m)]を入力することで１回の移動量を調整できます。 
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    ⑥表示の設定 
    入力されているデータは、画面にグラフィックで表示されます。 
    表示される部材と色は次のとおりです。 
 
      通り・・・暗青色の細線 
      壁・柱・・・白色の線 
      梁・・・水色の線  (片持ち梁は非表示) 
      屋根面（屋根）・・・緑色の太線 
      屋根梁・・・紫色の太線 
      小屋束・・・白色の丸 
      屋根支持線（支持線）・・・白色の極太線 
      荷重割当て（荷重）・・・黄土色の線 
      グリッド（GRID）・・・赤い点 
      登録点・・・赤い点。中間点登録または交点登録した点。 
    ※データ表示は画面左のチェックボックスの操作で表示・非表示の設定ができます。 
 
      [全ON]・・・全ての表示チェックボックスを表示(チェック)状態にします。 
      [全OFF]・・・全ての表示チェックボックスを非表示(チェックなし)状態にします。 
    ※このチェックボックスは、座標操作の対象となるデータの選択もかねています。 
    (この場合は、屋根面・支持線・荷重の屋根配置入力で作成されるデータが対象) 
 
    その他付加情報の表示機能として以下のようなボタンがあります。 
 
     [座標]・・・入力データの座標が(mm)単位で表示されます。（上からX,Y,(Z)） 
     [リスト]・・・屋根面・荷重割当てに付加されたリストの情報が表示されます。 
    表示書式（屋根面）上段 床リスト＋伝達方向記号（↑→＜＞）＋屋根データ番号 
             下段 ３次元ＸＹＺでの面積（㎡）（2次元ＸＹでの面積（㎡）） 
        （荷重割）上段 床リスト＋伝達方向記号（↑→＜＞）＋荷重データ番号：Ｓ 
                   ＋割当先支持線データ番号 
             下段 ３次元ＸＹＺでの面積（㎡）（2次元ＸＹでの面積（㎡）） 
     [3D]・・・壁データと屋根面データを３次元表示する画面を呼び出します。 
     [荷重塗]・・・入力されている荷重割当てデータを塗りつぶし表示します。 
            黒い部分・・・配置無し 
            紺色部分・・・割当先無し 
   紫色部分・・・屋根梁に割当て済 
            灰色部分・・・小屋束に割当て済 

青鼠色部分・・屋根支持線に割当て済 
     [部NO]・・・入力されている部材のデータ番号を表示します。 
            屋根梁の場合 梁リスト番号[データ番号]伝達番号 を表示 
            屋根梁の場合 ＜データ番号＞ を表示 
            指示線の場合  (データ番号)  を表示 
     [通り名]・・・通り名称を表示します。 
    
※[リスト][部NO][通り名]などは、情報を文字で表示します、この時の文字の大きさは「文字」 
の数値(初期値 10)を大きくすることで大きくなります。 
 
    ⑦入力ガイダンス 
 
    画面の一番下に、入力エリアでのマウスのボタン操作が表示されます 
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  ３．データの入力 

 
    ①データの種類 
    ここで、作成できるデータは次の通り。 
 
 (1)屋根面データ・・・［入力］→［屋根面］並びに［入力］→［棟線・頂点］で作成します。 
 (2)屋根梁データ・・・［入力］→［屋根梁］で作成します。 
 (3)小屋束データ・・・［入力］→［小屋束］で作成します。 
 (4)屋根支持線データ・・・［入力］→［屋根支持線］で作成します。 
 (5)荷重割当てデータ・・・［入力］→［荷重割当て］で作成します。 
 
    ②入力手順と計算方法 
上の(1)～(4)の部材データを必要に応じて作成し、機能の荷重割自動作成や(5)で荷重割を作成 
して割り当てることで、支持線屋小屋束の下にある壁・梁・柱（柱は小屋束下と屋根梁端の場合
のみ）部材に屋根荷重を伝達します。 
（屋根梁は屋根梁同士の伝達を行ない最終的に支持線、小屋束に荷重を伝達しますので最終的 
には、必ず支持線や小屋束に接する形になるように入力してください） 
  この際、支持線下にある複数の部材への伝達分担は自動的に行われます。 
 ※屋根面データを作成しただけでは、屋根荷重の拾いは行われませんので注意してください。 
(屋根面データは図面描画及び、荷重割自動作成、荷重割当て時の補助データとして使われます) 
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  ４．各操作メニューの説明 
 
    ①入力 
 
    入力のメニューは、［屋根面］［棟線・頂点］［屋根梁］［小屋束］［屋根支持線］ 
［荷重割当て］です。 

 
     (1)［入力］→［屋根面］ 
 ここでは、単純な屋根形状の「寄せ棟」「切り妻」の屋根面データの一括作成及び、屋根面１ 
 面ずつの入力ならびに［入力］→［棟線・頂点］で使用する軒線で構成される屋根の多角形デ 
 ータの入力ができます(多角形の入力点数の制限は50) 
 最初に、メニューの下の 「入力高さ(mm)」に軒の高さを入力します。 
 この高さは各点入力ごとに変更することも可能です。 
 
    (ｲ)屋根の軒線及び多角形が長方形(XY平面で斜め形状でない)の場合 
 マウス左ボタンのドラッグで長方形の入力が可能です。 
 
    (ﾛ)屋根の軒線及び多角形が長方形(XY平面で斜め形状でない)以外の場合 
 屋根多角形の頂点をマウス左ボタンで順次クリックし、最後の点(最初の点と結ぶ点)を入力後
、 
 右ボタンクリックで、多角形を入力します。 
 
    (ｲ)(ﾛ)どちらかで入力後、屋根一括と書かれた屋根データ作成用の画面が表示されます
。 
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 ＜屋根一括＞画面の説明 
 
 「形状」・・・ 寄せ棟・切り妻・板状（L形等の複雑な形状もこちら）から選択 
（寄せ棟選択時）・・棟高さ（入力値または勾配から）と妻線の方向からデータを作成します。 
 
（切り妻選択時）・・棟高さ（入力値または勾配から）と妻線の方向からデータを作成します。 
 
（板状選択時）・・・入力した座標のままの多角形データを作成します。 
※寄せ棟・切り妻は、単純形に限り屋根面を４枚～２枚、下の棟・妻の条件で自動作成できます 
 単純形以外の寄せ棟、切り妻は、板状でデータを作成するようにしてください。 
 
 「床(屋根)リスト」・・・屋根に使用する床リストを選択します。 
 「根太方向」・・屋根（床）の根太方向を選択します 
 「棟高さ」・・・棟高さを差分または勾配で入力します。 
        （差分で入力選択時）・・・差分をmm単位で入力します。 
        （勾配で入力選択時）・・・勾配を入力します。 
 「妻方向」・・・妻方向の角度をＸ軸との角度より入力します。 
        「Ｘ軸との角度より」にチェックを入れて角度を入力します。 
 「決定」・・・ 設定した条件で屋根面データを作成します。 
 「キャンセル」・・・ 屋根面データ作成をキャンセルします（入力点もクリアされます） 

※ 作成した屋根面データの削除は［編集］→［屋根面削除］のメニューで行います。 
 
 
 
    (2)［入力］→［棟線・頂点］ 
 
    複雑な形の寄せ棟・切り妻やその複合などの屋根形状を入力するのに使用します 
    最初に(1)「屋根面」の板状を使用して、軒線等の形の多角形を入力しておきます 
    次に、このメニュー選択後、メニューの下の 「入力高さ(mm)」に棟の高さを入力します 
 
  マウス左ボタンで上記多角形中の棟線の頂点の一つを入力（端の点から）すると、入力対象
の多角形が黄色く表示され<棟線の入力>という入力画面があらわれます、と同時に一番近い
多角形の点と入力点間に線が描かれます。 
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 この状態は屋根面を作成するのに「入力点」と「多角形の点」を結ぶか聞いてきている状態で
すので、結ぶのであれば[選択/解除]を、他の点と結びたい場合は[次の候補]をクリックして「入
力点」に結びたい「多角形の点」をすべてを選択します。選択できたら、次の棟頂点の入力に移
行するため［次の点を入力］をクリックすると２点目以降の棟頂点の入力になります 
 
 入力前にメニューの下の 「入力高さ(mm)」を変更すれば２点目以降の入力点の高さが変更でき
ます。この操作を繰り返し「棟頂点」と「多角形の点」を結び付けます。 
 最後の棟頂点を入力したら[データ作成完了]で一括して屋根面のデータが作成できます。 
 
 ※すでに棟頂点に結びつけた多角形の点は他の頂点に結びつけることが出来ません。 
 ※何回かに分けてこの作業を行うことで、複雑な形状にも対応できます。 
 ※ここで、入力困難な部分は(1)「屋根面」の板状を使用して一枚ずつ入力する必要があります 
 ※入力点の座標は ③[座標] のメニューで後で簡単に変更できます。 
 
    ＜棟線の入力＞画面の説明 
 
    [選択/解除]・・・入力点に結びつける多角形の点の選択・解除に使用します。 
            （選択後に再選択すると解除になります） 
    [次の候補]・・・結びつける多角形の点の次の候補に移動します。 
    [前の候補]・・・結びつける多角形の点の前の候補に移動します。 
    [残全て選択]・・・まだ、選択されていない全ての多角形の点を入力点に結びます。 
             （とんがり屋根形状などの時に便利です） 
    [現在点取り消し]・・・現在の棟頂点の入力をやり直します。 
 
    ※入力エリアでの右クリック（1点キャンセル）と併用し最初の入力まで戻れます。 
    [次の点を入力]・・・次の棟頂点の入力に移ります。 
    [データ作成完了]・・データを作成して処理を終了します。 
    [全てキャンセル]・・データを作成せずに全てをキャンセルして処理をを終了します。 
 
 
   (3)［入力］→［屋根梁］ 
 
    屋根梁の入力をします。屋根梁は(6)［荷重割当て］で作成、割り当てられた荷重もしく

は機能の荷重割自動作成で割り当てられた荷重を拾い、その伝達をします。（屋根梁の
自重は拾いません） 
屋根梁は最終的には、屋根支持線や小屋束まで荷重を伝達します、伝達終点は必ず、屋
根支持線か小屋束になるように入力してください。又、屋根梁同士が端部で接するよう
な場合、入力時に指定した伝達番号の大きい方から小さい方に荷重を伝達します。 

 
    (ｲ)配置する場合 
 
    マウスの左ボタンを屋根梁の始点・終点の位置で順次クリックします。 

屋根支持線や小屋束をまたぐ入力になる場合は、その点で自動分割するかどうかの選択
になります。 

 入力時の情報として、伝達順番号も一緒に入力します。 
 
 
    (ﾛ)配置してある屋根梁データを削除する場合 
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    マウスの左ボタンのドラッグで削除するデータを選択します（選択データは黄色表示） 
    この際、データを完全に囲むことで複数のデータの一括選択が可能です。 
    （部分的に囲んだ場合は近いデータが選択されます） 
    又、すでに選択されているデータは再選択されると選択が解除されます。 
    データ選択後、マウスの右ボタンクリックで選択データの削除を実行します。 
    確認画面が表示され、[はい]を選択するとデータの削除が実行されます 
 
   (4)［入力］→［小屋束］ 
    小屋束の入力をします。小屋束は、小屋束上に端点のある屋根梁の荷重の伝達及び、 
(6)［荷重割当て］で小屋束に割り当てられた荷重もしくは機能の荷重割自動作成で割り当
てられた荷重を拾いその下にある壁・梁等の部材（片持梁・屋根梁は除く）に伝達しま
す。 
※伝達を行なうためには、下（入力上は同一階）に部材（壁・梁）が無ければなりません 

 
     (ｲ)配置する場合 
 
    マウスの左ボタンを小屋束の入力点でクリックします。 
 
    (ﾛ)配置してある小屋束データを削除する場合 
 
    マウスの左ボタンのドラッグで削除するデータを選択します（選択データは黄色表示） 
    この際、データを完全に囲むことで複数のデータの一括選択が可能です。 
    （部分的に囲んだ場合は近いデータが選択されます） 
    又、すでに選択されているデータは再選択されると選択が解除されます。 
    データ選択後、マウスの右ボタンクリックで選択データの削除を実行します。 
    確認画面が表示され、[はい]を選択するとデータの削除が実行されます 
 
   (5)［入力］→［屋根支持線］ 
    屋根の荷重を負担する部材を検索する基準線として使用します。 
    作成した屋根支持線データと重なる壁・梁等の部材（片持梁は除く）に(6)［荷重割当て

］で作成、割り当てられた荷重もしくは機能の荷重割自動作成で割り当てられた荷重を
拾い伝達します。 

   ※支持線と部材の重なりは、高さ方向については同一階かどうかのみで判断しています。 
 
    (ｲ)配置する場合 
 
    マウスの左ボタンを屋根支持線の始点・終点の位置で順次クリックします。 
    ※入力点のスナップは自動的には通り交点となります、配置は通り線上に重なるように

して下さい。 
     重なっていないと通り上の部材の検索に失敗します。 
 
    (ﾛ)配置してある屋根支持線データを削除する場合 
 
    マウスの左ボタンのドラッグで削除するデータを選択します（選択データは黄色表示） 
    この際、データを完全に囲むことで複数のデータの一括選択が可能です。 
    （部分的に囲んだ場合は近いデータが選択されます） 
    又、すでに選択されているデータは再選択されると選択が解除されます。 
    データ選択後、マウスの右ボタンクリックで選択データの削除を実行します。 
    確認画面が表示され、[はい]を選択するとデータの削除が実行されます 
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   (6)［入力］→［荷重割当て］                    配置入力－２０ 
    荷重の割り当ては作成した屋根梁・小屋束・屋根支持線に対し、次のように行います 
    重なる屋根面データが無い場合、メニューの下の「入力高さ(mm)」に軒の高さを入力し

ます。 
    （重なる屋根面データがある場合、入力高さは屋根面データに自動投影されます） 
    始めに、マウスの左ボタンのクリックで荷重を割り当てる屋根梁・小屋束・屋根支持線

データを選択します。(選択されているデータは赤色で表示されます) 
    選択した屋根梁・小屋束・屋根支持線データが目的のものであれば、マウスの右ボタン

のクリックで割り当てる荷重の入力に移行します。 
    荷重多角形の頂点をマウス左ボタンで順次クリックし、最後の点(最初の点と結ぶ点)を

入力後右ボタンクリックで多角形を入力します。 
 
    荷重データ作成の確認と床リスト番号の選択をおこなう画面が表示され、[データ作成]

を選択するとデータが作られます。 
    以上で選択した部材データに対して１つの荷重を割り当てたことになります。この操作

の繰り返しで一つの部材データデータに対して最大２０個までの荷重のデータが割り当
てられます。 

    注)荷重データは基本的に１つの屋根面データに含まれる単位で入力してください 
    部材データと離れた荷重データは入力しないでください 
 ※作成した荷重データの削除は[編集]→[荷重割削除]のメニューで行います（②編集（４）） 
 
    ②編集 
   編集のメニューは、[屋根面削除] [床リスト再配置] [荷重割削除] [荷重再割当] 
[荷重床リスト] です。 

   ※データの選択情報は処理をキャンセルしても再びメニューをクリックするまで残ります 
     (1)［編集］→［屋根面削除］ 
     作成済の屋根面データの削除を行います。 
     マウス左クリックで１枚、マウス左ドラッグで囲むと複数のデータが選択できます。 
     （選択部材は黄色表示、再選択すると未選択状態に戻る） 
     選択後マウス右クリックで削除の確認画面になり、[はい]で処理を実行します。 
 
     (2)[編集]→[床リスト再配置] 
     作成済の屋根面データの床リスト・根太方向の変更を行います。 
     マウス左クリックで１枚、マウス左ドラッグで囲むと複数のデータが選択できます。 
     （選択部材は黄色表示、再選択すると未選択状態に戻る） 
     選択後マウス右クリックで変更の確認画面になり、[はい]で処理を実行します。 
 
     (3)[編集]→[荷重割削除] 
     作成済の荷重割当てデータの削除を行います。 
     マウス左クリックで１枚、マウス左ドラッグで囲むと複数のデータが選択できます。 
     （選択部材は黄色表示、再選択すると未選択状態に戻る） 
     選択後マウス右クリックで削除の確認画面になり、[はい]で処理を実行します。 
 
     (4)[編集]→[荷重再割当] 
     作成済の荷重割当てデータの割当先の変更を行います。 
     マウス左クリックで割当先の屋根支持線を選択します(選択部材は赤色表示)、次にマ

ウス右クリックで荷重割の選択に移行し、マウス左クリックで荷重割を選択します。 
（選択はクリックごとに①データで複数可、選択部材は黄色表示、再選択すると未選択
状態に） 

     選択後マウス右クリックで再割り当ての確認画面になり、[はい]で処理を実行します
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配置入力－２０ 
     (5)[編集]→[荷重床リスト] 
     作成済の荷重割データの床リスト・根太方向の変更を行います。 
     マウス左クリックで１枚、マウス左ドラッグで囲むと複数のデータが選択できます。 
     （選択部材は黄色表示、再選択すると未選択状態に戻る） 
     選択後マウス右クリックで変更の確認画面になり、[はい]で処理を実行します。 
 
 
    ③座標 
    座標操作の対象となるのは屋根配置入力で作成するデータ(屋根面・屋根支持線・荷重割

当て)です。 
    また、表示選択されていないデータは対象になりません 
 
     (1)[座標]→[高さ設定] 
     入力済の部材点の高さ(Z)方向の移動を行います。 
     移動先の高さ座標(mm)もしくは移動距離(mm)(差分で移動をチェック時)を入力後、移

動したい点を囲むようにマウス左でドラッグします、囲まれた点が全て移動します。 
     ※差分で移動する場合、マウス右でドラッグすると反対方向に移動します。 
     ※屋根支持線データの高さ(Z)座標は表示されません(設定は無効です) 
 
     (2)[座標]→[座標移動] 
     入力済の部材点の平面(XY)での移動を行います。 
     移動先のXY座標(mm)もしくはXY各方向の移動距離(mm)(差分で移動をチェック時)を入

力後、移動したい点を囲むようにマウス左でドラッグします、囲まれた点が全て移動
します。 

     ※差分で移動する場合、マウス右でドラッグすると反対方向に移動します。 
 
     (3)[座標]→[距離計測] 
     グリッド点からグリッド点までの距離と角度を計測します。 
     グリッドをマウス左クリックし、その後もう一点をマウス左クリックしますと、クリ

ックした2点間の距離と角度を表示します。 
 
     (4)[座標]→[中間点登録] 
     グリッド点からグリッド点を均等もしくはピッチごとに分割して算出した点を登録点

とします。画面上の設定で、入力した両端の点を登録点に加えることも可能です。 
     均等またはピッチを選択し、分割数またはピッチかを入力し、分割したいグリッド間

の両端２点をマウス左クリックします。 
 
     (5)[座標]→[交点登録] 
     グリッド点からグリッド点と表示部材・通り・グリッド線分の交点を登録点とします 
     画面上の設定で、入力した両端の点を登録点に加えることも可能です。 
     表示部材・通り・グリッド線分・両端も登録を選択し、グリッド間の両端２点をマウ

ス左クリックします。 
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    ④機能 
 
     (1)［機能］→［データチェック］ 
     屋根配置入力で作成したデータのチェックを行います。 
     メッセージは[不正] [警告] [確認]の不具合の可能性の高い順に３段階で、メッセー

ジの内容及び部材の種類・位置とともに専用画面に表示されます。 
     ボタンクリックと同時にチェックは完了し表示され、[印刷]ボタンにより画面からの

チェックメッセージの簡易印刷も可能です。 
     ※[警告] [確認] のメッセージは確認を促すもので正しいデータの入力時にも出力さ

れます 
 
     (2)［機能］→［荷重割自動作成］ 
     荷重割を自動設定します。 
     分割に失敗する場合もありますので、荷重割当てと併用してお使いください。 
     クリックすると表示される画面で条件を設定し、作成実行ボタンをマウス左クリック

すれば自動で作成されます。 
 
     (3)［機能］→［未保存終了］ 
     屋根配置入力画面呼び出し時から追加作成したデータの保存をせずに終了したい場合

に使用します。[未保存終了]ボタンクリック後、確認画面が表示され[はい]で屋根配
置入力が終了します。 

 
     (4)［機能］→［ファイル削除］ 
     屋根配置入力で作成したファイルごと全てのデータを削除します。 
     [ファイル削除]ボタンクリック後、確認画面が表示され、[はい]で削除が実行されま

す。 
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                                     配置入力－２１ 

 ２１．節点移動  （節点移動の配置） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 移動方法(クリック位置：節点) 

操作方法 節点移動の状況 

クリック 節点移動を実行します。 

ドラッグ 複数の節点移動を実行します。 

(右ボタン)クリック 節点移動した節点を元に戻します。 

(右ボタン)ドラッグ ドラッグ範囲内の全ての節点を元に戻します。 

注）全ての階の指定接点が同じように移動します。 
注）隣接する節点を越える移動は行わないでください 
注）節点移動する場合は、移動点の間の点も直線化するような形で移動してください 

   ●操作方法 
    ①移動したい距離を｢移動Ｘ(mm)｣と｢移動Ｙ(mm)｣に入力します。 
    ②移動したい節点をクリックすると、入力した距離分移動します。 
    ③元に戻したい場合は、節点を右クリックします。 
※画面上の表示 
【例】５００：０の場合 

  Ｙ方向の移動距離 
Ｘ方向の移動距離 
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 ２２．基礎梁配置 基礎計算用入力及びアンカ－ボルト計算用 
■配置方法 
【一般事項】画面  
     

【基礎梁配置】画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階選択 

モニタサブ 

基礎梁配置 
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【基礎梁の入力】画面 

 

配置入力－２２ 

 

１．「一般事項」で、基礎種別、根入れを入力します
。「布」を選択した場合、基礎梁を配置した場所を布
基礎とし、「べた」を選択した場合、基礎梁で囲まれ
た区間をべた基礎とします。 
 
２．配置入力の「基礎梁」をクリックし、「階選
択」で、基礎、基礎梁を配置する階を選択しま
す。配置時に表示される「基礎梁の入力」、「
基礎梁の配筋等の条件リスト入力」にデータを
入力し配置します。 
 
 
 
 
・配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

操作方法 基礎梁の配置状況 

配置位置をクリック→基礎梁の入力の
「追加」ボタンクリック 

１スパンの基礎梁を配置します。 

配置位置をドラッグして選択→基礎梁
の入力の「追加」ボタンクリック 

連続スパンの基礎梁を配置します。 
※複数の通りを囲むドラッグ操作（配置
）はできません。 

(右ボタン)クリック 

削除ボタンクリック 
基礎梁を削除します。 

(右ボタン)ドラッグ 
ドラッグ範囲内の全ての基礎梁を削除し
ます。 

基礎梁の入力の「中止」ボタンクリッ
ク 

追加、削除せずに画面を閉じます 
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配置入力－２２ 
 

・［階選択］は、デフォルトで［１階（２床）］となっています。「基礎梁配置」では最
下階となります。 

 

・基礎梁がＴ字に交わる場合には、下図のように基礎梁配置をして下さい。 

        

×          ○ 
 
・配置された基礎梁は緑で表示します。 
・基礎梁の配置箇所に表示されるデータは以下の通りです（「モニタサブ」のチェックボ
ックスでデータの表示、非表示を行います） 
 

 

表示データ 
 
 
 
・べた基礎の場合、必ず4辺を基礎梁で囲まれていなければなりません。 
下図の様な場合には、ダミー梁を配置して下さい。 
 

           

 
ダミー梁 

 

左列 
①立ち上がり幅 
②地盤上の立ち上がり高 
③床荷重負担幅 
④追加等分布荷重 
⑤追加荷重 

右列 
①フーチング幅（布基礎用） 
②Ａ：Ｂ 
Ａ．基礎梁の配筋等の条件リスト№  
Ｂ．1階床を基礎区画と同様に荷重割して負担す
る・しない 
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配置入力－２２ 
 

・べた基礎、または「基礎梁の配筋等の条件リスト入力」で「1階床を基礎区画と同様に荷重割して
負担」が指定されている場合、ダミー梁が負担する負担重量は下図のように隣接する基礎梁にそれ
ぞれ割り振ります。 
 
【ダミー梁の負担重量の割り振り】 
 
 ダミー梁 ダミー梁の負担重量 
 

 

 

 

 

 
 

負担重量1の1/2を基礎梁A,Bへ 

負担重量2を基礎梁Cへ 
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配置入力－２２ 
■入力項目 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

・入力項目①～⑨までは上図参照。 
図④の根入れは、「一般事項」で入力し
ます。 
 
 
 
 
 
 
⑩布基礎の偏心の設定 

 

 
 
 
 

 

【基礎梁の配筋等の条件リスト入力】画面 

 

⑥ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑩ 

⑨ 

【基礎梁の入力】画面 

 

 
 

③ 

② ① 
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配置入力－２２ 
 

 
 
・「ダミー梁とする」… ベタ基礎、1F床を亀甲分割するためのダミー梁とする・しない。 
・「1階床を基礎区画と同様に荷重割して負担」･･･ 1階床を亀甲分割したものを基礎梁が負担する・しな
い。 
・「床荷重負担幅」… 基礎梁が床荷重を負担する幅。 
・「追加等分布荷重」… 基礎梁が負担する等分布荷重。 
・「追加荷重」… 基礎梁が負担する荷重。 
・「配筋等の条件選択」… 基礎梁の配筋等の条件リストを選択します（条件リストは、10パターンまで

入力可能） 
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配置入力－２２ 
 

 
・底盤の配筋（ベタ基礎用）、コンクリート種別…テキスト入力「基礎」で選択します。 

         

 
 
・ベタ基礎の底盤厚、底盤ピッチ、径 
ベタ基礎範囲の左下に配置された基礎梁データ（X1、Y1）を短辺、長辺、それぞれの径、底盤ピッチ、
底盤厚とします。もし、基礎梁（X1、Y1）の底盤厚が異なる場合には、厚さの薄い方を底盤厚とします
。 
 

 

 

 

 

          

・人通口リスト･･･人通口の寸法、人通口下の配筋を入力します（10パターンまで入力可能） 

・⑫「人通口の配筋を指定する」をチェックしない場合、人通口下を⑪「条件リストの入力」
で選択された配筋で検定します。 

・人通口を配置しない場合は「無し」を選択して下さい。 

 

⑫ 
⑪ 

X1基礎梁データD13@200 底盤厚150mm 
Y1基礎梁データD13@200 底盤厚160mm 
 
短辺データY1 
長辺データX1 
底盤厚 150mm ＝ 150mm ＜ 160mm 
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配置入力－２２ 

 

・⑫「人通口の配筋を指定する」をチェックした場合、人通口下を⑬で指定した配筋で検定し
ます。 

 

※主筋材質は「条件リストの入力」②で指定されたものを使用します。 

 
アンカ－ボルトの引張、および、せん断の検定計算を行うときは、必ず入力して下さい。 
計算・出力を行いません。 
 
 
 
 
 

 

⑬ 

⑫ 
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配置入力－２３ 
 

 ２３．節点直線補間    節点移動の後に実行 
 

 

①節点直線補間の配置方法（配置位置：通り上の２点間） 

操 作 方 法 大 梁 の 配 置 状 況 

   ドラッグ（※） 連続スパンの通りを配置します。 

 
節点直線補間を行うか確認？ はい・いいえを選択します。 

 

直線補間実行後      
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           モニタ－１ 

５．モニタ 
 
  部材の配置状況を｢３次元｣、｢軸図Ｘ｣、｢軸図Ｙ｣、「伏図」で確認します。 
 

 １．３次元  
 

 

 

  １．[再描画]ボタン 

    伏図を再描画します。 

  ２．表示倍率 

    伏図の表示倍率（１／Ｘ）を変更します。 
    表示倍率を直接入力するか、表示倍率右の ボタンをクリックします。 

  ３．[階マルチ]ボタン（[階単独]ボタン） 

    複数階のデータを同時に配置や削除する場合は、[階マルチ]ボタンをクリックします。 
    ｢階選択｣で対象階を ONにして下さい。ボタン表示は[階単独]になります。 

    ※起動時は[階マルチ]表示になっています。｢階選択｣では１つの階のみ選択可能です。 
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                                       モニタ－２ 

 ２．軸図Ｘ  
 

 

  １．[再描画]ボタン 

    伏図を再描画します。 

  ２．表示倍率 

    伏図の表示倍率（１／Ｘ）を変更します。 
    表示倍率を直接入力するか、表示倍率右の ボタンをクリックします。 

  ３．[階マルチ]ボタン（[階単独]ボタン） 

    複数階のデータを同時に配置や削除する場合は、[階マルチ]ボタンをクリックします。 
    ｢階選択｣で対象階を ONにして下さい。ボタン表示は[階単独]になります。 

    ※起動時は[階マルチ]表示になっています。｢階選択｣では１つの階のみ選択可能です。 
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                                       モニタ－３ 

 ３．軸図Ｙ  
 

 

  １．[再描画]ボタン 

    伏図を再描画します。 

  ２．表示倍率 

    伏図の表示倍率（１／Ｘ）を変更します。 
    表示倍率を直接入力するか、表示倍率右の ボタンをクリックします。 

  ３．[階マルチ]ボタン（[階単独]ボタン） 

    複数階のデータを同時に配置や削除する場合は、[階マルチ]ボタンをクリックします。 
    ｢階選択｣で対象階を ONにして下さい。ボタン表示は[階単独]になります。 

    ※起動時は[階マルチ]表示になっています。｢階選択｣では１つの階のみ選択可能です。 
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                                       モニタ－４ 

 ４．伏図  
 

 

  １．[再描画]ボタン 

    伏図を再描画します。 

  ２．表示倍率 

    伏図の表示倍率（１／Ｘ）を変更します。 
    表示倍率を直接入力するか、表示倍率右の ボタンをクリックします。 

  ３．[階マルチ]ボタン（[階単独]ボタン） 

    複数階のデータを同時に配置や削除する場合は、[階マルチ]ボタンをクリックします。 
    ｢階選択｣で対象階を ONにして下さい。ボタン表示は[階単独]になります。 

    ※起動時は[階マルチ]表示になっています。｢階選択｣では１つの階のみ選択可能です。 
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                                          計算 

６．計算 
 

 

  ○計算 

   建物の設計条件により計算方法（簡易計算、詳細計算）を選択し実行します。 
    
   簡易計算 ：２階建て以下の建物の確認申請（壁量、充足率、接合部）を計算します。 
   詳細計算 ：３階建て以下の許容応力度計算、２次計算を実行します。 
 
  ○計算メッセージ 
   計算メッセージウィンドウには、計算過程を表示します。 
 
  ○警告メッセージ 
   入力エラー、計算エラー等を表示します。 
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 １．エラーメッセージ  
 
1. 入力エラー 
入力データ及び配置データに問題があるデータ 
 
入力エラー 階[] 床面積の値が不正です。※数値入力 
入力エラー 屋根見付面積（Ｘ方向）の値が不正です。 
入力エラー 階[] 上部見付面積（Ｘ方向）の値が不正です。 
入力エラー 階[] 上部見付面積（Ｙ方向）の値が不正です。 
入力エラー 階[] 下部見付面積（Ｘ方向）の値が不正です。 
入力エラー 階[] 下部見付面積（Ｙ方向）の値が不正です。 
入力エラー 階[] 階高の値が不正です。 
入力エラー 階[] 床高さの値が不正です。 
入力エラー 最高高さの値が不正です。 
入力エラー 軒高さの値が不正です。 
入力エラー 軒高と合計の高さが合ってません。 
入力エラー 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] の壁を支える部材がありません。 
入力エラー 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] の壁を支える部材がありません。 
入力エラー V0の値が不正です。 
入力エラー 断面算定データの梁幅が０なので、算定から除外。 
入力エラー 断面算定データの梁材種[ ]の許容応力度を入力して下さい。 
入力エラー []階  [ ]通り [ ]-[ ]のサイズが０なので、検定から除外。 
入力エラー []階梁 [ ]通り [ ]-[ ]の梁材種[  ]の許容応力度を入力して下さい。 
入力エラー 階[] [Y ，X ]の柱を削除して下さい。 
入力エラー 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] Ｘ方向の根太を支える部材がありません。 
入力エラー 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] Ｙ方向の根太を支える部材がありません。 
入力エラー 階[] 簡易用配置入力をして下さい。 
 
配置エラー 階[] [ Y ，X ] の柱グループの柱寸法が違います。 
配置エラー 階[] [ Y ，X ] の柱グループの材種が違います。 
配置エラー 階[] [ Y ，X ] の柱グループのほぞ寸法が違います。 
 
ワーニング []階 梁[]通り []-[]の引張側の切り欠き高さが梁せいの１／４を越えた。 
ワーニング 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] の壁の両側が建物の外です。 
ワーニング 階[] 長期軸力がゼロです。 
ワーニング 階[] 積雪軸力がゼロです。 
ワーニング 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] 根太を支える部材が片側のみです。 
ワーニング 階[] [Y ，X] 片持ち梁の先端に柱が配置されています。 
ワーニング 階[] [始Y ，始X]→[終Y ，終X] の梁を支える部材がありません。 
ワーニング 階[] [Y ，X ]に柱がありません。 
ワーニング 階[] ( Ｘ方向 )偏心率が大きすぎます。 Ｒｅｘ[ 値 ]   ＞ ０．３ 
ワーニング 階[] ( Ｙ方向 )偏心率が大きすぎます。 Ｒｅｘ[ 値 ]   ＞ ０．３ 
ワーニング 階[] ( Ｘ方向 簡易 )偏心率が大きすぎます。 Ｒｅｘ[ 値 ]   ＞ ０．３ 
ワーニング 階[] ( Ｙ方向 簡易 )偏心率が大きすぎます。 Ｒｅｘ[ 値 ]   ＞ ０．３ 
※ 図心設定で床領域を配置していない場合に出力されます。 
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ワーニング []階 基礎梁[]通り []-[]（短期）上端筋応力検定比 NG 
ワーニング []階 基礎梁[]通り []-[]（短期）人通口下－上端筋応力検定比 NG  
ワーニング 基礎区画 []-[] 底盤スラブの検定 □方向端部・中央部 NG 
                         

2. 計算エラー 
 
計算エラー 階[] Ｘ方向の風圧力に対する壁量が不足しています。 
計算エラー 階[] Ｙ方向の風圧力に対する壁量が不足しています。 
計算エラー 階[] Ｘ方向の地震力に対する壁量が不足しています。 
計算エラー 階[] Ｙ方向の地震力に対する壁量が不足しています。 
 ※耐力壁を増やすか壁倍率をあげてください。 
計算エラー 階[] [Y ，X] 上階からの軸力が伝達できません、部材を配置して下さい。 

 ※柱の直下に柱又は梁等の軸力が伝達できる部材が無いときに出力され
ます。 

計算エラー []階 梁[]通り []-[]の横架材の長期曲げ耐力が不足しています。 
計算エラー []階 梁[]通り []-[]の横架材の短期曲げ耐力が不足しています。 
計算エラー []階 梁[]通り []-[]の横架材の長期せん断耐力が不足しています。 
計算エラー []階 梁[]通り []-[]の横架材の短期せん断耐力が不足しています。 
計算エラー []階 梁[]通り []-[]の横架材のたわみが大きすぎます。 
計算エラー []階 梁[]通り []-[]の横架材の耐力が不足しています。 
計算エラー 階[] [ Y ，X ] の柱の耐力が不足しています。 
計算エラー 階[] Ｘ方向の層間変形角が大きすぎます。 
計算エラー 階[] Ｙ方向の層間変形角が大きすぎます。 
計算エラー   階[ ] [X,Y方向] 地震力に対する許容耐力の検定で NG があります。 
計算エラー   階[ ] [X,Y方向] 風圧力に対する許容耐力の検定で NG があります。 
計算エラー   階[ ] [X,Y方向] [通り] 鉛直構面の検討(地震時)で NG があります。 
計算エラー   階[ ] [X,Y方向] [通り] 鉛直構面の検討(風圧時)で NG があります。 
計算エラー   階[ ] [X,Y方向] [通り] 水平構面の検定(地震時)で NG があります。 
計算エラー   階[ ] [X,Y方向] [通り] 水平構面の検定(風圧時)で NG があります。 
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７．結果表示 
 

 

 
  ○結果表示 
計算が終了すると計算結果を画面表示で確認できます。表示する項目タブを選択し結果を
表示させます。 
 

  ○印刷 
表示領域内の右マウスクリックで部分印刷ができます。また図が表示される結果表示では
、画面の図の大きさを「最大、大、中、小、最小」から選択できます。 
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８．印刷 

 

 
  ○印刷 
確認申請用（許容）と確認申請用・ＤＸＦ出力と３種類の選択項目タブがあります。 
 
確認申請用（許容） ：詳細計算を実行した場合に使います。木造３階建て構造計

算書ならびに許容応力度計算をした２階建て、平屋建て計
算書もこちらになります。品確法の等級設定に対応 

確認申請用 ：簡易計算を実行した場合に使います。壁量計算、壁充足率
、接合部の出力をします。 

     ＤＸＦ出力       ：伏せ図、軸図、金物伏せ図などをＤＸＦ変換し出力。 
 
  ○接合部の出力について 
接合部の出力は、接合部の計算が軸力より計算、Ｎ値計算の計算実行により決まります。 
※３階建ては軸力よる計算を行ってください。 

  ○出力結果 
入力内容を変更した場合は、必ず計算を実行し直して出力してください。計算を実行しな
いで出力した場合は、以前の計算結果が出力されます。 
○目次ページ印刷 
  チェックした印刷項目について、目次に印刷頁を印刷します。 
○出力する加力方向 

    全て・加力方向未考慮時のみ・加力方向未考慮時以外の選択により印刷します。 
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  ○確認申請用出力 
   確認申請用出力は、平屋・２階建て用の出力です。 
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印刷 
 

 

 
 
ＤＸＦによる出力 
簡易図面をＤＸＦ出力することが出来ます。 
 
ＤＸＦ出力内容 
各階伏図・各通り軸組図・階別・柱梁表・金物伏図・金物伏図凡例 
 
出力先はＤＤＳＹＳフォルダ－の下のＭＯＫＵ３２ＤＡＴＡの中に出力さてますので、 
確認ください。 
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９．ウィンドウ操作 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○マルチウィンドウ画面の表示 
起動時の標準の画面は、上図で表示されますが｢元のサイズに戻す｣をクリック 

 

各配置画面でのマウスカーソルの位置を表示します。 
Ｘ方向名称、Ｙ方向名称（Ｘ方向座標mm、Ｙ方向座標mm） 
座標は、Ｘ１、Ｙ１原点の表示です。 

各配置画面でのマウスボタンの説明が表示されます。 

元のサイズに戻す 
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  ○サブパネル表示・非表示 
サブパネル領域の右マウスクリックでパネルの表示指定が表示されます。 
サブパネルを非表示にすることで表示領域が広くなります。 
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 －１３９－

                                      構造計算－１ 

１０．構造計算 
 １．構造計算の流れ  
  １．２階建て以下の建物 

    階数≦２、高さ≦１３ｍ、軒の高さ≦９ｍ、延べ面積≦５００㎡の場合、建築基準法 
    により下記の計算を行います。 

壁量計算（必要壁量、壁量充足率、壁率比） 
建築基準法施行令第４６条第４項の壁量の確保 
 
壁量充足率の計算 
告示平１２建告第１３５２号による壁量充足率の確認 
 
接合部の計算 
告示平１２建告第１４６０号による筋かい端部金物の確認 
 

  ２．３階建て以下の建物 

    前項１．以外の場合、建築基準法により壁量計算と許容応力度計算を行います。 
壁量計算（必要壁量、壁量充足率、壁率比） 
建築基準法施行令第４６条第４項の壁量の確保 
 
風圧力、地震力の計算 
建築基準法施行令第８７条、第８８条による計算 
 
鉛直構面の剛性と許容せん断耐力の計算 
令46条表1および昭56建告1100号別表 
 
偏心率、ねじれ補正 
建築基準法施行令第８２条の３による確認 
 
地震力・風圧力に対する鉛直構面の検定 
地震力・風圧力に対する水平構面の検定 
 
柱頭柱脚接合部の引抜力の計算と接合金物の検定 
Ｎ値計算法に準拠した方法により筋かい端部金物の検定 
 
層間変形角、剛性率、 
建築基準法施行令第８２条の１、２、３による確認 
 
部材耐力による断面検定 
梁・桁・胴差の設計 柱の設計 アンカ－ボルトの検定 
屋根葺き材の検討 
 
地盤と基礎の計算 
基礎反力の計算・べた基礎・布基礎の設計 
基礎梁の設計 
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 ２．２階建て以下の建物  
 
  １．壁量計算 

     
 軸 組 の 種 類 倍  率 
１ 土塗り壁又は木ずりその他これに類する
ものを柱及び間柱に打ち付けた壁を設け
た軸組 

 
０．５ 

木ずりその他これに類するものを柱及び
間柱の両面に打ち付けた壁を設けた軸組 

２ 

厚さ１．５ｃｍで幅９ｃｍの木材若しく
は径９ｍｍの鉄筋又はこれらと同等以上
の耐力を有する筋かいを入れた軸組み 

 
 

１．０ 

３ 厚さ３ｃｍで幅９ｃｍの木材又はこれと
同等以上の耐力を有する筋かいを入れた
軸組 

 
１．５ 

４ 厚さ４．５ｃｍで幅９ｃｍの木材又はこ
れと同等以上の耐力を有する筋かいを入
れた軸組 

 
２．０ 

５ ９ｃｍ角の木材又はこれと同等以上の耐
力を有する筋かいを入れた軸組 

 
３．０ 

６ ２から４までに揚げる筋かいをたすき掛
けに入れた軸組 

２から４までのそれぞれの数値の２
倍 

７ ５に揚げる筋かいをたすき掛けに入れた
軸組 

 
５．０ 

８ その他１から７までに揚げる軸組と同等
以上の耐力を有するものとして国土交通
大臣が定めた構造方法を用いるもの又は
国土交通大臣の認定を受けたもの 

０．５から５までの範囲内において
は国土交通大臣が定める数値 
 

９ １又は２に揚げる壁と２から６までに揚
げる筋かいとを併用した軸組 

１又は２のそれぞれの数値と２から
６までのそれぞれの数値との和 

 
○地震に対する所要壁量は、｢一般事項２｣各階入力床面積より以下により求めます。 
 
地震による所要壁長＝各階床面積×単位壁長 
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               地震力に対する単位壁長 

建築物の種類 係数を乗ずる階 
２階建 ３階建 

 平屋建 
１階 ２階 １階 ２階 ３階 

瓦ぶきなどの重い 
屋根、土蔵造など 
の重い壁の建物  

15 33 21 50 39 24 

金属板、石綿スレ 
ートなどの軽い屋 
根の建物     

11 29 15 46 34 18 

積雪1ｍの地域 25 43 33 60 51 35 参 

考 積雪2ｍの地域 39 57 51 74 68 55 

      注１）積雪１～２ｍの地域では、直線補間によって求める。在来構法については 
         規定がない。屋根勾配により、積雪量を低減して考えてよい。（雪止めが 
         なく、勾配60°超の場合は０としてよい。） 

      注２）軟弱地盤の場合には上表の値を1.5倍して適用する。 
 
 
○風圧力に対する所要壁量は、｢一般事項２｣各階入力受風面積より以下により求めます。 
 
風による所要壁長＝各階受風面積×単位壁長 

 
                 風に対する単位壁長 

 区  域 見付面積に乗ずる数値 
 
１ 
特定行政庁がその地方における
過去の風の記録を考慮してしば
しば強い風が吹くと認めて規則
で指定する区域 

５０を超え、７５以下の範囲内に
おいて特定行政庁がその地方にお
ける風の状況に応じて規則で定め
る数値 

２ １に揚げる区域以外の区域 ５０ 
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  ２．充足率 

存在壁量と壁量充足率 
各階ごとに各方向の全長の１／４ごとに壁量充足率を求めそれぞれの方向で数値が０．
５以上であることを確認します。 

 
 ８M 
 壁倍率＊長さ 
 
 １＊１ １＊２ １＊１ 
 
 
 
 
 
 １２M 
 
 １＊１ １＊４               
 桁行方向 
 
 ２＊２  
 ２＊１ 梁間方向 
 １＊１ １＊２ 
 
 
 
 

上図においてX方向（   梁間方向）の計算 
２階建て軽い屋根の２階部分の計算とします。 
αF＝０．１５ 
桁行方向の長さの１／４は、１２／４＝３ｍ 
 
①部分の必要壁量３×８×０．１５＝３．６ｍ 
存在壁量１＋２＝３ ①部分の充足率 ３／３.６＝０．８３ 
②部分の必要壁量３×８×０．１５＝３．６ｍ 
  存在壁量１＋２＋１＝４ ②部分の充足率 ４／３.６＝１．１１ 
 
よってX方向（   梁間方向）壁率比は、 
壁率比＝０．８３／１．１１＝０．７４ ＞０．５ OK 
壁率比＝１．１１／０．８３＝１．３３ ＞０．５ OK 

 
 
 
 

① 

② 
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 ８M 
 壁倍率＊長さ 
 
 
 
   ２＊１     ２＊１ 
 
 
 
 １２M 
 ２＊２ 
 
 桁方向 
 

 ２＊２ 
 ２＊１ 梁間方向 
 
 
 
 
 
 

上図においてY方向（   桁行方向）の計算 
２階建て軽い屋根の２階部分の計算とします。 
αF＝０．１５ 
梁間方向の長さの１／４は、８／４＝２．０ｍ 
 
①部分の必要壁量２×１２×０．１５＝３．６ｍ 
存在壁量２＋２＝４ ①部分の充足率 ４／３.６＝１．１１ 
②部分の必要壁量２×１２×０．１５＝３．６ｍ 
  存在壁量２＋４＝６ ②部分の充足率 ６／３.６＝１．６６ 
 
よってX方向（   桁行方向）壁率比は、 
壁率比＝１．１１／１．６６＝０．６６ ＞０．５ OK 
壁率比＝１．６６／１．１１＝１．４９ ＞０．５ OK 
 
 
※耐力壁が1／4分割線上にある場合は、耐力に算入します。 
 

 
 
 
 
 
 
 

① ② 
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  ３．接合部（形状による計算） 

改正基準法及び構造の安定に関する規準解説書により取りつく壁の倍率に応じた接合部
金物の仕様を求めます。 
 
平屋建ての場合若しくは2階建ての部分における2階の柱の場合 
壁倍率による接合部は、｢構造の安定に関する規準解説書 （財）日本住宅・木材技術セ
ンター｣の表１３より算定します。 
 
表１３ 取りつく壁の倍率に応じた柱の接合部の仕様 

 平屋建ての柱 
2階建ての2階の柱 
2階建ての１階の下屋部
分の柱 

 
 
２階建ての１階の下屋部分以外の柱 

取りつく
耐力壁の
倍率 

出隅の柱 その他の柱 1階柱＝出隅 
2階柱＝出隅 

1階柱＝平部 
2階柱＝出隅 

1階柱＝平部 
2階柱＝平部 

～0.5 (い) (い) (い) (い) (い) 
～1.0 (ろ) (い) (ろ) (い) (い) 
～1.5 (ろ) (ろ) (に) (ろ) (い) 
～2.0 (ろ) (ろ) (と) (は) (ろ) 
～2.5 (ほ) (ろ) (ち) (へ) (は) 
～3.0 (と) (は) (り) (と) (に) 
～3.5 (と) (に) (り) (ち) (と) 
～4.0 (と) (に) (ぬ) (ち) (ち) 
～4.5 (ち) (へ) ― (り) (ち) 
～5.0 (ち) (と) ― (ぬ) (ち) 
 
表 接合部の仕様（告示表３に対応） 

Ｎ値の値 接合 
記号 

必要耐力
（ｋＮ） 

金物等（これらと同等以上の接合方法を含む） 

0.0以下 (い) 0.0 短ほぞ差し、かすがい打 

0.7以下 (ろ) 3.4 長ほぞ差し込み栓打、Ｌ字形かど金物くぎＣＮ90×8本 

1.0以下 (は) 5.1 T字型かど金物くぎＣＮ65×5本、山形プレートくぎＣ
Ｎ90×8本 

1.4以下 (に) 7.5 羽子板ボルトφ12mm、短冊金物 

1.6以下 (ほ) 8.5 羽子板ボルトφ12mmに長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘 

1.8以下 (へ) 10.0 10ｋN用引き寄せ金物 

2.8以下 (と) 15.0 15ｋN用引き寄せ金物 

3.7以下 (ち) 20.0 20ｋN用引き寄せ金物 

4.7以下 (り) 30.0 25ｋN用引き寄せ金物 

5.6以下 (ぬ) 30.0 15ｋN用引き寄せ金物×2 

5.6以下 ― N×5.3  
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 ３．３階建て以下の建物  
 
  １．外力 

   ○地震力（地震層せん断力）Ｑi 
 
Ｑｉ＝Ｃi･Ｗｉ 
 
Ｃｉ＝Ｚ･Ｒｔ･Ａｉ･Ｃｏ 
 

T
T

i
i １＋３

２
ーα
α

１
Ａｉ＝１＋ ×








 

 
Ｃi ：地震層せん断力係数 
Ｚ ：地域係数 
Ｒｔ ：振動特性係数 
Ｃｏ ：標準せん断力係数で０．２以上特定行政庁により著しく地盤が軟

弱な区域は０.３以上 
Ｗｉ ：i層の重量 
Ｔ ：設計用１次固有周期で木造ではＴ＝０.０３Ｈ（ｓ） 
Ｈ ：建物高さ（ｍ） 
αi ：最上部からI階までの重量の和を地上部の全重量で除した値 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第１種地盤 Ｔｃ＝０．４（ｓ） 

第２種地盤 Ｔｃ＝０．６（ｓ） 

第３種地盤 Ｔｃ＝０．８（ｓ） 

Ｔ＜Ｔｃ Ｒｔ＝１ 

Ｔｃ≦Ｔ＜２Ｔc 
Ｒｔ＝１－０.２（Ｔ／Ｔｃ－１）

２

  
２Tc≦ Ｒｔ＝１．６･Ｔｃ／Ｔ 

Ｑ３＝Ｃ２･Ｗ３ 
 
 
 
Ｑ２＝Ｃ２(Ｗ３＋Ｗ２) 
 
 
Ｑ１＝Ｃ１(Ｗ３＋Ｗ２＋Ｗ１) 

Ｗ３ 
 
 
 
Ｗ２ 
 
 
Ｗ１ 
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   ○風圧力 

2
06.0 EVq =  

q  ：速度圧（N/cm2） 

E  ：当該建築物の屋根の高さ及び周辺の地域に存ずる建築物その他の工作物、樹
木その他の風速に影響を与えるものの状況に応じて建設大臣が定める方法に
より算出した数値 

0V  ：その地方における過去の台風の記録に基ずく風害の程度その他風の性状に応

じて30メートル毎秒から46メートル毎秒までの範囲内において建設大臣が定
める風速（m/s）（例 札幌市：３２） 
 

fr GEE 2=  

rE  ： ( )αGr ZHE /'7.1= ただし、局地的な地形や地物の影響により平均風速が割

り増されるおそれがある場合にあっては、その影響を考慮しなければならな
い。 

( )ZbHH ,max'=  

H  ：建築物の高さと軒の高さとの平均の数値（m） 

Zb、 ZG、α ：地表面祖度区分に応じて決まる数値（m、m、－）入力値 

fG  ：地表面租度区分及びH に応じて決まる数値。ただし当該建築物の規模や構

造特性及び風圧力の変動特性についての特別な調査又は研究の結果に基つい
て算出する場合は、当該数値によることができる。 

（一） （二） （三）        H 
 
地表面租度区分 

10以下の場合 10を超えて、40未満の場
合 

40以上の場合 

I 2.0 1.8 

Ⅱ 2.2 2.0 

Ⅲ 2.5 2.1 

Ⅳ 3.1 

（一）と（二）とに揚げ
る数値を直線的に補間し
た数値 

2.3 
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風力係数 
 

CpiCpeCf −=  

 

Cf  ：風力係数 

Cpe  ：閉鎖型及び開放型の建築物の外圧係数で、次の表一から表４までに揚げる数

値（屋外から当該部分を垂直に押す方向を正とする。） 

Cpi  ：閉鎖型及び開放型の建築物の内圧係数で、次の表に揚げる数値（室内から当

該部分を垂直に押す方向を正とする。） 
 
ただし、独立上屋、ラチス構造物、金網その他の網状の構造物及び煙突その他の円筒
形の構造物にあっては、次の表六から表九までに揚げる数値をCf するものとする。 

表一 壁面のCpe  

側壁面 風上壁面 
風上短部より
０.５ａの領域 

左に揚げる領
域以外の領域 

風下壁面 部位 

    

Cpe  ０.８ｋｚ －０.７ －０.４ －０.４ 

 
表二 陸屋根面のCpe  

風上短部より０.５ａの領域 左に揚げる領域以外の領域 部位 
  

Cpe  マイナス１．０ マイナス０．５ 

 
 
表三 切妻屋根面、片流れ屋根面及びのこぎり屋根面のCpe  

風上面 風下面 
 

部位 
 
θ 

正の係数 負の係数 

 

１０度未満 ― マイナス１．０ 
１０度 ０ マイナス１．０ 
３０度 ０．２ マイナス０．３ 
４５度 ０．４ ０ 
９０度 ０．８ ― 

 
 
マイナス０．５ 

この表に揚げるθの数値以外のθに応じたCpeは、表に揚げる数値をそれぞれ直線

的に補間した数値とする。ただし、θが１０未満の場合にあっては正の係数を、θ
が４５度を超える場合にあっては負の係数を用いた計算は省略することができる。 
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表五 閉鎖型及び開放型の建築物のCpi  

開放型 形式 閉鎖型 

風上開放 風下開放 

Cpi  ０及び 
マイナス０．２ 

０．６ マイナス０．４ 

 
 
Ｈ，Ｚ、Ｂ、Ｄ、ｋｚ、a、ｈ、ｆ、θ及びφはそれぞれ次の数値を表すものとする。 
H ：建築物の高さと軒の高さとの平均 （ｍ） 
Z ：当該部分の地盤面からの高さ （ｍ） 
B ：風向きに対する見付幅 （ｍ） 
D ：風向きに対する奥行 （ｍ） 
 
ｋｚ ：次に揚げる表によって計算した数値 
ＨがＺｂ以下の場合 １．０ 

ＺがＺｂ以下の場合 ( ) α2/ HZb  ＨがＺｂを超
える場合 

ＺがＺｂを超える場合 ( ) α2/ HZ  

この表において、Ｚｂ及びαは、それぞれ次の数値を表すものとする。 
Ｚｂ 第一第二項の表に規定すＺｂの数値 
α  第一第二項の表に規定するαの数値 
 
a ：BとHの２倍の数値のうちいずれか小さな数値 （ｍ） 
ｈ ：建築物の軒の高さ （ｍ） 
ｆ ：建築物の高さと軒の高さとの差 （ｍ） 
θ ：屋根面が水平面となす角度 （ｍ） 
φ ：充実率（風を受ける部分の最外縁により囲まれる面積に対する見付面積の割合
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.5a 

Ｂ 
Ｈ 

0.5a 

Ｂ 

Ｈ 
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風応力の計算例 
３階建て木造住宅 
軒高 ９.２ｍ 
最高高さ １０.００ｍ 
階高 １階 ３.４０ｍ 
 ２階 ２.８０ｍ 
 ３階 ２.８０ｍ 
 
屋根形状 切妻 
勾配 ３.５/１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
札幌市で計算 
札幌市の地表面租度区分 Ⅳ（都市計画区域内にあって、都市化が極めて著しいも
のとして特定行政庁が規則で定める区域）として計算します。 
Vo＝３２m/s 
H’＝max（H,Zb）＝max（9.5、10）＝10.0 
α＝0.27 ZG＝550 Gf＝3.1 
R階 
Er＝1.7（H’/ZG）＝1.7（10.0／550）＾0.27＝0.576 
E＝Er＾2・Gf＝0.576＾2・3.1＝1.03 
ｑ＝0.6・1.03・32＾2＝632.8N／cm2 
3階  H’＝max（9.5、10）＝10.0 
2階  H’＝max（9.5、10）＝10.0 
3階2階については、R階と同じ 
 
風力係数 
Cf＝Cpe－Cpi 
梁間方向の壁面風力係数 
速度圧の計算結果よりHがZb以下なので（9.5、10.0） 
Kz＝1.0 
Cpe＝0.8Kz ＝0.8・1.0＝0.8 

3.4 

2.8 

2.8 

1.0 

10 

3.5 

9.5 

7.6 

4.6 

1.7 
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表５より閉鎖型は0.0及びマイナス0.2 
Cpi＝0.0を採用し 
Cf=0.8―0.0＝0.8 
 
梁間方向屋根面 
3.5／10の勾配なので 
tanθ＝3.5／10より  θ＝19.29度 
切妻屋根の表３より正の係数10度（0）30度（0.2）の中間の角度を補正 
 
正のCpe＝0.2／30・19.29＝0.13 
負のCpe＝(－1－(－0.3))／(30－10)・19.29＝－0.675 
 

 
 
   ○積雪 

積雪量は、特定行政庁が指定する積雪量を入力します。また計算する場合は、以下の式
で積雪量を計算してください。 

 
ｄ＝α･ls＋β･rs＋γ 

ｄ ：垂直積雪量（m） 
α、β、γ ：区域に応じて別表の当該各欄に揚げる数値 
ls ：区域の標準的な標高（m） 
rs ：区域の標準的な海率（区域に応じて別表のＲの欄に揚げる半径（

ｋｍ）の円の面積に対する当該円内の海その他これに類するもの
の面積の割合） 

 
別表は、告示平１２建告第１４５５号によります。 
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積雪の組合せ 
許容応力度計算には次の荷重組合せを考慮します。 
 
 
 

力の種類 

荷重及び外
力について
想定する状
態 

 
 

一般の場合 

第８６条第２ただし書の
規定によつて特定行政庁
が指定する多雪区域にお
ける場合 

 
 
備考 

常時 Ｇ＋Ｐ 長期に生ずる力 
積雪時 

Ｇ＋Ｐ 
Ｇ＋Ｐ＋0.7Ｓ（①） 

 

積雪時 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ Ｇ＋Ｐ＋Ｓ  
 
 
Ｇ＋Ｐ＋Ｗ 
 

 
 
 
 
暴風時 

 
 
 
 
Ｇ＋Ｐ＋Ｗ  

 
Ｇ＋Ｐ＋0.35Ｓ(②)＋Ｗ 
 

建築物の転倒、
柱の引抜き等を
検討する場合に
おいては、Ｐに
ついては、建築
物の実況に応じ
で積載荷重を減
らした数値 

 
 
 
 
 
短期に生ずる力 

地震時 Ｇ＋Ｐ＋Ｋ Ｇ＋Ｐ＋0.35Ｓ(③)＋Ｋ  
この表において、Ｇ、Ｐ、Ｓ、Ｗ及びＫは、それぞれ次の力（軸方向力、曲げモーメント
、せん断力等）を表します。 
Ｇ 固定荷重  Ｐ 積載荷重  Ｓ積雪荷重  Ｗ 風圧力   
Ｋ 地震力（Ｇ＋ＰＫ） 
 
 
※多雪地域選択時は、地震荷重＝（Ｇ＋ＰＫ＋0.35Ｓ(④)） 
 

    ①は、｢一般事項｣長期積雪時低減値に対応 
    ②は、｢一般事項｣短期(風)組合せ長期の低減値に対応 
    ③は、｢一般事項｣短期(地震)組合せ長期の低減値に対応 
    ④は、｢一般事項｣地震時積雪の低減値に対応 

 
※多雪地域の暴風時組合せ（Ｇ＋Ｐ＋Ｗ）は、短期(風)組合せ長期の低減値＝０で計算
して下さい。 
 
多雪地域の場合 

屋 根 ３ 階 床 ２ 階 床  
固定 積載 設計 固定 積載 設計 固定 積載 設計 

床用 1050 900 1950 990 1800 2790 990 1800 2790 
柱 ･ 梁 ･
基礎用 

1050 650 1700 990 1300 2290 990 1300 2290 

地震用 1050 300+305 1655 990 600 1590 990 600 1590 
積雪用 0 870 870 0 0 0 0 0 0 

 
地震用積載荷重＋積雪荷重×地震時積雪の低減値で出力されます。 
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  ２．水平力に対する許容応力度計算 

    鉛直構面の剛性と許容せん断耐力の計算 
    仕様規定で壁倍率が与えられた耐力壁の許容せん断耐力と剛性 
    令46条表1および昭56建告1100号別表により所定の仕様にもとづく壁倍率が与えられた 
    耐力壁は、下記により短期許容せん断力Ｐaを算出する。 
 
    Ｐa=壁倍率×壁長(ｍ)×1.96〔KN／ｍ〕 
    ここで、片筋交いの壁倍率については、圧縮筋交い側、引張筋交い側それぞれの等価 
    壁倍率を下表のように区別して用いる。（Ⅹ・Ｙ方向正加力・負加力計算に対応） 
 
筋交い
の種類 

平12建告1460号に定める筋交い端部の接合仕様 圧縮 
筋かい 
壁倍率 

引張 
筋かい 
壁倍率 

鉄筋φ9 ①柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め 
②鋼板添え板を用い、鋼板を柱及び横架材に8×CN90平打ち 

 
0.0 

 
2.0 

木材 
15×90 

びんた伸ばしのうえ、柱、横架材双方に5×N65平打ち  
1.0 

 
1.0 

木材 
30×90 

筋交ﾌﾟﾚ-ﾄBP、又は同等以上(ｔ＝2.3鋼板添え板を、筋交いに
ボルトM12+3×ZN65、柱に3×ZN65、横架材に4×ZN65平打ち） 

 
2.0 

 
1.0 

木材 
45×90 

筋交ﾌﾟﾚ-ﾄBP-2、又は同等以上(ｔ＝2.3鋼板添え板を,筋交い
にボルトM12+7×ZS50,柱と横架材それぞれに5×ZS50平打ち） 

 
2.5 

 
1.5 

木材 
90×90 

柱又は横架材にボルトM12を1面せん断接合  
5.0 

 
1.0 

上記の耐力壁の剛性は、短期許容せん断耐力に比例するものとし、壁のせん断剛性Ｋは 
下式によって算出する。 
 
筋交い耐力壁、面材張り耐力壁等の場合 

Ｋ〔KN／ｍ〕＝Ｐa〔KN〕×
）横架材天端間高さ（ｍ

150
×剛性低減係数Ｃ k  

きずり壁、土壁、落とし込み板壁、面格子壁の場合 

Ｋ〔KN／ｍ〕＝Ｐa〔KN〕×
）横架材天端間高さ（ｍ

120
×剛性低減係数Ｃ k  

剛性低減係数Ｃ k について 

土台上の1階壁、壁の両端の柱の直下にか下階の柱又は間柱がある上階の壁：Ｃ k ＝1.0 

壁の両端の柱のどちらか又は両方が直下に下階の柱又は間柱が無い梁上の壁：Ｃ k の 

値は梁上に載る耐力壁の剛性低減係数の計算を形状認識し計算を行う。 
計算式は、2.5.7梁上に載る耐力壁の剛性低減と横架材の短期曲げに対する断面検定の 
計算式の略算式により対応する。 
                  ｄ：耐力壁が載る横架材の梁せい 

kC ＝1/ ( +1 )3

2
27.4

dE

LA

×

×
（2.5.7.15） Ｌ：耐力壁が載る横架材のスパン    

                        2A ：梁上に載る耐力壁の壁倍率  
                   複数の耐力壁のある場合は柱をはさんで 

左右の壁倍率の差の最大値を取る。 
                  Ｅ：耐力壁が載る横架材のヤング係数 
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斜め壁（平面）の剛性と許容せん断耐力 
 
Ⅹ軸との角度θ の方向に設けられた耐力壁等の許容せん断力は、下式による。 
 

Ｘ方向の計算をする場合の許容せん断耐力＝Ｐa× θ2cos  (2.4.1.3a) 
Ｙ方向の計算をする場合の許容せん断耐力＝Ｐa× θ2sin (2.4.1.3b) 

 

剛性についても同様に、 θ2cos 、 θ2sin を乗じるものとする。 
 

    水平力 
床は剛な床組みとし各階の耐力壁の層せん断耐力が各階の作用した水平力より大きいこ
とを確認します。 
 
ΣPi＞ΣQei （地震力） 
ΣPi＞ΣwQi （風圧力） 
 
ΣPi ：各階の耐力壁の地震層せん断力 

Pi＝壁倍率×長さ(m)×壁倍率1倍の許容水平力(1.96kN/m) 
ΣQei ：各階の作用した地震力 

Qei＝CiΣWi 
Ci ：各層の地震層せん断力係数 
Wi ：各層の重量 

ΣQwi ：各階の作用した風圧力 
wQi＝Σｃ･速度圧･Aw 
ｃ ：風力係数 
Aw ：各階の見付け面積 

    耐力壁の許容耐力 
耐力壁の配置は、耐力壁線間８m・相対する耐力壁線で囲まれる面積が４０m2以内になる
ように配置してください。 
 
耐力壁の水平力計算（加力方向別に計算）片側筋かいの方向別対応 
 
 
 
 
 
 
 
 

     Ｐａ×ｈｉ 
Vi＝――――――――― 
       Li 

 

 
 
 
 

αi×li×1.96＝Ｐa 

hi―階高さ 

li 

αi 
Ｐa 
Vi αi：壁倍率 

Ｐa：耐力壁の許容せん断耐力（kN） 
 Vi：水平時軸力（kN） 

Vi Vi 
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①地震力に対する鉛直構面の検定 
 

イ．地震力の算定で計算した当該階の地震力 EQ を用いて、当該階・方向のｊ通りの鉛直 
構面の負担地震力 EjQ を下式によって算出する。 
 

EjQ ＝ ××∑ e
j c

Ｄ面の剛性の和当該階・方向の鉛直構

通り鉛直構面剛性Ｄｊ
EQ  

     

    ここで、 eC は偏心によるねじれを考慮した割増係数を以下の値とする。 
    偏心率の計算において、 

当該方向の偏心率が0.15以下である場合： eC ＝1 
0.15を超え0.3以下の場合：ⅰ）、ⅱ）のいづれか 

ⅰ） eC ＝各通りにおけるねじれ補正係数αの値（ただし、1未満の場合は1とする） 

ⅱ） eC ＝0.5+ 3
10 ×偏心率 

 

ロ．上記の負担地震力 EjQ が短期許容せん断耐力 ajQ を超えないことを確かめる。 
 

地震に対するｊ通り鉛直構面の検定比＝
aj

ej

Q

Q

短期許容せん断耐力

負担地震力
≦1.0 

  ②風圧力に対する鉛直構面の検定 
   

イ．風圧力の算定計算した当該階・方向の風圧力 wQ を用いて、ｊ通りの鉛直 

構面の負担風圧力 wjQ を下式によって算出する。 

wjQ ＝ ×∑Ｄ面の剛性の和当該階・方向の鉛直構

通り鉛直構面剛性Ｄｊj
wQ  

ロ．上記の負担風圧力 wjQ が短期許容せん断耐力 ajQ を超えないことを確かめる。 
 

風圧力に対するｊ通り鉛直構面の検定比＝
aj

j

Q
Q

短期許容せん断耐力

負担風圧力 ｗ
≦1.0 

 
 
 短期荷重時応力図および断面検定比図の出力作成 
     

等プログラムは、出力結果として、短期荷重時断面応力図 
                短期荷重時断面検定比図 
 
を作成し、伏図形式により計算書出力を行う。 
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  ３．鉛直力 

   ○梁伝達 
鉛直・水平の軸力は、梁伝達により荷重が計算されます。 
荷重は、根太方向により横架材に伝達され下階の柱に伝達します。また柱より下階の柱
または横架材に伝達し1階の柱に伝達します。 
 
１．屋根の入力（切妻） 
屋根は、屋根伏図が小屋伏図に投影されているものとして入力します。母屋位置に
小梁を配置し床の根太方向は、たる木の方向で配置します。 

 

 
２．屋根の入力（寄席棟） 
たるきの流れの変わる位置に小梁を配置します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

桁 
小屋梁 

棟木 

たる木 

束 
母屋 

桁 

棟木 

たる木 

束 
母屋 
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   ○切妻屋根側面の壁 

切妻屋根側面の三角形部分の壁面積は拾われません。三角形部分を考慮する場合以下の
ように入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柱追加荷重 ：長期軸力及び地震荷重に考慮されます。 
追加等分布荷重 ：断面検定時に梁部材計算に考慮されます。 
 

外壁面積に考慮されない領域 

柱追加で負担する壁面積×外壁単位重量 

  側の負担面積×外壁単位重量 
＋  側の負担面積×外壁単位重量 

柱追加で負担する壁面積×外壁単位重量 

梁検定で追加等分布荷重 

梁検定で追加等分布荷重 
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   ○床荷重の拾い 

梁伝達と負担面積の荷重拾いの違い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ３．部材 

   ○柱の設計 
柱にかかる軸力は、長期荷重と短期荷重とがあり、それそれを計算します。 
 

100Lfk・Ａ･
ＮＬ
＜１．０ 

100sfk・Ａ･
Ｎｓ
＜１．０ 

ＮＬ ：長期軸力 （Ｎ） 
Ｎｓ ：短期軸力 （Ｎ） 
Lfk ：長期座屈許容耐力 （Ｎ/mm2） 
sfk ：短期座屈許容耐力 （Ｎ/mm2） 
Ａ ：柱断面積 （mm） 

 
風圧力による曲げモーメントを受ける外周部の柱 
 
風圧係数 
Ｈ＝（１０＋８．８）/２＝９．４ｍ 
地表面租度区分 Zb α 

I ５ 0.1 

Ⅱ ５ 0.15 

Ⅲ ５ 0.2 
Ⅳ １０ 0.27 

Ｚ＝該当部分の該当部分の地盤面の高さ 
Ⅲ地域として 
１Ｆ Ｚ＝0.2＋3/2＝1.7 ＜Ｚｂ＝５ 

kz＝ ( ) α2/ HZb ＝（5/9.4）＾(2×0.2)＝0.777 

２Ｆ Ｚ＝（（0.2＋3）＋2.9/2＝4.65 ＜Ｚｂ＝５ 
kz＝ ( ) α2/ HZb ＝（5/9.4）＾(2×0.2)＝0.777 

３Ｆ Ｚ＝（（（0.2＋3+2.9）＋2.7/2＝7.45 ＞Ｚｂ＝５ 
      kz＝ ( ) α2/ HZ ＝（7.45/9.4）＾(2×0.2)＝0.911 

 

この柱には荷重が伝
わらない 

この柱には負担面積分
の荷重が伝わる 
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壁面の風力係数＝0.8ｋｚ＋0.2より 
１F・２F 0.8×0.777＋0.2＝0.8216 
３F 0.8×0.911＋0.2＝0.9288 
 
風下面は、０.４ 
 
ｗu＝風圧×風上風力係数×負担幅 
ｗd＝風圧×風下風力係数×負担幅 
 

風上風下それぞれ Mwu＝
８

ｌｗ ２u
  Mwd＝

８

ｌｗ ２d
 

 

001fb100fk
s

・Ｚ･

Ｍｗ
＋

・Ａ･

Ｎ
＜1.0 

Ｎs ：短期軸力（風圧時風上・風下） （N） 
Mw ：風圧力による短期モーメント（風上・風下） （N･cm） 
fk ：座屈許容応力度 （N/mm2） 
fb ：曲げ許容応力度 （N/mm2） 
Ａ ：柱の断面積 （cm3） 
Ｚ ：断面係数 

 
組合せ 
風上軸＝マイナス軸力 
maxXY ：X方向Y方向の最大値 

 
 

めり込み 

100esfm ･・Ａ

Ｎｓ
＜1.0 

Ｎs ：短期軸力（左加力・右加力） （N） 
sfm ：めり込み許容応力度 （N/mm2） 
Ae ：有効断面積 柱断面積―ほぞ面積 
  ほぞ寸法は柱追加で入力します。 

 
 

   ○梁の設計 
梁材は、曲げ、せん断、たわみの検討をします。 
 

･Ｚfb
M
≦１．０ 曲げ 

･Ａ

･Ｑ

fs
1.5
≦１．０ せん断 

Ｍ ：曲げモーメント （N･cm） 

Ｎｓ＝maxXY(長期軸力＋風上軸力) 
Ｍｗ＝maxXY(風上) 

Ｎｓ＝maxXY(長期軸力＋風下軸力) 
Ｍｗ＝maxXY(風下) 
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Ｑ ：せん断力 （N） 
fb ：許容曲げ応力度 （N/mm2） 
fs ：許容せん断応力度 （N/mm2） 
Ｚ ：断面係数 （cm3） 
Ａ ：断面積 （cm2） 
 

組合せ 
長期・長期＋地震（水平・直交）・長期＋風圧（水平・直交）の組合せで計算します
。応力は、梁の中央と加力点の応力の内最大の応力で計算します。 
 
たわみ 
たわみは以下の計算式により計算します。 
 

ｙmax＝
384EI
5wl４
 

ｙ＝ ( )22 xbl
6EI

――
･ｌ

Ｐ･ｂ･ｘ ２  ｘ＜a 

ｙ＝
･ｌ

･ｂＰ･ ２２

3EI
a
 加力点 

ｙ＝
( ) ( )２２―ｘ―
･ｌ

－ｘ･Ｐ･
a2lx

6EI
la

 ｘ＞a 

 

ｘ＝
3

b２２―ｌ  a＞ｌ/2 

ｘ＝l－
3

a２２―ｌ  a＜ｌ/2  

E＝Eo×長期ヤング係数の低減値（0.5） 
 
改正基準法では、梁せい/スパン≦１/12の場合 
たわみ×２（木造の変形増大率）の変形が1/250以下 
ただし床の積載荷重は、地震用を使用する事ができます。 

 
 
木三郎では、たわみが1/250以下及び2cm以下を確認しています。 
変形増大率については、ヤング係数の低減値を50％にする事と等しくなります。 
 
壁荷重を考慮追加 
 
梁の設計において、外壁・内壁等が梁の上下に取り付く壁がある場合、 
梁に乗る壁荷重として、考慮します。 
 
梁の下に付く壁は、壁の単位荷重に階高の半分を考慮 
梁の上に乗る壁は、壁の単位荷重に階高の半分を考慮 
ただし、梁の上に乗る柱がある場合は、壁の単位荷重に階高の1/4を考慮します。 
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  ４．柱頭柱脚接合部の引抜力の計算 

    鉛直構面の柱頭柱脚接合部の引抜力は、終局時に耐力壁よりも接合部が先行破壊しない
ように、当核階の耐力壁が短期許容せん断耐力に達した状態のときの柱軸力を計算しな
ければならない。計算方法は、Ｎ値計算法に準拠した方法として、耐力壁の負担せん断
力によって接する柱に生じる軸力を求め、鉛直荷重による柱軸力の押さえ効果などを考
慮し、計算を行う。 

    軸力による浮上り力ＶTは、以下の計算をします。 
 
    Ｎ値計算法に準拠した方法 
     当核柱の両側における耐力壁等の単位長さあたりの短期許容せん断耐力の差 
     ただし、加力方向に対して圧縮筋交いか引張筋交いかを判断した短期許容せん断耐力

を用いる                    Ｖｓ＝ΔＱa 
     鉛直荷重により当該柱に加わる圧縮力・すべての柱について上階からの荷重の流れを

加算して求めた柱軸力(地震用設計荷重を採用)   ＶＬ＝Ｎｗ 
 

ＶT＝ＶＬ -Ｖs × β (kN) 
Ｖs :耐力壁の回転による軸力の合計 (kN) 
β :浮上がりに対して建物全体が押さえこむ効果を考慮した係数 

耐力壁線の外端部β=0.8耐力壁線の内部β=0.5） 
ＶL :耐力壁間の押えに有効な長期軸力の合計 (kN) 

 
 
金物の選別 
接合部金物は、浮上り力ＶTより以下の表の引張耐力より選別します。 

 
告示表３ 引張耐力

（kN） 
金物等（これらと同等以上の接合方法含む） 

(い) 0.0 短ほぞ差し、かすがい打 
(ろ) 3.4 長ほぞ差し込み栓打、L時形かど金物くぎCN65×5本 
(は) 5.1 T字形かど金物くぎCN65×5本、山形プレート金物くぎCN90

×8本 
(に) 7.5 羽子板ボルトφ12mm、短冊金物 
(ほ) 8.5 羽子板ボルトφ12mmに長さ50mm径4.5mmのスクリュー釘 
(へ) 10.0 10kN用引き寄せ金物 
(と) 15.0 15kN用引き寄せ金物 
(ち) 20.0 20kN用引き寄せ金物 
(り) 25.0 25kN用引き寄せ金物 
(ぬ) 30.0 15kN用引き寄せ金物×2枚 
― N×5.3  
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  ５．その他 

   ○転倒の計算 
地震時、風圧時それぞれの転倒の計算をします。 

Ｌ

Ｍe
＜
２

ΣＷ
 

Ｍｅ ：風及び地震による転倒モーメント (kN･m) 
風圧力によるモーメント 
Ｍo＝(ΣＣ･Ａｗ)×hi 
地震力によるモーメント 
Ｍo＝Q3×h3＋(Q2―Q3)×h2＋(Q1－Q2)×h1 

Ｌ ：建物の長さ (m) 
ΣＷ ：建物総重量 (kN) 
 

   ○層間変形角 
木造建物の層間変形は、下式により求めます。 

δ＝
Pi
Qi

120
hi

×  

ｒsi＝
i

hi
δ
 

δ ：層間変形角 
rsi ：層間変形角の逆数 
hi ：階高 
Qi ：当該階に作用する水平力 
Pi ：当該階の耐力壁の許容耐力 
Pi＝Σαi･li×壁倍率１倍の水平耐力 
 
 

○ 剛性率 
各階の層間変形角の逆数より、剛性率を求めます。 
 
ｒsi÷平均ｒsi＝ＲＳ＞0.6 の判定を行います。 
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  ６．偏心率の計算 

   ○偏心率の計算 
偏心率が0.15以上かつ0.3以下であることを確認します。 
Re ＜ 0.3 

Reｘ＝
rex
ex
、Rey＝ rey

ey
 

 
ex＝｜Kｘ－Gｘ｜ 
ey＝｜Kｙ－Gｙ｜ 
 
rex＝ lixiJy)/(Jx ⋅+ Σα  

reｙ＝ liyiJy)/(Jx ⋅+ Σα  

 
Reｘ ：偏心率（X方向） 
Reｙ ：   （Y方向） 
Gｘ ：重心（原点からのX方向重心位置） （ｍ） 
 多雪地域の重心は、長期積雪を含みます。 
Gｙ ：  （原点からのY方向重心位置） （ｍ） 
 多雪地域の重心は、長期積雪を含みます。 
Kｘ ：剛心（原点からのX方向剛心位置） （ｍ） 
Kｙ ：  （原点からのY方向剛心位置） （ｍ） 
ex ：偏心距離（X方向） （ｍ） 
ey ：    （Y方向） （ｍ） 
Jｘ＋Jｙ ：剛心まわりのねじり剛性 

Jｘ＝Σαi･lix×Ly2―Σαi･lix×Kｙ2 
Jｙ＝Σαi･liｙ×Lｘ2―Σαi･liｙ×Kｘ2 
Σαi･lix ：X方向壁剛性 
Σαi･liｙ ：Y方向壁剛性 

Lｘ ：原点からのX方向距離 （ｍ） 
Lｙ ：     Ｙ方向距離 （ｍ） 
rex ：弾力半径（X方向） （ｍ） 
rey ：    （Ｙ方向） （ｍ） 

 
簡易計算では、重心位置（Gｘ、Ｇｙ）を図心より求めます。重みは考慮されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 

◎ 図心 
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７.ねじれ補正の計算 
 地震用と風圧用それぞれの重心に対して、以下の方法で偏心率が0.15以上で0.3以下である時
 にねじれ補正計算を行います。 
 
 偏心率Re、ねじれ補正係数αは、下式により計算する。 
 

 xα ＝１+
TK

eyDx∑ ×
・Y  

 

yα ＝１+
TK

exDy∑ ×
・ X  

Reｘ＝
rex
ex
、      Rey＝ rey

ey
 

ex＝｜Kｘ－Gｘ｜ 
ey＝｜Kｙ－Gｙ｜ 
 
rex＝ lixiJy)/(Jx ⋅+ Σα  

reｙ＝ liyiJy)/(Jx ⋅+ Σα  

 
Reｘ ：偏心率（X方向） 
Reｙ ：   （Y方向） 
Gｘ ：重心（原点からのX方向重心位置） （ｍ） 
 多雪地域の重心は、長期積雪を含みます。 
Gｙ ：  （原点からのY方向重心位置） （ｍ） 
 多雪地域の重心は、長期積雪を含みます。 
Kｘ ：剛心（原点からのX方向剛心位置） （ｍ） 
Kｙ ：  （原点からのY方向剛心位置） （ｍ） 
ex ：偏心距離（X方向） （ｍ） 
ey ：    （Y方向） （ｍ） 
Dx    ：x方向の水平剛性の和 
Dy    ：y方向の水平剛性の和 

TK     ：Jｘ＋Jｙ 
Jｘ＋Jｙ ：剛心まわりのねじり剛性 

Jｘ＝Σαi･lix×Ly2―Σαi･lix×Kｙ2 
Jｙ＝Σαi･liｙ×Lｘ2―Σαi･liｙ×Kｘ2 
Σαi･lix ：X方向壁剛性 
Σαi･liｙ ：Y方向壁剛性 

Lｘ ：原点からのX方向距離 （ｍ） 
Lｙ ：     Ｙ方向距離 （ｍ） 
rex ：弾力半径（X方向） （ｍ） 
rey ：    （Ｙ方向） （ｍ） 
Y ・ X   ：剛心から求めようとする列（耐力壁が存在する列）までの距離 
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８．水平構面の負担水平力に対する検定 
 
住宅の品質確保の促進等に関する法律(品確法)において、床倍率という新たに必要な 
強度が示された。 
水平構面に求められる強度は、壁線の間隔と水平力との関係から求める。 
 
 
計算内容 

 
１． 剛床仮定にもとづき、水平構面に加わる地震時せん断力を求める、風圧力に対する 
  せん断力を求める。 
各階毎に、各Ⅹ・Ｙ方向の耐力線間の地震荷重wj・風圧力WQi求める。 

 
２．床倍率を各階の床に配置入力した床倍率を使用する。 

 
３．水平構面の許容せん断耐力を求める。 

     許容せん断耐力Qa＝床倍率×Ｌ×1.96kN/m 
 
４．ねじれ補正で求めた負担地震力Qw・ねじれ補正係数αe使用する。 

     ねじれ補正で求めた負担風圧力QEiw・ねじれ補正係数αw使用する。 
 
５．Pij＝αe×Wij×Ｃ’i（各階の層せん断力係数） 
  Pij＝αw×WQj  

 
６，せん断力Qi上端＝負担地震力―Pij 
 
７．せん断力Qi下端＝Qi上端―Pij 
 
８．判定     Qi／Qa＜1.00 
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床倍率表（参考） 
番号  水平構面の仕様 床倍率 

１ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠340以
下落し込み、Ｎ50＠150以下 

2.00 

２ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠340半
欠き、Ｎ50＠150以下 

1.60 

３ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠340以
下転ばし、Ｎ50＠150以下 

1.00 

４ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠500以
下落し込み、Ｎ50＠150以下 

1.40 

５ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠500以
下半欠き、Ｎ50＠150以下 

1.12 

６ 
構造用合板12mm以上又は構造用パネル1・2級以上、根太＠500以
下転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.70 

７ 構造用合板24mm以上、根太なし直張り4周釘打ち、Ｎ75＠150以下 3.00 

８ 
構造用合板24mm以上、根太なし直張り川の字釘打ち、Ｎ75＠150
以下 

1.20 

９ 幅180杉板12mm以上、根太＠340以下落し込み、Ｎ50＠150以下 0.39 
１０ 幅180杉板12mm以上、根太＠340以下半欠き、Ｎ50＠150以下 0.36 
１１ 幅180杉板12mm以上、根太＠340以下転ばし、Ｎ50＠150以下 0.30 
１２ 幅180杉板12mm以上、根太＠500以下落し込み、Ｎ50＠150以下 0.26 
１３ 幅180杉板12mm以上、根太＠500以下半欠き、Ｎ50＠150以下 0.24 
１４ 

面 
材 
張 
り 
床 
面 

幅180杉板12mm以上、根太＠500以下転ばし、Ｎ50＠150以下 0.20 

１５ 
3寸勾配以下、構造用合板9mm以上又は構造用パネル1・2・3級、
垂木＠500以上転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.70 

１６ 
5寸勾配以下、構造用合板9mm以上又は構造用パネル1・2・3級、
垂木＠500以上転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.70 

１７ 
矩勾配以下、構造用合板9mm以上又は構造用パネル1・2・3級、垂
木＠500以下転ばし、Ｎ50＠150以下 

0.50 

１８ 
3寸勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、Ｎ50＠
150以下 

0.20 

１９ 
5寸勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、Ｎ50＠
150以下 

0.20 

２０ 

面 
材 
張 
り 
屋 
根 
面 

矩勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、Ｎ50＠1
50以下 

0.10 

２１ 火打ち金物HB、平均負担面積2.5㎡以下、梁背240以上 0.80 
２２ 火打ち金物HB、平均負担面積2.5㎡以下、梁背150以上 0.60 
２３ 火打ち金物HB、平均負担面積2.5㎡以下、梁背105以上 0.50 
２４ 火打ち金物HB、平均負担面積3.3㎡以下、梁背240以上 0.48 
２５ 火打ち金物HB、平均負担面積3.3㎡以下、梁背150以上 0.36 
２６ 火打ち金物HB、平均負担面積3.3㎡以下、梁背105以上 0.30 
２７ 火打ち金物HB、平均負担面積5.0㎡以下、梁背240以上 0.24 
２８ 火打ち金物HB、平均負担面積5.0㎡以下、梁背150以上 0.18 
２９ 火打ち金物HB、平均負担面積5.0㎡以下、梁背105以上 0.15 
３０ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積2.5㎡以下、梁背240以上 0.80 
３１ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積2.5㎡以下、梁背150以上 0.60 
３２ 

火 
打 
ち 
水 
平 
構 
面 

木製火打90×90(隅長750)平均負担面積2.5㎡以下、梁背105以上 0.50 
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番号 水平構面の仕様 床倍率 
３３ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積3.3㎡以下、梁背240以上 0.48 
３４ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積3.3㎡以下、梁背150以上 0.36 
３５ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積3.3㎡以下、梁背105以上 0.30 
３６ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積5.0㎡以下、梁背240以上 0.24 
３７ 木製火打90×90(隅長750)平均負担面積5.0㎡以下、梁背150以上 0.18 
３８ 

 

木製火打90×90(隅長750)平均負担面積5.0㎡以下、梁背105以上 0.15 
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構造計算－３ 
９.土台の曲げとアンカ－ボルトの引張、および、せん断の検定 
 
■以下の条件１～４を満たすものとする。 
 
条件１： 
 1階柱脚接合部の基準法必要耐力が10kNを超える場合は、M16アンカーボルトと直結する接合
仕様とする。 
 
条件２： 
 土台の断面寸法は幅105mm以上、せい105mm以上とし、柱芯からM12までの距離Ldは下式を満た
すものとする。 

 Ld ≦2400/Ta、かつ、300mm以下とする。 

 Ta：柱脚接合部の基準法必要耐力(kN) 
 2400：土台の短期許容曲げモーメントの略算値(kN・mm) 
 
条件３： 
 アンカーボルトの定着長さは、M12は250mm以上、M16は表１の値以上確保されているものとす
る。 
 
表１．M16アンカーボルトの定着長さ 

柱脚接合部の 
基準法必要耐力 

アンカーボルトの 
コンクリート基礎への定着長さ 

25kN以下 360mm 
25kNを超え35.5kN以下 510mm 

 
条件４: 
柱脚金物およびアンカーボルトの引張耐力を土台に定着させる部分に用いる座金は、柱脚接
合部の短期許容引張耐力に応じて、表２の仕様の座金または同等以上の面積の座金とする。 
 
表２．引張耐力を土台に定着させる座金の仕様 
柱脚接合部の 
基準法必要耐力 

角座金の仕様 

6.4kN以下 厚さ4.5mm、40mm角 

11.7kN以下 厚さ6.0mm、54mm角 

25.6kN以下 厚さ9.0mm、80mm角 

 
 



 

－１６８－ 

■アンカーボルトの配置 
 
 

通り、方向ごとに、柱脚接合部の基準法必要耐
力が10kNを超える場合はM16アンカーボルト、
それ以外の場合は、M12アンカーボルトを配置
する。 
 

 
○：M12アンカーボルト 
△：M16アンカーボルト 
柱左下：柱脚接合部の基準法必要耐力(kN) 

 
 
 
■アンカーボルトのせん断耐力の検定 
 
 M12Pa × nj ＋ M16Pa × mj ≧ Qaj 
 
 ・M12Pa：M12アンカーボルトの短期許容せん断力(kN)･･･表３による。 
・M16Pa：M16アンカーボルトの短期許容せん断力(kN)･･･表３による。 
・nj  ：j通り土台上に存在するM12アンカーボルトの本数。 
・mj  ：j通り土台上に存在するM16アンカーボルトの本数。 
・Qaj ：鉛直構面の短期許容せん断耐力(kN) 

 

表３．M12およびM16アンカーボルトの短期許容せん断耐力 

土台の樹種 アンカーボルト 短期許容せん断耐力(kN) 

M12 8.72 ヒバ、ヒノキ、広葉樹、 
その他Fc≧23.4N/mm2の樹種 M16 15.51 

M12 7.65 ベイツガ、スギ、 
その他Fc≧18.0N/mm2の樹種 M16 13.60 
 
※Fc ＝ lfc * 3.0 / 1.1 

 
lfc：土台リスト１番で指定されている材種の長期圧縮許容応力度 
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■アンカーボルトの短期許容引張耐力の検定 
  
 Ta1 ＝ ボルトの有効断面積(mm2) × ボルト鋼材の短期許容引張応力度(N/mm2) 
    
  ・ボルトの有効断面積：M12の場合84.8mm2、M16の場合157.0mm2 
  ・ボルト鋼材の短期許容引張応力度(N/mm2)：令90条に基づき、ボルト、丸鋼、 
 異形鉄筋の場合は、鋼材の基準強度とする。 
 ※基準強度＝JIB1180(六角ボルト)に規定する強度区分4.6に適合する炭素鋼。 
 
 
 Ta2 ＝ 座金の面積(mm2) × 土台のめり込み強度(N/mm2) 
 
  ・土台のめり込み強度：短期めり込み許容応力度×1.5 

※短期めり込み許容応力度は土台リスト１番で指定されている材種データを使用。 
 
 柱脚接合部の基準法必要耐力 ＜ min(Ta1,Ta2) 
 
 
■柱脚の引抜力による土台の曲げ応力の検定 
  
 Ta × Ld / Zd ≦ sfb 
 
  ・Ta：柱脚接合部の短期許容引張耐力(kN) 
  ・Ld：柱芯からアンカーボルトまでの距離(mm) 
  ・Zd：アンカーボルト部分の土台の断面係数(mm3) 
  ・sfb：土台の材料の短期許容曲げ応力度(kN/mm2) 

※土台リスト１番で指定されている土台有効幅、土台有効せいを使用。 
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構造計算－３ 

基礎・基礎梁－計算内容 
 
○長期接地圧・底盤の検定  
 
■布基礎の長期接地と底盤の検定 

図１ 
１．布基礎の接地圧бeは、下式によって算出する。 

σe ＝ 

L・B

W  ･･･ ①式 

σe：当該布基礎の接地圧（kN/ｍ2） 

W：当該布基礎に加わる上部建物の長期荷重と、GLより上の基礎立ち上がり部分の自重を加えた荷重
（kN） 
L：当該布基礎の長さ（m） 
B：当該布基礎の底盤の幅（m） 

 
２．支持地盤の長期有効地耐力fe’は、下式によって算出する。 
fe’ ＝ ｑa － 20 × Df 
 
fe’：当該布基礎の支持地盤の長期有効地耐力（kN/ｍ2） 
qa  ：地盤の長期許容応力度（kN/ｍ2） ※一般事項の「地盤」を使用します。 

 

Df  ：地盤面から基礎底面までの深さ（m） 
20  ：B×Df部分の土とコンクリートを合わせた単位体積重量（kN/ｍ3） 
 
３．布基礎の接地圧の検定は、基礎断面種類ごとに、基礎反力図の中で最も厳しい布基礎に対して、下式
を満たすことを確認する。 

σ e ≦ fe’ 
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計算内容 

４．接地圧によって底盤の根元に生じる曲げモーメントMは、下式によって算出する。 
M ＝ 2

2

bB
・
2

 σe






 −

 

 
M：布基礎長さ1ｍあたりの曲げモーメント（kN･m/m） 

σe：①式で求めた当該布基礎の長期荷重時における接地圧（kN/m2） 







 −
2
bB ：図1において、布基礎底盤の片持ち部分の長さ（m） 

 
５．底盤の片持ち部分の長期許容曲げモーメントMaは、下式によって算出する。 

Ma ＝ at・Lft・j 
 
Ma：布基礎長さ1mあたりの底盤片持ち部分の長期許容曲げモーメント（kN･m/m） 
at：布基礎長さ1mあたりの横筋の断面積の合計（mm2） 
横筋1本あたりの断面積を⊿at（mm2）、横筋ピッチをp（mm）とすると、 
at ＝ 

at・⊿
p
1000 で計算される。 

j：曲げモーメントに抵抗する底盤の応力中心間距離（m） 
底盤の厚さをd（m）とした時、底盤の底から横筋中心までをdtとし 
j ＝ 

)d(d 
8

7
t−
として計算する。 

※dt：「基礎の配置」→「基礎梁の配筋等の条件リスト」の主筋重心位置。 
 

Lft：横筋の鋼材の長期許容引張応力度（N／mm2） 
丸鋼、異形鉄筋の場合は、令90条に基づきLft＝

1.5

F とし、丸鋼の場合当該数値が155を超える場

合は155、異形鉄筋の場合当該数値が215を超える場合は215とする。 
 

６．底盤の片持ち部分の検定は下式を満たすことを確認する。 

M / Ma ≦ 1 
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計算内容 

■べた基礎の長期接地と底盤の検定 
 

 

１．べた基礎の接地圧 
σe ＝ 

Lx・Ly

W  ･･･ ①式 

σe：当該べた基礎区画の接地圧（kN/ｍ2） 

W：当該べた基礎区画に加わる上部建物の長期荷重と、GLより上の基礎立上がり部分の自重を加えた
荷重（kN）。両側の区画の境界線上の基礎立上がり部分については、

2

1 ずつ加算する。 

Lx, Ly：立上がりで囲まれた当該べた基礎区画の短辺寸法をLx、長辺寸法Ly（m）とする。 
 
２．支持地盤の長期有効地耐力fe’は、下式によって算出する。 
fe’＝ ｑa － 24 × d 
 
fe’：当該べた基礎区画の支持地盤の長期有効地耐力（kN/ｍ2） 
qa：地盤の長期許容応力度（kN/ｍ2） ※一般事項の「地盤」を使用します。 

 

d ：当該区画のべた基礎の底盤厚さ（m） 
24：鉄筋コンクリート底盤の単位体積重量（kN/ｍ3） 
 

３．べた基礎の接地圧の検定は、基礎反力図の中で最も接地圧の大きい区画に対して、下式を満たすこと
を確認する。 

σe ≦ fe’ 
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計算内容 

４．接地圧によって底盤スラブに生じる曲げモーメントは、以下の式で算出する。 
 
・4辺固定 
Lx方向：端部Mx1 ＝ 

12

2σex・Lx 、 中央部Mx2 ＝ 

18
σex・Lx2  

Ly方向：端部My1 ＝ 

24
σe・Lx2 、 中央部My2 ＝ 

36
σe・Lx2  

 
・1辺ピン端（外周部） 
Lx方向：端部Mx1 ＝ 

9

2σex・Lx 、 中央部Mx2 ＝ 

18
σex・Lx2  

Ly方向：端部My1 ＝ 

14
σe・Lx2 、 中央部My2 ＝ 

36
σe・Lx2  

 
・2隣辺ピン端（外周部） 
Lx方向：端部Mx1 ＝ 

8

2σex・Lx 、 中央部Mx2 ＝ 

18
σex・Lx2  

Ly方向：端部My1 ＝ 

12
σe・Lx2 、 中央部My2 ＝ 

36
σe・Lx2  

・4辺ピン端（外周部） 

Lx方向：端部Mx1 ＝ 0、 中央部Mx2 ＝ 

8
σex・Lx2  

Ly方向：端部My1 ＝ 0、 中央部My2 ＝ 

27
σe・Lx2  

 
Lx：当該区画の短辺寸法（m） 
Ly：当該区画の長辺寸法（m） 

σe：①式で求めた当該区画の接地圧（kN/m2） 

σex：Lx方向の計算に用いる接地圧で、σex ＝ 
σe

＋LyLx

Ly
44

4  とする。 
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計算内容 

 

 
①～③区画は以下のように計算しています。 
 
①区画  Lx方向、Ly方向：4辺ピン端 
 
②区画  Lx方向：4辺ピン端 

Ly方向：4辺固定 
 
③区画  Lx方向：固定端…2隣辺ピン端、中央…4辺ピン端 

Ly方向：4辺ピン端 
 

※自由の場合はピンとして計算しています。 

※ ○印はピン端 
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計算内容 

５．底盤スラブの長期許容曲げモーメントMaは、下式によって算出する。 
Max端 ＝ atx下・Lft・j 
Max中 ＝ atx上・Lft・j 
May端 ＝ aty下・Lft・j 
May中 ＝ aty上・Lft・j 
 

Ma：底盤スラブ1mあたりの長期許容曲げモーメント（kN･m/m）。付字のxはLx方向、yはLy方向を表し
、端は区画端部、中は区画中央を表す。 
at：底盤スラブ1mあたりのスラブ筋の断面積の合計（mm2）。鉄筋1本あたりの断面積を 
⊿at（mm2）、鉄筋ピッチをp（mm）とすると、at ＝ 

・⊿at
p
1000 で計算される。 

付字のxはLx方向、yはLy方向を表し、下はダブル配筋の場合の下端筋、上は上端筋を表す（シン
グル配筋の場合は、上下同一） 
j ：曲げモーメントに抵抗する底盤の応力中心間距離（m） 
底盤の厚さをd（m）とした時、底盤の上下端部から鉄筋中心までを7cmとみなし、 
j ＝ 

0.07)(d 
8

7
−
として計算する。 

Lft：横筋の鋼材の長期許容引張応力度（N/mm2） 
丸鋼、異形鉄筋の場合は、令90条に基づきLft＝

1.5

F とし、丸鋼の場合当該数値が155を超える場

合は155、異形鉄筋の場合当該数値が215を超える場合は215とする。 
 

６．底盤スラブの検定は下式を満たすことを確認する。 
区画のLx方向端部  ：Mx1 / Max端 ≦ 1 
区画のLx方向中央部：Mx2 / Max中 ≦ 1 
区画のLy方向端部  ：My1 / May端 ≦ 1 
区画のLy方向中央部：My2 / May中 ≦ 1 
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計算内容 

○基礎梁の長期および短期の曲げとせん断に対する検定  
 
１．基礎梁に加わる長期応力の算定 

長期せん断力：LQ ＝ 
2

wl  

長期中央モーメント：LM1 ＝ 

8

2wl
 

長期梁端モーメント：LM2 ＝ 

12

2
wl
 

w：布基礎 ･･･ w ＝ σe・B 

べた基礎･･･当該基礎梁の両側のべた基礎区画を亀甲分割した負担荷重を基礎梁長さで除した値 
l：基礎梁上に立つ柱と柱の間隔の最も大きい箇所寸法（m） 
 
２．基礎梁に加わる短期応力の算定 
耐力壁iの脚部モーメント Mi ＝ Qai・H1・Bi ＋ Qa2i・H2・B2i 
基礎梁両端支点反力 N0 ＝ 

L
ΣMi
 

耐力壁直下の短期せん断力 sQi ＝ Ni － N0 
左端からxの位置の短期モーメント 

∫=
x

0
sQ(x)dxsMs

 

 

Qai：耐力壁iの短期許容せん断耐力（kN） 
Qa2i：耐力壁iの直上の2階耐力壁の短期許容せん断耐力（kN） 
Ni：耐力壁iの脚部軸力 
H1、H2：1階の階高、2階の階高（m） 
Bi、B2i：耐力壁iの反曲点高比に相当する係数で0.5とする。 
L：基礎梁の長さ（m） 



 

－１７７－ 

計算内容 

３．基礎梁の許容耐力の算定 
①基礎梁の長期および短期の許容曲げモーメント 
lMa ＝ at・Lft・j 
sMa ＝ at・Sft・j 
 
lMa：基礎梁の長期許容曲げモーメント（kN･mm） 
sMa：基礎梁の短期許容曲げモーメント（kN･mm） 
j：曲げモーメントに抵抗する底盤の応力中心間距離（m） 
底盤の厚さをD（m）とした時、底盤の上下端部から鉄筋中心までをdtとし、 
j ＝ 

)d(D 
8

7
t−
 として計算する。 

※dt：「基礎の配置」→「基礎梁の配筋等の条件リスト」の主筋重心位置。 
 

Lft、Sft：主筋の鋼材の長期および短期の許容引張応力度（N/mm2） 
丸鋼、異形鉄筋の場合は、令90条に基づきlft＝

1.5

F とし、丸鋼の場合当該数値が155を

超える場合は155、異形鉄筋の場合当該数値が215を超える場合は215とする。 
 
②基礎梁の長期および短期の許容せん断耐力 
LQa ＝ { }　 (pw－0.002)f 0.5fsα･ b･j wtLLL +  

  ※1 

sQa ＝ { }　 (pw－0.002)f 0.5fsα･ b･j wtSsS +  

  ※1 

※1：せん断補強筋による耐力を示す項で、せん断補強筋の端部が135°以上のフック付きで、主筋
を拘束している場合のみ有効とし、フックなしで結束線のみで主筋に結ばれている場合には、
ゼロとして計算する（当プログラムでは、フックなしで結束線のみで主筋に結ばれているとし
て計算） 

 
LQa、sQa：長期および短期許容せん断耐力（kN） 
b：基礎梁幅（mm） 
j：上記と同じ応力中心間距離（m） 
Lα，sα：せん断スパン比による割増係数。計算の簡略化のためα＝1として計算。 
Lfs、Sfs：コンクリートの長期および短期許容せん断応力度（N/mm2） 



 

－１７８－ 

計算内容 

４．基礎梁の断面検定 
①長期応力に対して下式を満足することを確認する。 
長期せん断応力の検定：

aQ
Q
L
L ≦ 1 

長期曲げ応力の検定（上端主筋）：
aL
1L
M
M  ≦ 1 

長期曲げ応力の検定（下端主筋）：
aL
2L
M
M  ≦ 1 

 
②短期応力に対して下式を満足することを確認する。 
短期せん断応力の検定：

as
max)s＋
Q

QQ(L  ≦ 1 

短期曲げ応力の検定（上端主筋）：
asM

Mmaxs  ≦ 1 

短期曲げ応力の検定（下端主筋）：
sMa

sMmax)＋2(LM  ≦ 1 

 
LQ：基礎梁の最大スパン部の長期せん断力（kN） 
LM1、LM2：１．で算定した基礎梁の最大スパン部の長期中央モーメントおよび、長期端部モーメン

ト（kN･m） 
SQmax：２．で算定した基礎梁の最大せん断力（kN） 
SMmax：２．で算定した基礎梁の最大モーメント（kN･m） 
LQa、SQa：３．②で算定した、基礎梁の長期および短期の許容せん断耐力（kN） 
LMa、SMa：３．①で算定した、基礎梁の長期および短期の許容曲げモーメント（kN･m） 

 
 

※べた基礎時の基礎梁の検定について 

基礎梁         ダミー梁    ● 基礎梁単位 

 

 
直交する基礎梁で区切られた基礎梁単位で断面検定します（直交するダミー梁は無視） 

 



 

－１７９－ 

  

○偏心布基礎のねじりモーメントに対する検討  
 
１．偏心によるねじりモーメントMe 
 

LeBee ・・・бM
2
1

=
 ･･･ ①式 

бe：布基礎の接地圧（kN/m2） 
Ｂ：当該布基礎の底盤の幅（ｍ） 
Ｌ：当該布基礎の長さ（ｍ）でねじりモーメントの両端支点となる直交基礎梁の間隔。 
ｅ：偏心距離（mm） 
 

２．コンクリートのせん断でねじりモーメントに抵抗する場合には、長期許容ねじりモーメントは、下式
で計算する。 

 

sL F・・M LDbea 2

3
15.1

=
 ･･･ ②式 

ｂ ：当該布基礎の基礎梁部分の幅（ｍｍ） 
Ｄ ：当該布基礎のせい（ｍ） 

sFL ：コンクリートの長期許容せん断応力度（N/mm2） 

 
３．ねじりモーメントとせん断力の複合応力に対する検定。 

1
22

≤







+








LQa
LQ

LMea
Me  

Ｍe ：①式で算定したねじりモーメント（kN・mm） 
LＭea：②式で算定した長期許容ねじりモーメント（kN・mm） 
LＱ ：当該基礎梁の長期せん断力の最大値（kN） 
LＱa ：当該基礎梁の長期許容せん断耐力（kN） 

 
４．ねじりモーメントによる直交基礎梁主筋の検定。 

直右　左＋ LMaMeMe ≤  

 
Ｍe左、Ｍe右：直交基礎梁の左右にとりつく偏心布基礎のねじりモーメント（kN・mm） 
LＭa：直交布基礎の上端筋の長期許容曲げモーメント（kN・mm） 
 
 
 
 
 



 

－１８０－ 

計算内容 

○人通口下の計算  

■人通口下の計算条件 

 

 

■人通口下の計算 

①人通口下の長期および短期の許容曲げモーメント 
LMa ＝ at・Lft・j 
sMa ＝ at・Sft・j 
 
LMa：基礎梁の長期許容曲げモーメント（kN･mm） 
sMa：基礎梁の短期許容曲げモーメント（kN･mm） 
at：鉄筋断面積（mm2） 
j：応力中心間距離（m） 
D：人通口下の高さ(m)、dt：主筋重心位置(m) 
j ＝ 

)d(D 
8

7
t−
 として計算する。 

Lft、Sft：主筋の鋼材の長期および短期の許容引張応力度（N/mm2） 
丸鋼、異形鉄筋の場合は、令90条に基づきlft＝

1.5

F とし、丸鋼の場合当該数値が155を超

える場合は155、異形鉄筋の場合当該数値が215を超える場合は215とする。 
 

②長期応力、短期応力に対して下式を満足することを確認する。 
長期曲げ応力の検定（上端主筋）：

aL
1L
M
M  ≦ 1 

長期曲げ応力の検定（下端主筋）：
aL
2L
M
M  ≦ 1 

短期曲げ応力の検定（上端主筋）：
asM

Mmaxs  ≦ 1 

短期曲げ応力の検定（下端主筋）：
sMa

sMmax)＋2(LM  ≦ 1 

 

LM1、LM2：基礎梁の最大スパン部の長期中央モーメントおよび、長期端部モーメント（kN･m） 
LMa、SMa：基礎梁の長期および短期の許容曲げモーメント（kN･m） 
SMmax：基礎梁の最大モーメント（kN･m） 

定着長さは40d以上とする 

９φ以上の斜め補強筋 



 

－１８１－ 

１１． 屋根葺き材の検討 
 
   (1) 屋根葺き材の構造計算 
 
     令８２条の４に従い、屋根葺き材の短期許容引き上げ荷重（※１）が、屋根葺き 
     材に作用する風力圧Ｗを上回っていることを確認することにより行います。 
 
     ※１ 「一般事項２」屋根葺き材・短期許容引き上げ荷重（Ｎ／ｍ２） 
 
     ※屋根葺き材の構造計算は、軒先、けらば、棟など加わる風圧力や屋根葺き材の 
      留め付け仕様が異なる部位ごとに行うことが望ましいが、最も条件が厳しい部位 
      のみを計算し、それ以外の部位は省略する。 
 
   (2) 屋根葺き材に作用する風圧力の計算（平１２建告１４５８号） 
 
     屋根葺き材に作用する風圧力Ｗ（Ｎ／ｍ２）は、下式によって計算します。 
 
      Ｗ ＝ ｑ・Ｃｆ 
 
       ｑ：平均速度圧（Ｎ／ｍ２） ①式で計算する。 
 
         ｑ＝０.６Ｅｒ^２Ｖ０^２   ･････① 
 
          Ｅｒ ：平均風速の高さ方向の分析を表す係数で、②式、③式による。 
              ただし、地表面粗度区分がⅣの場合においては、地表面粗度 
              区分がⅢの場合における数値を用いるものとする。 
 
              Ｈ≦Ｚｂの場合  Ｅｒ＝１.７（Ｚｂ／Ｚｇ）^α ･････② 
              Ｈ＞Ｚｂの場合  Ｅｒ＝１.７（Ｈ／Ｚｇ）^α  ･････③ 
 
               Ｈ ：建物高さ（※２）と軒の高さ（※３）との平均（ｍ） 
                  ※２ 「一般事項２」建物高さ・最高高さ（ｍ） 
                  ※３ 「一般事項２」建物高さ・軒高（ｍ） 
               Ｚｂ：地表面粗度区分（※４）に応じて表１に掲げる数値 
               Ｚｇ：Ｚｂに同じ 
                  ※４ 「一般事項２」地表面粗度区分 
 
               表１．風圧力計算に用いるＺｂ、Ｚｇ、αの値 

地表面粗度区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ｚｂ（ｍ） 5 5 5 5 
Ｚｇ（ｍ） 250 350 450 550 
α 0.10 0.15 0.20 0.27 

 
          Ｖ０：平１２建告１４５４号第二に定める風速（ｍ／ｓ）（※５） 
             ※５ 「一般事項２」地域風速Ｖ０（ｍ／ｓ） 
 
       Ｃｆ：屋根葺き材に対するピーク風力係数 
          風洞試験によって定める場合の他、平１２建告１４５８号２頁および、 
          ３頁に規定する数値 
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